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授業科目開講一覧表
●＝必修科目

区 分 科目群 授 業 科 目
（総合福祉学部総合福祉学科） 掲載頁 単位数

開 講 学 期

１ 年 次 ２ 年 次 ３ 年 次 ４ 年 次

前 後 前 後 前 後 前 後

人

間

総

合

科

目

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ス

タ

デ

ィ

エッセンシャルスタディ� ７ ２ ●
エッセンシャルスタディ� ８ ２ ●
エッセンシャルスタディ� ９ ２ ●
エッセンシャルスタディ� １０ ２ ●
エッセンシャルスタディ� １１ ２ ●
エッセンシャルスタディ� １２ ２ ●

文

化

と

社

会

生命倫理 １５ ２ ○ ○ ○ ○
キリスト教と社会福祉 １６ ２ ○ ○ ○ ○
ボランティア活動 １７ ２ ○ ○ ○ ○
歴史と文化 １８ ２ ○ ○ ○ ○
心理学 １９ ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
社会学 ２０ ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
現代家族論 ２１ ２ ○ ○ ○ ○
福祉文化論 ２２ ２ ○ ○ ○ ○
日本文化論 ２３ ２ ○ ○ ○ ○
国際文化論 ２４ ２ ○ ○ ○ ○
法学 ２５ ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際政治と日本 ２６ ２ ○ ○ ○ ○
経済学入門 ２７ ２ ○ ○ ○ ○

科
学
と
環
境

生活の科学 ３１ ２ ○ ○ ○ ○
宇宙と生命 ３２ ２ ○ ○ ○ ○
バリアフリー論 ３３ ２ ○ ○ ○ ○
生活環境論 ３４ ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
現代居住環境論 ３５ ２ ○ ○ ○ ○
統計処理入門 ３６ ２ ○ ○ ○

情

報

情報基礎論� ３９ ２ ●
情報基礎論� ４０ ２ ●
情報処理概論 ４１ ２ ○ ○
情報システム論 ４２ ２ ○ ○

健
康
と

ス
ポ
ー
ツ

スポーツ実技A ４５ １ ○
スポーツ実技B（スキー） ４６ １ ○
キャンプ実習 ４７ １ ○ ○

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

レクリエーション実技 ５１ １ ○
スポーツ・レクリエーション論 ５２ ２ ○ ○
レクリエーション活動援助法 ５３ １ ○ ○
レクリエーション現場実習 ５４ １ ○ ○

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

英語コミュニケーション� ５７ １ ●
英語コミュニケーション� ５８ ２ ○
実用日本語� ５９ １ ○
実用日本語� ６０ １ ○
中国語 ６１ ２ ○
手話入門 ６２ １ ○

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

キャリアデザイン� ６５ ２ ●
キャリアデザイン� ６６ ２ ●
キャリアデザイン� ６７ ２ ●
キャリアデザイン� ６８ ２ ●
キャリアデザイン� ６９ ２ ●
キャリアデザイン� ７０ ２ ●
キャリア開発 ７１ ２ ○

総
合
福
祉
科
目

総
合
福
祉
基
礎
科
目

基
礎
１
群

総合福祉入門 ７５ ２ ●
福祉と保健・医療 ７６ ２ ○
福祉と心理 ７７ ２ ○
福祉と経済 ７８ ２ ○

基
礎
２
群

社会福祉概論� ８１ ２ ●
社会福祉概論� ８２ ２ ●
相談援助の基盤と専門職� ８３ ２ ●
相談援助の基盤と専門職� ８４ ２ ○
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●＝必修科目

区 分 科目群 授 業 科 目
（総合福祉学部総合福祉学科） 掲載頁 単位数

開 講 学 期

１ 年 次 ２ 年 次 ３ 年 次 ４ 年 次

前 後 前 後 前 後 前 後

総

合

福

祉

科

目

総
合
福
祉
基
礎
科
目

基

礎

３

群

介護概論 ８７ ２ ○
医学一般� ８８ ２ ○
社会保障論� ８９ ２ ○
地域福祉論� ９０ ２ ○ ○
老人福祉論� ９１ ２ ○
障害者福祉論� ９２ ２ ○ ○
児童福祉論� ９３ ２ ○ ○
相談援助の理論と方法� ９４ ２ ○
相談援助演習� ９５ １ ○
総合福祉基礎実習 ９６ ２ ○

社

会

福

祉

科

目

専

門

科

目

老人福祉論� ９９ ２ ○
障害者福祉論� １００ ２ ○ ○
公的扶助論 １０１ ２ ○ ○
社会保障論� １０２ ２ ○
地域福祉論� １０３ ２ ○ ○
ジェンダーと社会福祉 １０４ ２ ○ ○ ○
医療福祉論 １０５ ２ ○ ○
福祉行財政と福祉計画 １０６ ２ ○ ○
障害児療育論 １０７ ２ ○ ○
社会福祉史 １０８ ２ ○ ○
就労支援サービス １０９ １ ○
権利擁護と成年後見制度 １１０ ２ ○
社会調査の基礎 １１１ ２ ○
更生保護制度 １１２ １ ○
福祉経営 １１３ ２ ○
相談援助の理論と方法� １１４ ２ ○
相談援助の理論と方法� １１５ ２ ○
相談援助の理論と方法� １１６ ２ ○
相談援助演習� １１７ １ ○
相談援助演習� １１８ １ ○
相談援助演習� １１９ １ ○
相談援助演習� １２０ １ ○
相談援助実習指導 １２１ ２ ○
相談援助実習 １２２ ４ ○
相談援助専門実習 １２３ ２ ○

社

会

福

祉

関

連

科

目

介

護

・

保

健

・

医

療

分

野

機能的解剖学 １２７ ２ ○ ○ ○
水泳・水中運動 １２８ １ ○ ○ ○
ストレッチング １２９ １ ○ ○ ○
エアロビクスダンス １３０ １ ○ ○ ○
ジョギング・ウォーキング １３１ １ ○ ○ ○
運動生理学 １３２ ２ ○ ○ ○
健康管理概論（医師） １３３ ２ ○ ○
健康作りと運動プログラム １３４ ２ ○ ○
エアロビクス運動理論と実際 １３５ ２ ○ ○
運動障害と予防（医師） １３６ ２ ○ ○
発育と発達と老化 １３７ ２ ○ ○
栄養と体重調節（栄養士・管理栄養士） １３８ ２ ○ ○
補強運動の理論と実際 １３９ １ ○ ○
体力測定と評価（演習） １４０ ２ ○ ○
運動指導の心理学的基礎 １４１ ２ ○ ○
救急処置（医師）（演習） １４２ ２ ○ ○
スポーツマネジメント １４３ ２ ○ ○
介護技術の理論と方法 １４４ ２ ○ ○
訪問介護 １４５ ２ ○
介護予防 １４６ ２ ○ ○
精神保健学 １４７ ２ ○ ○ ○
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●＝必修科目

区 分 科目群 授 業 科 目
（総合福祉学部総合福祉学科） 掲載頁 単位数

開 講 学 期

１ 年 次 ２ 年 次 ３ 年 次 ４ 年 次

前 後 前 後 前 後 前 後

総

合

福

祉

科

目

社

会

福

祉

関

連

科

目

心

理

分

野

教育心理学 １５１ ２ ○ ○
臨床心理学 １５２ ２ ○ ○ ○
心理学研究法 １５３ ２ ○
心理学基礎実験 １５４ ２ ○
心理検査法 １５５ ２ ○ ○ ○
発達心理学 １５６ ２ ○ ○ ○
高齢者心理学 １５７ ２ ○ ○ ○
青年心理学 １５８ ２ ○ ○
障害者心理学 １５９ ２ ○ ○ ○
カウンセリング １６０ ２ ○ ○
心理療法 １６１ ２ ○ ○
犯罪・非行心理学 １６２ ２ ○ ○
発達臨床心理学 １６３ ２ ○ ○
臨床心理学実習 １６４ ２ ○ ○
家族心理学 １６５ ２ ○ ○
グループダイナミクス １６６ ２ ○ ○

経

営

情

報

分

野

経営管理論 １６９ ２ ○ ○
マーケティング １７０ ２ ○ ○
経営事情 １７１ ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報ネットワーク １７２ ２ ○ ○ ○
ビジネスソフトウェア� １７３ ２ ○ ○ ○
ビジネスソフトウェア� １７４ ２ ○ ○ ○
プレゼンテーションスキル １７５ ２ ○ ○ ○
会計実務 １７６ ２ ○ ○ ○
ビジネス実務総論 １７７ ２ ○ ○ ○
ビジネス実務演習� １７８ １ ○ ○ ○
ビジネス実務演習� １７９ １ ○ ○ ○
ビジネス・インターンシップ １８０ ２ ○ ○
企業経営論 １８１ ２ ○ ○ ○
金融事情 １８２ ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○
簿記原理A １８３ ２ ○ ○ ○
簿記原理B １８４ ２ ○ ○ ○
商業簿記（中級） １８５ ２ ○ ○ ○
工業簿記 １８６ ２ ○ ○ ○
人事管理実務 １８７ ２ ○ ○ ○
経営組織論 １８８ ２ ○ ○ ○

海

外

セ
ミ
ナ
ー

海外福祉交流ハワイセミナー １９１ １ ○ ○ ○ ○

卒業研究
卒業研究� １９５～ ４ ●
卒業研究� ２０９～ ４ ●

付 録 社会福祉士国家試験受験対策講座 ２２５
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人間総合科目

（エッセンシャルスタディ）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

エッセンシャルスタディ� （ 講義・演習・実習 ） 寺島 彰・工藤 裕美
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １年次・前期 必修
［授業の目的・ねらい］

大学教育は、高校までの人格教育の上に、アカデミックな社会人を育てることを目的としている。本科目は、エ
ッセンシャルスタディ�とともに、大学教育の基礎となる内容を獲得することを目的とする。
［授業全体の内容の概要］

１．大人（社会人）としての行動様式、２．日本人としての最低の教養、３．研究の方法・論文の書き方の基礎、
４．福祉・心理の基礎を獲得する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

１．大人（社会人）としての行動様式を獲得している。�他人を思いやりながら行動する、�社会常識を重んじる、
�自己責任で行動する、�他人を動かす方法を身につける、
�心理的ストレスの処理ができる。

２．日本人としての最低の教養を確保する。 �読み書き、�文化、�歴史、�情報技術、�国際関係
３．研究の方法を獲得する。 �資料収集、�計画の作成、�研究実施、�成果の評価
４．福祉・心理の基礎的内容 �基礎的な知識、�体験から学ぶ、�実践者から学ぶ

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ガイダンス
２．大人としての行動�
３．大人としての行動	
４．大人としての行動

５．大人としての行動�
６．大人としての行動�
７．日本語の読み書き�
８．日本語の読み書き	
９．日本語の読み書き

１０．特別講義�
１１．特別講義の振り返り
１２．福祉・心理の基礎�
１３．福祉・心理の基礎	
１４．ボランティア実践
１５．まとめ
試験 【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

日常生活において問題意識をもって生活し、日頃から学習して出席することが望ましい。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

参考文献：
斎藤孝「声に出して読みたい日本語」

試験：５０％
出席：１０％
授業態度：２０％
課題：２０％

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ス

タ

デ

ィ
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

エッセンシャルスタディ� （ 講義・演習・実習 ） 植屋 悦男
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １年次・前期 必修
［授業の目的・ねらい］
エッセンシャル【essential】の意味は、本質的なさま、絶対必要なさま、不可欠、「―な要素」とある。
スポーツ競技においては、この技術を身に付けておけばまず失敗しないと言う点がある。これを、エッセンシャ
ルポイントと名づけている。エッセンシャルにスタディーが付いていることは、大学の教育において、ここだけは
押さえて指導しておかなければならないという重要な事項があると思われる。そこで、大学生活を送る上でしっか
りとした学習態度や、社会性の向上を目的とした学習を展開させたい。
［授業全体の内容の概要］
１年生のゼミとして、まずクラスの人間関係を良好にし、それぞれ各人が入学してきた時の志が貫きとおせるよ
うに指導する。そして、志を貫き通す為には、どのような学びが最適なのかを支援する。ここでは、学習スキルの
習得の方法、社会人としてのマナー、他人に対する優しさや思いやりの心を育成するためのボランティア体験等に
ついて学ばせる。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］
大学の教育において、ここだけは押さえて指導しておかなければならないという重要な事項に付いて紹介し、学
生自らが、大学生活を送る上でしっかりとした学習態度や、社会性の向上を目的とした学習態度を身に付けさせる
ようにする。
※随時、授業の後に、マナー力、漢字力、読書力等の課題を与え、それへの評価（試験）を行う。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．大学生活が始まる心構えとゼミ生の交流、さらに、授業の進め方とガイダンスの実施。
２．エッセンシャルスタディの取り組みとクラス内での協力体制について。
３．大学とは？ 大学に何を学びにきたのか？ 大学生活とは？
キャンパスライフを満足させるには。

４．授業を受ける態度について考える。
５．ノートの取り方。ノートを取る目的を理解させる：話の内容、論理が分かるように書き

留めること。
６．集中してノートを取る為の条件：教室の前に座る、私語の多い人のそばには座らない。
７．文章の書き方：レポートとは何か、試験とは何か。なぜ、文章の書き方が必要なのか。
８．福祉の基礎知識 �福祉とは、�障害の理解。
９．社会福祉施設の見学。
１０．４，５の振り返り。
１１．福祉健康スポーツコースの役割：介護保険と介護予防について。
１２．健康スポーツ施設についての調査、介護予防と健康スポーツ。
１３．キャンパスライフとボランティア活動。
１４．エッセンシャルスタディ�の振り返りとまとめ�。
１５．エッセンシャルスタディ�の振り返りとまとめ�。
夏休みへの課題：エッセンシャルスタディ�に向けて。 【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

社会人としての基礎的なマナーを育成するのがこの教科のねらいである。その為、受講に当たっては、
学生自らが大学生活を送る上でしっかりした学習態度を持ち、また、日頃より他人に対する優しさや思い
やりの心を持って望んで欲しい。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
藤田哲也編『大学基礎講座』北大路書房

出席・態度 ２０％
レポート ４０％
課題の試験 ４０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

エッセンシャルスタディ� （ 講義・演習・実習 ） 石本 裕貴
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １年次・前期 必修
［授業の目的・ねらい］

１．大学生として必要な学習技能と学習態度を身につけること。
２．２年次以降の学習に必要な基礎的な知識と能力を身につけること。
３．将来に向け社会人として必要な基礎力を身につけること。

［授業全体の内容の概要］

１年生のゼミとして豊かな人間性と基礎的な能力を身につけるために、初年次用の教材を使い学生一人
ひとりと双方向性をもった授業を行う。また、合同企画授業として伊豆での合宿授業も予定している。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

大学で学んでいくために、また将来社会人として活躍して行くために、もっとも基礎的な力を身につけ
２年次以降そして就業時に発生する諸課題に対応できるように準備を整えること。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．前期のガイダンス
２．大学で学ぶということ�
３．大学で学ぶということ�
４．ノートの取り方�
５．ノートの取り方�
６．ノートの取り方�
７．テキストの読み方�
８．テキストの読み方�
９．要約の仕方�
１０．要約の仕方�
１１．きちんと考える方法�
１２．きちんと考える方法�
１３．前期の要点�
１４．前期の要点�
１５．まとめ
試験・レポート 【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

テキストは使用しないが、初年次用の大学入門書なら何でも参考文献になり得るので、いくつか読んで
みるとよい。また、プリントを配るので、それを手がかりに学習するのもよい。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

テキストは使用しない。参考文献として藤田哲也『大
学基礎講座』（北大路書房）をあげておく。

出席：４０％
試験：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

エッセンシャルスタディ� （ 講義・演習・実習 ） 寺島 彰・工藤 裕美
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １年次・後期 必修
［授業の目的・ねらい］

大学教育は、高校までの人格教育の上に、アカデミックな社会人を育てることを目的としている。本科目は、エ
ッセンシャルスタディ�とともに、大学教育の基礎となる内容を獲得することを目的とする。
［授業全体の内容の概要］

１．大人（社会人）としての行動様式、２．日本人としての最低の教養、３．研究の方法・論文の書き方の基礎、
４．福祉・心理の基礎を獲得する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

１．大人（社会人）としての行動様式を獲得している。�他人を思いやりながら行動する、�社会常識を重んじる、
�自己責任で行動する、�他人を動かす方法を身につける、
�心理的ストレスの処理ができる。

２．日本人としての最低の教養を確保する。 �読み書き、�文化、�歴史、�情報技術、�国際関係
３．研究の方法を獲得する。 �資料収集、�計画の作成、�研究実施、�成果の評価
４．福祉・心理の基礎的内容 �基礎的な知識、�体験から学ぶ、�実践者から学ぶ

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ボランティア活動
２．敬語の使い方実践
３．自分で考えて行動する
４．メモの取り方
５．インターネットの活用
６．レポートの書き方
７．プレゼンテーションの方法
８．味わいたい日本の文芸�
９．味わいたい日本の文芸	
１０．特別講義	
１１．特別講義の振り返り
１２．実践英語
１３．学習・研究方法
１４．学術論文を読む
１５．まとめ
試験 【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

日常生活において問題意識をもって生活し、日頃から学習して出席することが望ましい。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

参考文献：
本郷陽二「頭がいい人の敬語の使い方」

試験：５０％
出席：１０％
授業態度：２０％
課題：２０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

エッセンシャルスタディ� （ 講義・演習・実習 ） 植屋 悦男
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １年次・後期 必修
［授業の目的・ねらい］
エッセンシャルスタディ�で、エッセンシャル【essential】の意味がおおよそ理解できたと思う。後期

では、大学生活にだいぶ慣れてきた為、しっかりとした学習態度や、社会性の向上をさらに充実させて授
業を展開させたい。
［授業全体の内容の概要］
友達とのコミュニケーション能力も高まり、各々が入学してきた時の志を改めて確認したところで、志

を貫き通す為には、どのような支援法があるのかを追求させる。ここでは、学習スキルの習得の方法、社
会人としてのマナー、他人に対する優しさや思いやりの心を育成するためのボランティア体験等について
学ばせる。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］
大学の教育において、ここだけは押さえて指導しておかなければならないという重要な事項について紹

介し、学生自らが、大学生活を送る上でしっかりとした学習態度や、社会性の向上を目的とした学習態度
を身に付けさせるようにする。
※随時、授業の後に、マナー力、ボランティア力、話し言葉力、情報収集能力等の課題を与え、それへの
評価（試験）を行う。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ガイダンス：後期履修科目の作成と授業の進め方。
２．�夏休みの課題発表、�エッセンシャルスタディ�への学びについて。
３．ボランティア活動をどのように考えるか、グループディスカッション。
４．ボランティア活動の重要性と体験活動、先輩たちの学内・学外活動の紹介と地域貢献。
５．３，４の振り返りと討議、緑区区民祭りの準備と役割分担。
６．改めて福祉とは？を考える。福祉における健康スポーツの援助・指導の必要性について。
７．健康・スポーツ産業の現状と福祉における健康スポーツの必要性：外部講師を予定。
８．介護予防施設の調査について。
９．学内の環境美化を考える、学内美化運動の体験。
１０．健康スポーツ施設についての調査、介護予防と健康スポーツ。
１１．調査研究の進め方：グループによる研究活動への取り組み方と報告書のまとめ方。
１２．クリスマスイルミネーションの飾り付けによる、仲間への癒しの提供と心への支援活動

について。
１３．一年生合同説明会：資格説明とコース変更について。
１４．１１．の研究活動の中間報告会、１５．に向けてのプレゼンテーションの仕方について。
１５．研究活動の成果発表（プレゼンテーション）。
エッセンシャルスタディ�の振り返りと総括。 【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

エッセンシャル�で習得した知識・体験をさらに応用するのがこの科目である。事前に配付された資料
に基づき、学習スキルの習得の方法、社会人としてのマナー、社会性の向上を目的とした学習態度を持っ
て授業に望んで欲しい。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
藤田哲也編『大学基礎講座』北大路書房

出席・態度 ２０％
レポート ４０％
課題の試験 ４０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

エッセンシャルスタディ� （ 講義・演習・実習 ） 石本 裕貴
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １年次・後期 必修
［授業の目的・ねらい］

１．大学生として必要な学習技能と学習態度を身につけること。
２．２年次以降の学習に必要な基礎的な知識と能力を身につけること。
３．将来に向け社会人として必要な基礎力を身につけること。

［授業全体の内容の概要］

�と基本的に同じ内容を発展させた形で行っていく。すなわち、１年生のゼミとして豊かな人間性と基
礎的な能力を身につけるために、初年次用の教材を使い学生一人ひとりと双方向性をもった授業を行う。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

�の継続として、大学で学んでいくために、また将来社会人として活躍して行くために、もっとも基礎
的な力を身につけ、２年次以降そして就業時に発生する諸課題に対応できるように準備を整えること。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．後期のガイダンス
２．レポート・論文の書き方�
３．レポート・論文の書き方�
４．レポート・論文の書き方�
５．レジュメの作り方�
６．レジュメの作り方�
７．図書館の利用�
８．図書館の利用�
９．ゼミの発表の仕方�
１０．ゼミの発表の仕方�
１１．ゼミの発表の仕方�
１２．後期の要点�
１３．後期の要点�
１４．１年のまとめ�
１５．１年のまとめ�
試験・レポート 【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

テキストは使用しないが、初年次用の大学入門書なら何でも参考文献になり得るので、いくつか読んで
みるとよい。また、プリントを配るので、それを手がかりに学習するのもよい。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

テキストは使用しない。参考文献として藤田哲也『大
学基礎講座』（北大路書房）をあげておく。

出席：４０％
試験：６０％
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人間総合科目

（文化と社会）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

生命倫理 （ 講義・演習・実習 ） 奥波 一秀
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］
我々は他者との関わりの中ではじめて生きていくことが可能となる社会的・関係的存在である。しかし

その関わり方如何によっては、かえって互いに傷つけあうことにもなりうる。特に現代社会においては、
他者との関わり方の難しさが、様々なレベルで指摘されている。しかし、そのような時代にあってこそ、
最も根本的なレベルで、他者との関わり方について考えていく必要があるのではないだろうか。このよう
な問題意識に基づき、自己も他者も共に「いのち」を生かしあう関わり方がどのようなものであるかを深
く考えることが、この授業の根本的なねらいであり、従って、「いのち」を生かすことについて自分なり
に考える姿勢を身につけることが、この授業の到達目標となる。
［授業全体の内容の概要］
人間の生命の取り扱いをめぐって生起している現代社会の諸問題をとりあげ、「いのち」への向き合い

方を模索していく。特に、介護問題、人工生殖など、こどもの誕生から老後まで、「いのちのはじまりと
おわり」を取り巻く社会的課題に重点を置く。各人が自分なりの「いのち」への向き合い方を模索してい
くとともに、現代社会に生きる人々、特にこどもの「いのち」を支える「ケア」の姿勢を身につけること
を目指す。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．イントロダクション 生活と「いのち」を活かすこと
２．おひとりさまの老後�―家事の社会化の一環としての介護の社会化
３．おひとりさまの老後�―介護におけるジェンダー問題
４．代理出産�―向井夫妻のケース
５．代理出産�―法務省の見解
６．代理出産�―野田聖子氏のケース
７．「孤育」の問題―育児の社会化とその限界
８．体外受精をめぐる倫理的問題�―事実問題／決定問題
９．体外受精をめぐる倫理的問題�―ルール・決定の適切さ
１０．体外受精をめぐる倫理的問題�―人間中心主義の批判とその限界
１１．体外受精をめぐる倫理的問題�―厳格功利主義の意義とその限界
１２．体外受精をめぐる倫理的問題�―人格概念・所有概念の無用さ？
１３．体外受精をめぐる倫理的問題�―「すべり坂」論証の意義と限界
１４．体外受精をめぐる倫理的問題�―「目的」としての人間というカント的理念
１５．まとめの会
小テスト

［準備学習］

参考文献の講読、関連する新聞記事の日常的なチェックなどを通して、生命倫理の問題の最新情報につ
いて毎週、アップ・デートしておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

参考文献：上野千鶴子『おひとりさまの老後』（法研） （試験やレポートの評価基準など）
平常点（出席状況・授業態度）：１５％
授業内小テスト：８５％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

キリスト教と社会福祉 （ 講義・演習・実習 ） 九里秀一郎
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

キリスト教の精神は、制度的な社会福祉以前から、さまざまな分野の実践的な奉仕活動の中に息づいて
きた。この授業では、これらの活動の背景にあるキリスト教の考え方を「聖書」から学び、キリスト教と
社会福祉との関係を具体的に考察する。
［授業全体の内容の概要］

「聖書」をもとにキリスト教の概要を学び、キリスト教的視点から生・死・障害などに関する倫理的な
課題を考察する。それらを基礎として、歴史的なキリスト教社会福祉の精神的基盤について理解を深め、
キリスト教福祉の可能性を展望する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

�キリスト教の基本的な内容、特長的な考え方を理解する、�キリスト教を背景とした社会福祉活動を理
解する、�キリスト教福祉の限界と可能性について理解を深める。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．授業概要
２．身近なキリスト教�
３．身近なキリスト教�
４．旧約聖書�
５．旧約聖書�
６．新約聖書�
７．新約聖書�
８．キリスト教理解
９．キリスト教福祉史�
１０．キリスト教福祉史�
１１．日本のキリスト教福祉�
１２．日本のキリスト教福祉�
１３．キリスト教福祉の課題�
１４．キリスト教福祉の課題�
１５．まとめ
評価

［準備学習］

事前に教会やキリスト教についてインターネット等を使用して情報を収集し、疑問点などを調査する。
授業で課題を指示するので調査・検討を行い、レポートにまとめるための考察を行う。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
授業時にプリント配布
（参考文献）
『聖書』、『社会福祉と聖書』、石居正巳・熊澤義宣
監修、リトン、１９９８

出席：３０％
レポート：７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

ボランティア活動 （ 講義・演習・実習 ） 工藤 裕美
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

将来、社会福祉施設の職員という立場でボランティアの方々と共働することを念頭に、ボランティアを体験的に
理解することを目的にしている。そして職員としてボランティアの方々と良い関係を構築したり、継続中の活動を
より発展させたり、さらに新しいボランティア活動を創造したりすることが可能な人材を育成する。
［授業全体の内容の概要］

実際のボランティア活動をボランティアの立場で経験することにより、ボランティアの方々の目線から活動を理
解し、体験することを目的としている。一人ひとりの学生にあった体験活動の現場を見つけるために、様々な活動
を紹介して選択肢を増やすだけでなく、個別の相談にも応じてゆきたい。さらにボランティア体験をもとに報告書
を作成させ、将来の現場に役立つ知識としてまとめる。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

ボランティアの方々の気持ちを理解して、ボランティアの相談にのったり、現場での活動の方法を指導したりで
きるような社会福祉施設の職員の育成を目標としている。地域に開かれた「参加する福祉」の重要性を理解し、ボ
ランティアの方々の働きを貴重な社会資源としてより良く活用する受け入れ態勢を現場で整えられるような人材を
育てる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．オリエンテーション（授業内容の確認と参考資料の提示）
２．ボランティアの精神、ボランティアの原理
３．ボランティア活動について（参加と継続のポイント）
４．ボランティア活動の現場１
５．ボランティア活動の現場２
６．ボランティア活動の現場でのコミュニケーション
７．ボランティア活動の動機
８．ボランティア活動の概念を広げる事例１
９．ボランティア活動の概念を広げる事例２
１０．地域のボランティア活動
１１．専門職としてのボランティア活動
１２．施設の中で職員が取り組むボランタリーな活動
１３．ボランティア活動事例１
１４．ボランティア活動事例２
１５．ボランティア体験報告書について
試験等

［準備学習］

前もって提示する授業課題に関して個々の学生が自主的に準備して取り組むことを期待しています。授
業や課題を通して学んだことを振り返り、自分の経験や知識としてしっかり身につけることを期待してい
ます。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

テキスト：プリントを作成し随時配布

参考文献：
「宣教師マザーテレサの生涯」上智大学出版

出席：３０％
レポート：３０％
試験：４０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

歴史と文化 （ 講義・演習・実習 ） 田中眞佐志
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］
日本の歴史を脈々と流れる太い幹・根幹は何かを探ってみたい。歴史は歴史的事実をいかにつなぎ合わ

せればそれらを整合的・合理的に説明できるかが大切である。特にその切り口によって、歴史的事実に隠
された本質を発見することこそ歴史研究の醍醐味である。日本の文化史と政治史を中心に、思想的には儒
教・仏教といった外来思想と日本独自の思想を比較しながら、高校時代の日本史では問題とされなかった
キーワードを取り上げながら、福祉に関連した「仁」や「親愛の情」などにも触れてみたい。
［授業全体の内容の概要］
日本文化は、激しい外圧とじっくりとした内燃（著しく外国の影響を受けた外圧の時期と、後世「日本

的」と形容される特質を醸成するいわば内燃の時期）を繰り返しながら形成されてきた。本時は、儒教思
想と皇孫思想、律令体制と令外官、福祉と仏教思想、征夷大将軍論、江戸時代についての誤解など、高校
時代までとは全く異なる観点から日本史全般を概略してみたい。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］
個々の出来事を個々に覚える（歴史的事象を点で覚える）のではなく、起承転結の形で「論ずる」いわ

ば、点を線とすることができるような概念を身につけることを目標にしたい

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ガイダンス
２．日本歴史概論
３．原始と古代１…中国史書と日本書紀�
４．原始と古代２…中国史書と日本書紀�
５．古代１…飛鳥朝（遣隋使と厩戸皇子）
６．古代２…奈良朝の政変（仏教思想・悟りから慈悲へ）
７．古代３…律令国家の成立（儒教思想概論）
８．古代４…律令国家の変質�（儒教国家中国と律令国家日本）
９．古代５…律令国家の変質�（日本におけるマツリゴト）
１０．古代国家の終焉から中世武家政権へ（律令制における軍隊と古代征夷大将軍）
１１．中世１…征夷大将軍論
１２．中世２…鎌倉幕府と征夷大将軍
１３．近世１…江戸時代論（基本認識）
１４．近世２…江戸時代論（剛構造と柔構造）
１５．近世３…江戸の町
［試験］３～４題の中から１題を選択し、論ずる

［準備学習］

毎回、レジュメと史料・年表をプリントにして配布するが、原則２～３回のオムニバス形式なので、前
回の講義内容を必ず把握しておくこと

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

テキスト：高校の日本史教科書（何でもよい）、毎
回レジュメと史料・年表プリント配布

参考文献：井上清「日本の歴史 上・中・下」岩波
新書、家永三郎「日本文化史」岩波新書

出席日数／授業日数＝２／３以上を充足することが受験資格だが、
出席数は単位を保証するものではない。
試験またはレポート：６０％
出席・授業態度：４０％（就職活動等で欠席する際「欠席届」を次
回授業時に提出）
［諸注意］�「出席票」は原則として配布しないので、学生証を
忘れないこと。�教室内飲食・講義中の私語・携帯は厳禁。特に
私語は退出して頂きます。
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

心理学 （ 講義・演習・実習 ） 森住 宜司
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３，４年次・前期，後期 選択
［授業の目的・ねらい］

心理学の概要と心理学的なものの見方を知り、社会福祉士として必要な、人間の心理学的理解、成長・
発達の心理学的理解、日常生活と心の健康との関係などについて学び、さらに心理支援について学ぶなか
で援助的資質を養う。

［授業全体の内容の概要］

基礎的知識として、人間の心理諸機能とその総合としての人格、発達の視点、乳幼児期から高齢期まで
の各発達段階の特徴などを学ぶ。そして、応用的知識として、日常生活と健康の心理学、心理学理論によ
る人の理解、心理アセスメントと心理的支援の方法などについて学ぶ。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

心理学における基礎的な概念を理解し、援助職として必要な心理学的知識を身につける。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．心理学の概観（社会福祉と心理学、心理学の歴史と方法）
２．人間の心理学的理解� 心と脳、知覚・認知（感覚、知覚、認知機能）
３．人間の心理学的理解� 記憶（長期記憶・短期記憶、意味記憶・エピソード記憶、忘却と変容）

学習（学習理論、学習の基本形式）
４．人間の心理学的理解� 思考・言語（思考、言語の機能、言語獲得）、知能・創造性（知能

の構造）
５．人間の心理学的理解� 感情・動機づけ（感情の種類、動機づけ）、性格（性格の理論、性

格の形成）
６．人間の心理学的理解� 人と環境・集団（個人と集団、リーダーシップ理論）、適応（適応

と適応障害）
７．人間の成長・発達の心理� （発達理論、発達段階、発達課題、高齢者の心理、発達上の諸問題）
８．人間の成長・発達の心理� （発達障害、障害児者への支援）
９．日常生活と心の健康�（ストレッサー、ストレス症状）
１０．日常生活と心の健康�（コーピング・ストレスマネージメント）
１１．人間理解のための心理学的理論と技法（精神分析理論、行動分析、家族・コミュニティの理解）
１２．心理アセスメントの方法（心理検査の考え方、知能検査、人格検査、発達検査、適性検査）
１３．心理的支援の方法� カウンセリング（カウンセリングの目的・対象・方法、ピアカウンセ

リング）
１４．心理的支援の方法� カウンセリングとソーシャルワークとの関係
１５．心理的支援の方法� 心理療法の概要（精神分析、行動療法、家族療法、社会福祉現場の心

理的支援）
授業到達目標達成度判定の筆記試験

［準備学習］

講義テーマに対応するテキストの章・節に関して要点をつかみながら読んでおく。分かりにくい重要語
句は心理学辞典等で確認しておく。（ノート記録）

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
社会福祉士養成講座編集委員会編（２００９）『心理学
理論と心理的支援――心理学』中央法規
（参考文献）
長谷川寿一他（２００８）『はじめて出会う心理学：改
訂版』有斐閣

出席 ３０％
期末試験 ７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

社会学 （ 講義・演習・実習 ） 奥村 育栄
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３，４年次・前期，後期 選択
［授業の目的・ねらい］

・社会理論による現代社会の捉え方を理解する。
・生活について理解する。
・人と社会の関係について理解する。
・社会問題について理解する。 ＊社会福祉士に必要な内容となるよう留意すること
［授業全体の内容の概要］

現代社会の特質の理解をもとに、仲間・家族・地域・国家・世界的規模において進行している問題を通
して、人と人とのかかわり、人と社会のかかわりについて考え、社会学的な「ものの見方（考え方・整理
の仕方）」によって社会全般の問題を考える力を養う。授業の展開においては、社会福祉士に必要な内容
について理解させるよう配慮する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

現代社会の中で一人ひとりに求められている課題について「考える力」及び卒業後のあらゆる局面にお
いて要求される「社会人としての洞察力と判断力」の基礎を養うことを目標とする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．社会学的なものの見方・考え方と私たち
２．現代社会の理解 �社会システム
３．現代社会の理解 �戦後の社会変動
４．現代社会の理解 �今日の社会変動
５．現代社会の理解 �地域社会
６．現代社会の理解 �社会集団と組織
７．生活の理解 �家族
８．生活の理解 �ライフスタイルの変化 その１
９．生活の理解 �ライフスタイルの変化 その２
１０．人と社会の関係 �公共性の変化
１１．人と社会の変化 �行為と役割
１２．人と社会の関係 �社会的自我
１３．社会問題の理解 �貧困と社会的排除
１４．社会問題の理解 �社会病理
１５．社会問題の理解 �再生産
期末試験

［準備学習］

テキストや配布資料を読んだうえで出席してください。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］
テキスト：
浅野智彦編著（２０１０）『考える力が身につく社会学入門』中経出版
この他に必要な資料等は、講義中に随時配布します。
参考文献：
塩原良和・竹ノ下弘久編（２０１０）『社会学入門』弘文堂
高校生のための社会学編集委員会編（２００９）『高校生のための社会
学』ハーベスト社

出席を含めた授業への取り組み：４０％
期末試験：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

現代家族論 （ 講義・演習・実習 ） 工藤 豪
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

現代社会における家族の特徴や問題点を知るとともに、社会現象について「家族」という視点から接近
することの意義を理解することである。

［授業全体の内容の概要］

さまざまな社会現象について「家族」という視点から接近しながら、現代社会における家族について実
証的な理解を深めていきたい。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

「家族」は、時代や地域によってさまざまな差異が存在し、また、それぞれのライフステージによって
抱える特徴や問題点も異なってくることを理解する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．家族研究の歴史的展開
２．高齢化社会と高齢社会
３．人口高齢化の要因
４．世界における人口高齢化の推移と展望
５．日本における人口移動の推移と特徴
６．日本における人口移動の影響
７．家族などにおける地域差とその背景
８．世界と日本の人口動向
９．人口減少と少子化に関する研究の動向
１０．女性の社会進出とM字型就労
１１．世界と日本における少子化の実態
１２．子育て環境と子育て支援施策
１３．理解到達度確認作業の実施
１４．未婚化・晩婚化の実態把握
１５．未婚化・晩婚化における特質
定期試験

［準備学習］

新聞やニュース、書籍等から核家族化・高齢化・少子化・未婚化などに関する予備知識を備えておく。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（基本テキスト）
『家族社会学へのいざない』清水浩昭編著 ２００８年

岩田書院
（参考文献）
とくになし。レジュメ・資料等を配付する。

定期試験と平常点を総合的に勘案して評価する。
詳細な配分としては、定期試験６０％、出席状況お
よび受講態度２０％、考察や記述における内容や成
果２０％、である。

文
化
と
社
会

21



授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

福祉文化論 （ 講義・演習・実習 ） 安倍 大輔
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

１．福祉文化の誕生と発展の過程を理解する
２．暮らしの中の福祉文化活動の実践を知る
３．先駆的事例から、福祉文化の意義を学ぶ
４．創造的福祉文化概念を理解する
［授業全体の内容の概要］

福祉文化が誕生した歴史的・社会的背景を知ると共に、様々な領域で展開されている具体的な福祉文化
の実践を通じて創造的福祉文化についての理解を深める。以上の内容を視聴覚教材等の利用も行いながら、
自ら主体的に考えられるようにする。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

福祉文化の概念と歴史を理解し、福祉文化実践についての幅広い知見を得る。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．福祉文化概念登場の背景～今なぜ福祉文化なのか
２．福祉文化概念登場の背景～福祉国家と福祉文化
３．福祉文化概念登場の背景～福祉文化の現代的意義
４．福祉の文化化とは
５．文化の福祉化とは
６．福祉文化の実践�
７．福祉文化の実践�
８．福祉文化の実践�
９．福祉文化の実践�
１０．福祉文化の実践�
１１．福祉文化の実践�
１２．文化としての福祉の創造～福祉文化の発展
１３．文化としての福祉の創造～福祉文化の基本理念
１４．文化としての福祉の創造～福祉文化とは何か
１５．文化としての福祉の創造～創造的福祉文化とは
授業到達目標達成度判定の期末レポート

［準備学習］

新聞やインターネット等で福祉における文化的活動に関心を持って欲しい。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

テキスト：
日本福祉文化学会編集委員会『新・福祉文化シリー
ズ１ 福祉文化とは何か』明石書店
参考文献：
適宜紹介する

授業参加態度：１０％
授業内小レポート：３０％
期末レポート：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

日本文化論 （ 講義・演習・実習 ） 高野実貴雄
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

江戸期の都市（京・大阪・江戸）の消費過程で発生し進化した落語という笑いの文化を理解し日本の社
会における人間関係の基層の文化を理解する。その落語がなぜおもしろいのか、歴史的な背景やことばの
面からも解き明かすことで、落語を身近に感じ、よりいっそう深く味わえるようになることを目標とする。

［授業全体の内容の概要］

文化を都市の消費過程で生まれた精神的遺産と定義して江戸期の三都（京・大坂・江戸）で誕生し、進
化している笑いの文化としての落語を取り上げる。落語の歴史や江戸の歴史的背景、話芸としての落語の
言葉（日本語）の特徴、オチの分類、噺の展開のパターン、下座音楽等を総合的に解説し、落語が何故お
もしろいのかを解き明かし、落語をいっそう深く味わうことを目標として講義を進める。また、以上の説
明に際して、ビデオ、CDをふんだんに活用するほか、プロの落語家の実演を交えた授業の展開を行う。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．寄席の興行システムと寄席の符牒
２．落語の構造（マエオキ・マクラ）
３．落語の構造（本題・オチ）
４．滑稽噺 v.s.人情噺
５．落語のマエオキ、マクラ
６．落語の本題のパターン
７．オチの様々�
８．オチの様々�
９．落語のシグサ（手ぬぐいと扇子の使い方）
１０．落語の歴史と亭号
１１．正本芝居噺（落語と歌舞伎）
１２．上方落語の特質（東京落語との比較を通して）
１３．寄席囃子概説（組織と用途）
１４．新作落語とは
１５．まとめ
試験（もしくはレポート）

［準備学習］

事前にインターネットで鈴本演芸場、末広亭、浅草演芸ホール、池袋演芸場に接続し、情報を収集する
こと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
なし。

（参考文献）
『落語の言語学』野村雅昭 大修館書店

試験：９０％
出席：１０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

国際文化論 （ 講義・演習・実習 ） 福田 健一
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］
フランス、イタリア、イギリス、ドイツなどを中心に DVD、ビデオなどを使用して説明します。特に旅行スタイルを取り、
実際に旅行する時に参考になるように授業を進めます。同じ西欧でも国によって習慣などが異なりますので、具体的に違い
などを理解できるようにします。ホテルの予約の仕方、電車の切符の買い方、劇場での観劇の方法なども覚えていきます。
たとえば、劇場ではコートを預けることによりオペラグラスを無料で貸してくれたりします。こういう日本との習慣の違
いも知ることにより、文化や生活の違いも実感していきます。また、買い物でも同じ西欧でも国により価格を下げるのが当
たり前な国とそうでない国があります。こういうところでも、文化、国民性の違いが現れます。もちろん、似た感じの文化、
生活もあります。そういうところから、EUが出来た素地があります。
西欧は日本の近代化の中でかなり多くの事を取り入れて、日本なりに消化、吸収して現在の日本の文化、生活が形成され
ました。ただ、ルーツは同じでもカツ丼やアンパンのように、かなり日本の文化、生活に馴染んで変化したものもあります。
それらのルーツとされるフランス料理などと比較することで、また、理解度を高めて行きましょう。
他にも、教えて欲しいことがありましたら、なんでも聞いてください。好奇心が豊富で自立心がある学生に向いてる授業
です。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］
国際化の進展と共に日本の生活と文化に多大な影響を与えた西欧を理解することにより、国際感覚のレンジを広げます。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．イギリスの生活と文化�
２．イギリスの生活と文化�
３．イギリスの生活と文化�
４．フランスの生活と文化�
５．フランスの生活と文化�
６．フランスの生活と文化�
７．ドイツの生活と文化�
８．ドイツの生活と文化�
９．ドイツの生活と文化�
１０．イタリアの生活と文化�
１１．イタリアの生活と文化�
１２．イタリアの生活と文化�
１３．西欧の生活と文化・解説�
１４．西欧の生活と文化・解説�
１５．総復習
試験

［準備学習］

通学の電車やバスの中で事前に教科書を読むとより理解しやすくなります。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

『地球の歩き方・ヨーロッパ』ダイヤモンド社 出席：４０％
提出物（レポートなど）、試験、授業参加：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

法学 （ 講義・演習・実習 ） 横手 逸男
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３，４年次・前期，後期 選択
［授業の目的・ねらい］

憲法、民法及び行政法の基礎的知識を学ばせるとともに、私たちの生活のどのような場面で法との密接
なかかわりがあるのかを、具体的な事例を取り上げながら講義し、法の役割や作用を理解させる。
［授業全体の内容の概要］

憲法の基本原理と基本的人権を理解させることを基礎とし、社会の様々なきまり、法の目的・法の種類、
裁判制度等を概観したうえで家庭生活と法、生活被害や事故と法、犯罪と法、社会保障・社会福祉と法等
について具体的事例をまじえながら考察していく。
授業展開においては、社会福祉士に必要な内容についてふれることに配慮する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

社会の一市民として、日常生活を送るに際し必要な憲法及び法律の基礎知識を、具体的な事件・判例、
論争の検討により、正しく認識させる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．講義の概要、法の概念と特色（民法・行政法の基本）
２．憲法の基本原理と基本的人権
３．法の下の平等�不合理な差別 法の下の平等、尊属殺人重罰規定違憲判決
４．法の下の平等�性別による差別 女子差別撤廃条約、男女雇用機会均等法
５．人身の自由（犯罪と法、罪刑法定主義、犯罪・刑罰、受刑者の処遇）
６．生存権保障（社会権規定、生活保護法、人間らしい生活とは）
７．社会保障と法（高齢化社会と社会保障、介護保険法）
８．権利擁護の制度（権利擁護の考え方、成年後見制度の知識）
９．家族生活と法（結婚・離婚に関する民法の規定・親権）
１０．社会生活と法�交通事故を事例に（交通事故と損害賠償、加害者の責任）
１１．社会生活と法�麻薬・覚醒剤（麻薬・覚醒剤、薬害、薬事犯の処罰規定）
１２．社会生活と法�ネズミ講・マルチ商法

（悪徳商法の種類、訪問販売等に関する法律、クーリング・オフ制度）
１３．環境破壊をめぐる裁判（環境権、被害者の救済、公害・環境裁判）
１４．裁判制度、民事事件・刑事事件（法と強制力、法源、民事事件・刑事事件の進行）
１５．わが国の政治制度（三権分立、国会と内閣、議員内閣制）
授業到達目標達成度判定の筆記試験

［準備学習］

毎回の授業の終りには、次回の授業予定とテキストの範囲を述べます。テキストの該当ページはあらか
じめ一読して授業に臨んで下さい。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

『新版第３版 社会福祉士養成講座�法学』
中央法規出版

［参考文献］

「新六法」三省堂 ２０１１年度版

（試験やレポートの評価基準など）
出席・小テスト ３０％
期末テスト ７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

国際政治と日本 （ 講義・演習・実習 ） 福田 健一
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］
国際社会の進行とともに日本人も国際理解を深める必要性が高まっている。ここでは単に教科書の内容

を教えるのではなく、国際関係の中で存在する具体的の問題の解決方法も考えさせる。そして、国際人と
しての教養と理念を確立するためにも、国際社会の様々な問題を学生自身で自分で物事考えることができ
るようにする。最終的には、マナーを備え、教養があり、理念を持ち、自立した国際社会に通用する真の
国際人なることを目指す。
［授業全体の内容の概要］
教師による一方向的な授業ではなく、授業への学生の積極的参加をさせる。その参加の割合を評価に加

える。また、理解を深めるために、ビデオなどを使用し、ビジアル面でも理解を確認させる。また、国際
関係の理論だけではなく、ディベートを取り入れる。自分の考えを多様な視点で冷静に、かつユーモアを
持って話せるようにする。授業は、アメリカの大学のように学生の自主的参加を歓迎にしている。これは
授業に変化を持たせ、モティベーションを持続させるためである。その結果、学生の満足度の高い、実践
的な授業ができるようにする。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］
日本だけではなく、国際社会で通用するような国際人になることを目標とする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．国際社会とは何か
２．日本と国際社会
３．国際政治の理論１
４．国際政治の理論２
５．ナショナリズム
６．地域紛争と民族紛争
７．国際連合の歴史
８．国連の平和維持活動
９．冷戦の歴史
１０．軍縮
１１．日本外交
１２．国際政治の理論３
１３．国際政治の理論４
１４．国際政治の理論５
１５．後期の総復習
試験

［準備学習］

通学の電車やバスの中で事前に教科書を読むと理解しやすくなる。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

『外交青書』外務省編など

（参考書）
理解の度合により、プリントを配布する。

出席：４０％
提出物（レポートなど）、試験、授業参加：６０％

［履修者へのメッセージ］

レッツビキン�ともかく始めよう

文
化
と
社
会

26



授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

経済学入門 （ 講義・演習・実習 ） 中村 泰治
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

１．経済と経済学の歴史を知ること。
２．経済の基本原理を理解すること。
３．政府の経済的役割を理解すること。

［授業全体の内容の概要］

私たちの生活している経済システム（市場経済）を歴史と理論の両面から論じるとともに、現代におい
てますます重要性を増している政府の経済的役割について説明する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

基本的な経済の仕組みと政府の役割を知ることによって、将来どのような職種に就くにせよ、自分や政
府の行う経済活動の社会的な意味や意義を理解できるようにする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．経済と経済システム
２．市場経済の特徴
３．世界市場の成立
４．産業革命と企業活動
５．企業の目標と形態
６．政府の基本的役割
７．市場と価格
８．資本と生産
９．労働市場と家計
１０．競争の意義
１１．金融の原理
１２．財政の仕組み
１３．経済政策�
１４．経済政策�
１５．まとめ
試験

［準備学習］

テキストは使用しないが、基本的な入門書なら何でも参考文献になり得るので、いくつか読んでみると
よい。また、経済や財政に関するニュースに関心をもって見聞きすることも有益な事前学習となる。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

テキストは使用しない。参考文献として伊藤元重『は
じめての経済学』（日経新聞出版社）をあげておく。

出席：２０％
試験：８０％
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人間総合科目

（科学と環境）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

生活の科学 （ 講義・演習・実習 ） 仙波 洋史
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

現代社会を支える高度テクノロジーの基盤である自然科学の基本的な考え方を理解し、科学的な思考方
法を学び、２１世紀に生きる現代人の知恵と技術を習得する。

［授業全体の内容の概要］

日常生活に入り込んでいる科学・技術の基本を、生活の中にある例を豊富に盛り込み、図や映像等を活
用して、やさしく解説する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

日常的な自然現象に対する古典的な物理法則にもとづく考え方を理解する。光の理解を深め、現代物理
学にもとづく原子の基本的な考え方を理解する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．授業内容の説明
２．自然の広がり
３．力学現象�
４．力学現象�
５．力学現象�
６．熱の科学
７．波の現象�
８．波の現象�
９．波の現象�
１０．電磁気現象�
１１．電磁気現象�
１２．電磁気現象�
１３．微視的世界の現象�
１４．微視的世界の現象�
１５．微視的世界の現象�
試験

［準備学習］

生活の中に見られる事象で、科学的に解明できているものを、個条書きで書き出してみよ。また、解明
できていないと思われるものがあれば、書き出してみよ。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
『生活の中の物理』藤城敏幸著、東京教学社

出席＋課題：４０％（２０％＋２０％程度）
ミニテスト＋期末試験：６０％（２０％＋４０％程度）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

宇宙と生命 （ 講義・演習・実習 ） 仙波 洋史
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

現代科学の成立過程と成果に基づいて、現代の宇宙観と生命観について概観し、やさしく解説する。広
大な宇宙を理解しようとする人間の営みと、人間存在そのものに思いを巡らし、広大な宇宙に生命を持つ
意義について深く考えてほしい。
［授業全体の内容の概要］

人間が宇宙をどう見ていたのか、観測手段が発達するにつれて宇宙の理解がどう変わってきたのか、２０
世紀の物理学の発達によって、宇宙観がどう変化したのか、生命とは何か、人間の生命観はどのように変
遷し、現在どのような生命観となっているのか、などについて学ぶ。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

現代の科学の状況を理解すると共に、宇宙の構造、生命の神秘について、現代科学による理解の到達点、
未解決問題までを概略理解できることを到達目標とする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ガイダンス
２．宇宙への誘い
３．古代の宇宙観とその変化
４．天動説から地動説へ
５．銀河の発見
６．宇宙は膨張している
７．相対性理論と膨張宇宙論
８．星の一生
９．電波天文学の発展
１０．宇宙の誕生と進化
１１．宇宙の中の生命
１２．地球外生命探査
１３．生命と遺伝
１４．遺伝子・DNAの解明
１５．宇宙と生命の神秘
試験

［準備学習］

「宇宙」とは自分にとってどのようなものか、また「生命」とはいったい何かについて、自分なりに考
察し、まとめてみること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）テキストは指定しない。
（参考書）
レイザー著『宇宙～人間は宇宙をどう考えてきたか～』

東京科学同人
アーヴィン・ラズロ著『英知の海宇宙』日本教文社
福岡伸一著『生物と無生物の間』講談社現代新書 など

出席：３０％
ミニテスト＋期末試験：７０％（２０％＋５０％程度）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

バリアフリー論 （ 講義・演習・実習 ） 寺島 彰
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

国際障害者年以降、我が国のバリアフリーは、徐々に充実してきており、それにともない、障害者の社
会参加がすすんできた。バリアフリーは、障害者の社会参加にとって非常に重要であり、その概念、歴史、
種類、個別的な内容など、バリアフリー全体について広く理解することを目的にする。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

・障害者にとってのバリアフリーの意味を述べることができる。
・バリアフリーの歴史を知っている。
・各領域のバリアフリーの課題を明らかにできる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．バリアフリーの概念�
２．バリアフリーの概念�
３．建築物のバリアフリー�
４．建築物のバリアフリー�
５．建築物のバリアフリー�
６．公共交通機関のバリアフリー�
７．公共交通機関のバリアフリー�
８．情報のバリアフリー�
９．情報のバリアフリー�
１０．情報のバリアフリー�
１１．機器のバリアフリー�
１２．機器のバリアフリー�
１３．バリアフリー観光
１４．心のバリアフリー
１５．まとめ
試験

［準備学習］

日頃から新聞やインターネットなどから情報を得て、問題意識をもって授業に出席することが望ましい。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

授業中に紹介 試験：８０％
出席：１０％
授業態度：１０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

生活環境論 （ 講義・演習・実習 ） 永冨 聡
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３，４年次・前期，後期 選択
［授業の目的・ねらい］

身近な生活が地球規模にまで影響を与えうる環境問題についての基礎的な認識を深め、各問題について
の自分の認識を人に伝えられるようにする。

［授業全体の内容の概要］

環境問題の基礎的な知識を習得し、その認識を深めるとともに、各問題について考察する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

環境問題の基礎的な認識を理解したうえで、生活との関わりの上での解決方法について自分なりの意見
を述べることができることを期待する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．環境問題とは？
２．地球とわが国の環境
３．人間活動と環境への影響
４．環境対策と経済
５．地球温暖化問題�
６．地球温暖化問題�
７．地球環境、大気環境の保全
８．水環境、土壌環境等の保全
９．循環型社会の形成�
１０．循環型社会の形成�
１１．化学物質の環境リスク
１２．生物多様性の保全
１３．環境保全活動
１４．経済のグリーン化
１５．今後の展望・総括
試験

［準備学習］

講義時に基本的には次回講義に用いるプリントを配布するため、予習として関連するテキストの箇所を
一読しておく。
その他、日頃から環境問題に関する新聞記事に目を通しておくこと（レポート課題となる）。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

「環境・循環型社会・生物多様性白書」（環境省編）
前期は平成２２年版、後期は平成２３年版を使用

（試験やレポートの評価基準など）
出席：２０％
レポート（２回）：２０％
期末試験：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

現代居住環境論 （ 講義・演習・実習 ） 石渡 瑞枝
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

私たちの日常生活を取り巻く居住環境について考える。身近な居住環境を構成する様々な要素を把握し、
居住環境整備の重要性を理解する。さらに、ハード・ソフトの両側面から現代の居住環境をより快適にす
るために必要な基礎的知識を身に付ける。それによって、様々な状況下で生活を営む人の立場に立った安
心できる居住環境を提案する視点を身に付ける。
［授業全体の内容の概要］

快適な日常生活は、物理的側面・精神的側面などの充足に左右される。私たちの生活は、居住環境と密
接に関わりながら展開している。授業では「ひと」と「もの」との有機的な関わりによって構成される居
住環境について、高齢社会に着目して考察する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

「福祉と居住環境」について基本的事項を理解し、福祉に携わる者としての居住環境整備の基本的視点
を身に付ける。特に、高齢社会における居住環境の今後の在り方をより向上させるための基礎的知識を身
に付ける。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．住居の役割と機能
２．日本の住宅の問題点
３．高齢者の心身特性
４．平面図から読み解く自宅のバリアフリー度
５．自宅の改善プランの提案
６．バリアフリー環境整備の実践 その１：改善の手順
７．バリアフリー環境整備の実践 その２：整備方法
８．バリアフリー環境整備の実践 その３：自宅の寸法測定
９．福祉機器の種類と導入の仕方
１０．事例紹介
１１．公共施設のバリアフリー整備 その１：方法論
１２．公共施設のバリアフリー整備 その２：調査結果の検証
１３．道路・交通機関のバリアフリー整備 その１：方法論
１４．道路・交通機関のバリアフリー整備 その２：調査結果の検証
１５．まとめ
試験・レポート
＊受講人数に応じて実施する課題等を検討し、グループワークなどを行います。

［準備学習］
日常生活上の身近な問題、特にバリアフリーに関する問題に興味・関心を持ち、それらについて考える

機会を設ける。自宅・大学構内・通学に利用する交通機関・日常生活施設などについて、利用時に不便に
思うことはないか、使いにくそうにしている人はいないか、なぜそれらの不便・不都合が生じているのか、
観察・考察を行う。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
『福祉住環境コーディネーター検定試験３級公式テ
キスト』東京商工会議所編集

（試験やレポートの評価基準など）
出席：１５％
課題提出：１５％
期末テスト：７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

統計処理入門 （ 講義・演習・実習 ） 仙波 洋史
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

数値化されたデータはどのように扱うことができるのか、扱った結果からどのようなことが言えるのか、
統計の手法にはどのようなものがあるのか、など統計処理の基本を、実際のさまざまなデータを扱いなが
ら理解し、統計を正しく活用できる能力を養う。
［授業全体の内容の概要］

データの整理の仕方、データの示す代表値、分布や相関の見方などの標準的な統計的手法について学び、
さらにサンプリングから母集団の推定、さらに仮説と検定までを学ぶ。表計算ソフトを適宜利用し、多数
の例題で実際に処理を行い、理解を深めるとともに実践力をつける。計算ソフトについては、初心者を想
定して初歩から教える。ただし、積極的に学ぼうという姿勢は必要である。
［授業終了時の達成課題（到達目標）］

一般的な初等統計的手法をほぼ使え、実際の様々なデータに対して適切な処理と判断ができることを目
標とする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ガイダンス・統計とは
２．データの種類と扱い方
３．データの出現頻度と分布
４．代表値
５．加重平均
６．分布の広がりと偏差
７．散布図と相関分析
８．回帰分析
９．順位相関
１０．母集団とサンプリング
１１．平均値の推定
１２．区間推定
１３．仮説の検定
１４．各種の手法�
１５．各種の手法�
試験

［準備学習］

高等学校で統計を学んだことのある者は、復習しておくこと。学んだことのない者は、初等統計に関す
る書籍・参考書等を探して、目を通しておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
指定しない。
（参考書）
オーソドックスなものとしては、ホーエル著『初等
統計学』培風館など

出席：３０％
ミニテスト＋期末試験：７０％（２０％＋５０％程度）
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人間総合科目

（情報）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

情報基礎論� （ 講義・演習・実習 ） 仙波洋史・米岡学・楠本眞司
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １年次・前期 必修
［授業の目的・ねらい］

コンピュータの操作、キーボードの操作等が支障なく行え、インターネットの利用、ワープロによる文
書作成に習熟すること。また、ホームページの作成による情報発信能力を養うことを目的とする。
［授業全体の内容の概要］

前半は、基礎的な情報技術を演習し、これらを利用して問題解決や調査報告が能率よく行えるように、
ヒューマンインタフェースの活用能力、ワードプロセッサによる高速の文書処理能力、メールやWWW
を介したインターネットの活用による調査能力、報告書をまとめ上げて表現できる能力を養う。平行して、
マルチタースクによるコンピュータ活用技術を修得する。後半はホームページの仕組みを理解しながら基
礎的なホームページの作成技術を体得し、さらに作成ソフトによって高度な表現法を習得し自ら情報発信
が行える能力を身につける。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

キーボードを見ずにパソコンを操作できること。ウィンドウズを一定レベルで使いこなせること。ワー
プロによる文書作成ができること。ホームページを作成し、情報発信できること。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ウィンドウズ操作とインターネットの利用１
２．ウィンドウズ操作とインターネットの利用２
３．ウィンドウズ操作とインターネットの利用３
４．ワープロ１ 基本操作
５．ワープロ２ 文書作成１
６．ワープロ３ 各種装飾等
７．ワープロ４ 文書作成２
８．ワープロ５ 表・図形等
９．ワープロ６ 文書作成３
１０．ホームページ作成１ HTML

１１．ホームページ作成２ タグ
１２．ホームページ作成３ 画像処理（CG）
１３．ホームページ作成４ ジェネレータの利用１
１４．ホームページ作成５ ジェネレータの利用２
１５．課題提出
試験・レポート等

［準備学習］

タイプ入力練習を十分しておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
開講時に指示する。テキストは必携である。
「Windows Vistaと情報活用」前田功雄 他著 共
立出版（米岡担当分）
（参考書）
井田正道他編『情報リテラシテキスト』培風館

出席＋課題：４０％（２０％＋２０％程度）
ミニテスト＋期末試験：６０％（２０％＋４０％程度）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

情報基礎論� （ 講義・演習・実習 ） 仙波洋史・米岡学・楠本眞司
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １年次・後期 必修
［授業の目的・ねらい］

問題解決能力とプレゼンテーション能力を養成する事を目的とし、実際に表計算、プレゼンテーション
の基本を習得する。
［授業全体の内容の概要］

前半には、基礎的かつ重要なコンピュータ活用能力の一つであるデータ処理の演習を、表計算ソフトを
用いて行う。表計算ソフトに習熟し、論理性を鍛えるなかで問題の解決能力を高め、デスクワークを効率
よく行なえるための分析能力やハイレベルのデータ処理能力を修得する。後半には、解決すべき問題を設
定し、問題解決の手法を学びながら情報収集と分析を行い、問題解決に取り組む。これらを題材に、パワ
ーポイントを利用してコンピュータプレゼンテーション能力も養う。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

表計算ソフトの基礎を習得していること。プレゼンテーション用の資料が作成でき、実際に発表ができ
ること。問題解決のための基礎的手法を理解していること。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．高速入力演習、インターネットの利用
２．表計算１ 基本操作
３．表計算２ データ入力と計算
４．表計算３ 関数
５．表計算４ データ分析
６．表計算５ グラフ
７．表計算６ 集計
８．表計算７ データベース
９．表計算８ 表計算総合演習
１０．コンピュータプレゼンテーション１ 操作
１１．コンピュータプレゼンテーション２ 資料作成１
１２．コンピュータプレゼンテーション３ 資料作成２
１３．コンピュータプレゼンテーション４ 発表１
１４．コンピュータプレゼンテーション５ 発表２
１５．課題提出
試験・レポート等

［準備学習］

タイプ練習を十分しておくこと。「情報基礎論�」の内容を復習しておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
開講時に指示する。テキストは必携である。
「Windows Vistaと情報活用」前田功雄 他著 共
立出版（米岡担当分）
（参考書）
井田正道他編『情報リテラシテキスト』培風館

出席：２０％
プレゼンテーション：２０％
ミニテスト＋期末試験：６０％（２０％＋４０％程度）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

情報処理概論 （ 講義・演習・実習 ） 米岡 学
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

現代は情報社会であり、その中で生きる私達がより快適な暮らしができるように PC（パーソナルコン
ピュータ）や ICT（情報通信技術）のハードウェア、ソフトウェア、ネットワークに関する基本技術や知
識を修得する。そして「情報活用検定（J検）」２級程度の資格取得を目指す。授業全体では、前半は主
に PCや ICTの技術面を学ぶ。後半はその技術の社会における運用面を学ぶ。これらより、情報社会の光
と影の部分を理解し、健全に情報を取り扱い、情報活用するにはどのようにすれば良いかを学ぶ。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

PCや ICTの基本技術や知識を身につけ、私達が情報社会をより良く生きるための情報活用能力を身に
つける。その成果として、J検２級の資格取得を目標とする。また、「ITパスポート試験」の資格取得も
できるよう指導する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ガイダンス
２．情報の基礎�
３．情報の基礎�
４．パソコンの基礎�
５．パソコンの基礎�
６．パソコンの基礎�
７．情報の基礎�
８．インターネット�
９．インターネット�
１０．インターネット�
１１．情報社会とコンピュータ�
１２．情報社会とコンピュータ�
１３．情報モラルと情報セキュリティ�
１４．情報モラルと情報セキュリティ�
１５．総括
試験

［準備学習］

毎回授業終了時に、次回の授業で行う講義範囲を言うので、教科書を読んで予習してくること。また、
授業で配布した課題プリントは、次回の授業までに作成して提出すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

財団法人専修学校教育振興会監修「情報検定 情報
活用試験２級テキスト」実教出版
（参考書）
財団法人専修学校教育振興会監修「情報検定 情報
活用試験２級 問題集」実教出版

出席：２０％
提出物：５０％
試験・最終レポート：３０％

情
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

情報システム論 （ 講義・演習・実習 ） 仙波 洋史
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

インターネットを含めて、我々を取り巻いているシステム化された情報環境について、コンピュータ・
システム、情報処理システム、情報ネットワーク・システム等の切り口から分析し、情報システムを理解
する。
［授業全体の内容の概要］

コンピュータ・システム、情報処理システム、情報ネットワークシステム等の構造、発達の歴史、最新
の技術と利用の方法、情報システムの管理、システムのセキュリティと問題点などを学ぶ。さらに、現在
発展しつつある情報技術とその社会における情報システムとしての発展形態について、また社会で活用さ
れているコンピュータやコンピュータ・ネットワークを利用した様々な情報システムについても学ぶ。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

情報システムの構造等を用語を含めて理解し、情報社会に適応できるようにする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ガイダンス
２．人間と情報
３．アナログからデジタルへ
４．デジタル技術
５．システム概念
６．システム管理
７．コンピュータという情報システム
８．ハードウェア・ソフトウェア
９．情報処理システム
１０．ネットワーク型情報システム
１１．情報システムとしてのインターネット
１２．ネットワークの管理
１３．情報システムと情報管理
１４．情報管理の手法
１５．情報管理と意思決定
試験

［準備学習］

「情報基礎論�、�」の内容を復習しておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）開講時に指示する。
（参考書）
猪平進他著『インターネット時代の情報管理概論』

共立出版
井田正道他編『情報リテラシテキスト』培風館 など

出席：３０％
ミニテスト＋期末試験：７０％（２０％＋５０％程度）
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人間総合科目

（健康とスポーツ）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

スポーツ実技A （ 講義・演習・実習 ） 植屋 悦男・槇野 陽介
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 １年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

スポーツ実技 Aは、健康教育に基づく身体づくりの実践という立場で授業を展開し、学生自身にとっ
ては手軽に出来るスポーツ種目の中から得られる喜び、指導法を体得し、他方では、福祉従事者として実
践的な観点から障害者や高齢者の親しんでいるスポーツ種目も体験させる。
※［この講義は、�日本レクリエーション協会公認レクリエーション・インストラクター資格、�日本障
害者スポーツ協会公認障害者スポーツ指導者初級スポーツ指導員資格の取得講座科目でもある］

［授業全体の内容の概要］

運動種目には、個人競技、集団競技を用い、これら競技の持つ様々な特性を重視しながら指導を展開す
る。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

福祉従事者として実用的な観点から、障害者や高齢者の親しんでいるスポーツの多くを学ばせ、スポー
ツ活動から得られる喜びや楽しさを体得させる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．授業を行うに当たっての心構えと健康度調査
２．運動開始に当たっての身体の手入れ

（ストレッチングの指導）
３．体力測定の実施（筋力、敏捷性、平衡性）
４．体力測定の実施（柔軟性、全身持久性）と評価
５．運動器具を用いないで行う健康・体力づくり運動の実際
６．運動器具を用いないで行う健康・体力づくり運動の実際
７．健康・体力を保持増進させるための健康づくり運動の実際
８．障害者スポーツ種目の体験と実際�
９．障害者スポーツ種目の体験と実際�
１０．高齢者スポーツ種目の体験と実際�
１１．高齢者スポーツ種目の体験と実際�
１２．生涯スポーツ種目の体験と実際
１３．団体競技の体験と実際：基礎練習
１４．団体競技の体験と実際：対抗試合
１５．団体競技の体験と実際：対抗試合
総括と総合評価

※用いる運動種目
（複数選択）

楽しいコミュニケ
ーションゲーム
ストレッチング
手軽にできる楽し
いエアロビクス
ミニサッカー
ターゲットバー
ド・ゴルフ
ソフトバレー
その他

［準備学習］

この授業は、青年期の仕上げとしての身体づくり教育の一環として行われる。その為、授業に望むに当
たっては、夜更かしなどは行わず、また、スポーツがスムーズに実施できるように体調管理には充分に気
を付けて授業に望むこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）随時資料を配布
（参考書）
「やさしいレクリエーション実践」

日本レクリエーション協会編
「ニュースポーツ百科」大修館書店

（試験やレポートの評価基準など）
出席 ２０％
レポート・アンケート調査 ２０％
授業態度 １０％
試験 ５０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

スポーツ実技B（スキー） （ 講義・演習・実習 ） 植屋 悦男・山形 高司
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

集中授業 ３０時間・１単位 １年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］
スキー・スノーボードは子どもから高齢者まで生涯を通して楽しむ事が出来るスポーツである。他方で、

障がい者に対しても障がい者が利用可能な用具が開発されており、スキーが生活の質を高める活動の一つ
となるなど、スキーは福祉とも深い関わりが見られる。この授業では、先ず自らがスキー・スノーボード
の魅力を感じ、技術の向上などの経験を通して、指導者として子どもから高齢者・障がい者まで幅広い対
象に対し、スノースポーツの指導や支援が出来るよう体験させる。
［授業全体の内容の概要］
大自然の中でスキーやスノーボードの楽しさを味わい、指導者としての知識や技術を習得する為に安全

面や技術面などを理論と実践から学ばせる。また、個々の技術レベルに合わせて授業を展開することで、
滑降技術レベルを高めさせる。さらに、集団生活を通して相互の人間関係をより高めさせる。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］
安全にスキー・スノーボードを楽しむ方法を知り、滑降技術の上達方法ならびにスキーを通した福祉の

関わりについて理解させる。併せて、指導者としての基本的知識や技術を習得させ、スキーが健康や体力、
仲間づくりに及ぼす影響についても理解させる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．スノースポーツとは
２．スノースポーツの魅力
３．用具・装備について
４．野外活動環境について
５．スキーの安全知識�理論
６．スキーの安全知識�実践
７．障がい児（者）スキーの現状と理解（理論）
８．スキー技術（理論）
９・スキー技術（実技）
１０．スノーボード技術（理論）
１１．スノーボード技術（実技）
１２．指導方法論�指導者のあり方
１３．指導方法論�指導技術
１４．福祉とスノースポーツの関わり
１５．スノースポーツを通したコミュニケーション
総括と総合評価

［準備学習］

スノースポーツは安全に楽しむ事が重要なスポーツである。そのため、活動現場の環境やルール、基本
的滑降技術などを事前に調べておくことが求められる。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

必要に応じて、資料を配布する。 出席：３０％
レポート・アンケート：３０％
試験：４０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

キャンプ実習 （ 講義・演習・実習 ） 植屋悦男・山形高司・槇野陽介・松岡綾葉
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 １，２年次・８月 選択
［授業の目的・ねらい］

福祉系の大学で本格的な福祉教育キャンプを実施している大学は少ない。友達がいない、友達がつくれ
ない、人間関係ができない、引きこもりがちであるなどの原因は、子どもの頃からの自然での生活体験の
不足が挙げられている。学生生活を充実させるためには自分の心と身体を逞しくすることが大切である。
先ず、自分が自然での生活体験を学びながら、他方で、障害児（者）や高齢者に対する野外での生活援助技
術技法を学ばせる。
※［この講義は、�日本キャンプ協会公認の指導者キャンプ・インストラクターの資格取得講座でもある］
［授業全体の内容の概要］

キャンプの基礎知識、キャンプ生活技術、野外クラフト、野外でのロープの使い方、野外料理、キャン
プ・ファイヤー指導法、障害児（者）や高齢者に対するキャンプ指導技術、ロールプレイ、カウンセリング
技法など、野外活動（キャンプ）指導者としての知識、技術を習得させる。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

大自然の中での多様な生活体験は、現代社会の人間にとって極めて大切である。テント設営法、野外料
理、野外での生活体験学習などの指導技術を学ばせ、福祉教育キャンプの指導者として児童施設、障害児
（者）施設、高齢者施設などにおいて、野外活動、及びキャンプの指導計画ができるようにさせる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

※キャンプ実習は、
左記１～１５の内
容を３泊４日の
集中講義で、野
外キャンプ場で
行う

１．キャンプの基礎知識（理論）
２．キャンプ生活技術論（理論）
３．キャンプ指導者論（理論）：指導者のあり方
４．キャンプ指導者論（理論）：指導者の役割、安全指導
５．野外での調理と炊飯（実技）
６．野外での調理と炊飯（実技）
７．野外クラフト（実技）：身体を飾るクラフト・壁飾り
８．ロープ・ワーク（実技）：野外でのロープ・ワークの使い方
９．キャンプ・プログラムの体験：野外レクリエーション（実技・理論）�
１０．キャンプ・プログラムの体験：野外レクリエーション（実技・理論）�
１１．キャンプ・プログラムの体験：野外レクリエーション（実技・理論）�
１２．キャンプ・ファイヤーの準備（実技）
１３．キャンプ・ファイヤーの実際（実技）
１４．キャンプ・プログラムの計画法
１５．キャンプカウンセリング、ロールプレイ技法
キャンプ実習の総括と、研究課題

［準備学習］

キャンプ実習は、福祉従事者としての人材育成を目的として野外での生活体験を行う。集団生活を行う
為、参加に当たっては、なるべく多くの人とコミュニケーションが取れるように友だち関係を良好にして
おくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
資料を配布

（参考書）
「キャンプ専門科目テキスト」日本キャンプ協会編

（試験やレポートの評価基準など）
出席 ３０％
レポート・アンケート調査 １０％
授業態度 １０％
試験 ５０％

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ

47



人間総合科目
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

レクリエーション実技 （ 講義・演習・実習 ） 植屋 悦男・槇野 陽介
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 １年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

レクリエーション援助を実践する際の基本的な考え方に従い、援助に必要な対人援助の技術やレクリエ
ーション固有の援助技術などを学ばせ、障害児（者）や高齢者に楽しいレクリエーション援助技術が提供で
きるように学ばせる。
※［この講義は�日本レクリエーション協会公認資格、レクリエーション・インストラクターの取得講座
を兼ねている］

［授業全体の内容の概要］

レクリエーション活動の援助計画に基づき、障害者、高齢者のスポーツ・レクリエーションの実践活動
を積極的に展開させる。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

レクリエーション活動の実践援助能力を習得させ、障害児（者）施設や高齢者施設で楽しくレクリエーシ
ョン援助ができるようプログラムを遂行させる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．コミュニケーション・ワーク�：ホスピタリティ・トレーニング
２．１）共感のアクション、話す要領、表情トレーニング
３．２）ノンバーバルコミュニケーショントレーニング
４．３）自己表現トレーニング、交流分析など
５．コミュニケーション・ワーク�：アイスブレーキングの技法
６．１）アイスブレーキングの素材の体験
７．２）初めて会った人たちが知り合っていくプロセスを体験
８．３）アイスブルーキングプログラムを体験し、進め方や構成を学ぶ
９．福祉レクを意識した活動
１０．１）障害者を対象にしたレク活動・種目を学ぶ
１１．２）高齢者を対象にしたレク活動・種目を学ぶ�
１２．３）高齢者を対象にしたレク活動・種目を学ぶ�
１３．４）切り絵�
１４．５）切り絵�
１５．芸術・文化・学習活動に関係した種目の体験
まとめ、総合評価

［準備学習］

この授業は、障害者や高齢者に楽しいレクリエーション技術を提供できるようにする科目である。その
為には、日頃より障害者や高齢者の心や身体的な側面を理解しておく必要がある。授業の配布資料以外に
も図書館などを利用して情報を得ておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
授業に合わせ資料を配布
（参考書）
「やさしいレクリエーション実践」

日本レクリエーション協会編

（試験やレポートの評価基準など）
出席 ２０％
レポート・アンケート調査 １０％
授業態度 １０％
実技・技能 ２０％
試験 ４０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

スポーツ・レクリエーション論 （ 講義・演習・実習 ） 植屋 悦男・松岡 綾葉
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

スポーツ・レクリエーション活動の基礎的理解を深めた上で、社会福祉の場における障害児（者）・高
齢者のスポーツ・レクリエーション指導のあり方、展開法を学ばせる。
※［この講義は、レクリエーション・インストラクター、障害者スポーツ指導者初級指導員の資格取得の
講座科目でもある］

［授業全体の内容の概要］

スポーツ・レクリエーションは多くの人が楽しさを味わい、社会参加のための健康・体力づくりを求め
ている。スポーツ・レクリエーションの理解を深めたい。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

スポーツ・レクリエーションのもつ健康・体力、明朗、ゆとり、やる気、仲間づくりなどの効用を理解
させる。同時に、障害児（者）・高齢者のスポーツ・レクリエーション指導能力を高めさせる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．スポーツ・レクリエーションの本質
２．スポーツ・レクリエーションの指導者育成法
３．スポーツ・レクリエーションの精神的、社会的意義
４．障害児（者）とスポーツの歴史と現状
５．障害児（者）とスポーツ・レクリエーション
６．高齢者とスポーツ・レクリエーション
７．生涯スポーツ（ニュースポーツ）関連の活動種目と指導技術演習�
８．生涯スポーツ（ニュースポーツ）関連の活動種目と指導技術演習�
９．生涯スポーツ（ニュースポーツ）関連の活動種目と指導技術演習�
１０．生涯スポーツ（ニュースポーツ）関連の活動種目と指導技術演習�
１１．生涯スポーツ（ニュースポーツ）関連の活動種目と指導技術演習�
１２．生涯スポーツ（ニュースポーツ）関連の活動種目と指導技術演習�
１３．スポーツ・レクリエーション事故の実態と基本的予防対策
１４．みんなが楽しめるスポーツ・レクリエーションの評価法と企画�
１５．みんなが楽しめるスポーツ・レクリエーションの評価法と企画�
試験

［準備学習］

この授業では、社会福祉の場における障害者や高齢者に対し、スポーツ・レクリエーションの指導法や
展開法を学ばせる。その為、障害者や高齢者のスポーツにはどのような種目があるのか、また、ルールは
どのようになっているのかを事前に調べておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）・随時資料を配布
（参考書）
・『やさしいレクリエーション実践』

日本レクリエーション協会編
・『ニュースポーツ百科』大修館書店

（試験やレポートの評価基準など）
出席 ２０％
レポート・アンケート調査 １０％
授業態度 １０％
試験 ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

レクリエーション活動援助法 （ 講義・演習・実習 ） 植屋 悦男
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 ３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

レクリエーション活動援助法の社会的意義について、基礎的理解を踏まえた上で社会福祉の場における
レクリエーション援助のあり方、援助技術について学ばせる。
［※この講義は�日本レクリエーション協会公認資格、レクリエーション・インストラクターの取得講座
の主要科目も兼ねている］
［授業全体の内容の概要］

福祉領域でのレクリエーション活動援助法の意義、レクリエーション活動援助計画の作成法、レクリエ
ーション活動援助法の実際とその評価について授業を展開する。特に障害者施設、高齢者施設でのレクリ
エーション活動援助法については事例を挙げて詳しく指導する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

社会福祉の場におけるレクリエーション活動援助法の意義・あり方を理解させ、レクリエーション活動
援助の計画・作成法を学ばせ、レクリエーション活動援助法の実践的援助能力を修得させる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．現代社会におけるレクリエーション活動援助法の意義
２．レクリエーション活動援助法の概念
３．遊びの意義とレクリエーション活動援助法
４．心身の健康とレクリエーション活動援助法
５．社会福祉とレクリエーション活動援助法
６．レクリエーション活動に基づく援助事例の紹介�
７．レクリエーション活動に基づく援助事例の紹介�
８．障害児（者）向けのレクリエーション活動と援助法�
９．障害児（者）向けのレクリエーション活動と援助法�
１０．高齢者向けのレクリエーション活動と援助法�
１１．高齢者向けのレクリエーション活動と援助法�
１２．レクリエーション活動援助の計画と作成法
１３．アセスメントに基づくレクリエーション活動援助の模擬体験�
１４．アセスメントに基づくレクリエーション活動援助の模擬体験�
１５．レクリエーション活動援助法のまとめ
試験

［準備学習］

レクリエーション活動援助法は、暖かい人間関係を築きながら、これに係わる人々が生きる喜びを感じ
ることを学び体験する。その為、受講に当たっては仲間と暖かい人間関係を築いたり、生きる喜びを感じ
たりすることはどういうことかを事前に学習しておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）授業に合わせ資料を配布
（参考書）
『やさしいレクリエーション実践』

日本レクリエーション協会編
必要に応じ、別途指示

（試験やレポートの評価基準など）
出席 ２０％
レポート・アンケート調査 １０％
授業態度 １０％
試験 ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

レクリエーション現場実習 （ 講義・演習・実習 ） 植屋 悦男
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 ３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

レクリエーション現場実習は、財団法人日本レクリエーション協会の公認資格レクリエーション・イン
ストラクターの資格取得のための講義科目の１つである。レクリエーションの現場実習では、理論と実技
の学習を踏まえ、現場（地域や職域）でそれがどのように活かされているのか、実際に現場に出て体験学
習を行う。
［授業全体の内容の概要］

地域・職域で行われるレクリエーション行事に参加し、現場実習を体験することで、レクリエーション
活動援助技法の実践能力を高める。レクリエーション現場実習は、１）事業参加、２）指導・運営スタッ
フ参加、３）活動実績の３つの領域から履修が行われる。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

レクリエーション現場実習では、行事・イベントへの参加を通じてレクリエーション指導者がどのよう
な活動を行っているのかを理解し、また、自らが行事・イベントの企画や実施方法を参加体験によってレ
クリエーション活動援助能力を高める。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

※学外の現場実習は、
通常土曜日・日曜日
に開催される。現場
実習は４回以上の参
加を得て評価される。

１．レクリエーション現場実習：事業参加の目的と実施形態
１）レクリエーションに関する行事・イベントの実施方法
２）都道府県、市区町村のレク協会の活動状況
３）レクリエーション指導者の行事・イベントなどでの
活躍状況

２．レクリエーション・インストラクターの役割りについて
３． ※授業（現場実習）は、学内と学外で行われる

※学外で行われる現場実習は指定されたレクリエーション事業でなければならない。
［学外の現場実習は、通常土曜日・日曜日に開催される］

※レクリエーション現場実習は、１）事業参加、２）指導・運営スタッフ参加、３）活
動実績の３つの領域から履修が行われている

※レクリエーション・インストラクターの資格取得のためには、現場実習に４回以上の
参加が必要となる

４．
５．
６．
７．
８．
９．
１０．

※指定されたレクリエーション事業
日本レク協会、都道府県レク協会、市町村レク協会の主催事業教育委員会などの行政や民間の
主催事業にレク協会が共催・後援した事業課程認定校の裁量で行うレクリエーション関連事業

１１．
１２．
１３．
１４．
１５．
まとめ（レポート提出）

［準備学習］

この授業は、地域や職域で行われている行事に参加し、レクリエーションがどのような形で人々に活用
されているのかを学び体験する科目である。その為、身近で行われているレクリエーション行事について
事前に調べ理解しておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
・授業に合わせ資料を配布
（参考書）
『やさしいレクリエーション実践』

日本レクリエーション協会編

（試験やレポートの評価基準など）
出席 ２０％
レポート・アンケート調査 １０％
授業態度 ２０％
試験 ５０％
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人間総合科目

（コミュニケーション）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

英語コミュニケーション� （ 講義・演習・実習 ） 福田 健一・高松 節子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 １年次・前期 必修
［授業の目的・ねらい］
国際化社会に対応するための英語力の強化を目的にする。その上で、福祉を専攻している学生に適した

英語の運用能力を高めることにする。従って、単に語学力の強化だけではなく英語文を構成するレトリッ
クや文化的背景も理解させる。また、その過程の中で英語の理論を具体的事例と共に確実に自分のものに
させることにする。特に、今後、福祉の現場で必要な英語でのコミュニケーションスキルも行う。また、
これらの達成度を高めるために先進的な教育を行っている米国大学の教材も参考にする。
［授業全体の内容の概要］
教師による一方向的な授業ではなく、授業への学生の積極的参加をさせる。特に、日本人はリスニング

が弱いので、それを克服するために理論に基づき授業を進める。具体的な会話文を示して実際に会話をさ
せる。教師は教室を回りながら学生全員の発音、文章構成などを確認する。さらに、英語の歌を歌いイン
トネーション、リズムの学習をしたり、映画などの台詞を使い、学生をそれぞれの役に当てはめて会話さ
せ、会話の進め方を学ばせる。これらは、学生の自主的参加を基本にし、授業に変化を持たせモティベー
ションを持続させるためである。その結果、学生の満足度の高い、実践的な授業ができるようにする。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］
国際社会で通用する総合的英語能力の強化を目指す。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．リスニング（Rhythm）強音節と弱音節の違い
後半 口語理論（接頭辞を持つ相似形）

２．リスニング（Intonation）下降型、上昇型、混合型
後半 口語理論（品詞のトラップ）

３．リスニング（Vowels）短母音、長母音、二重母音
後半 口語理論（文章のロジック）

４．リスニング（Consonants）破裂音、摩擦音、破擦音、鼻音、側音、半母音
５．リスニング（ending of words）単語の最終子音音節、活用語尾、動詞・助動詞の否定形
６．会話実践（海外滞在１）入国審査、税関、両替、銀行口座開設、電気・水道・ガス・電話開設
７．会話実践（海外滞在２）電話による会話〈オフィス、学校、友人〉
８．会話実践（海外滞在３）街での会話〈ショッピング、行き先を尋ねる、友人宅〉
９．会話実践（海外滞在４）オフィスでの会話〈訪問、説明、質問、提案、帰宅〉
１０．会話実践（海外滞在５）学校での会話〈自己紹介、友人との会話、日本紹介〉
１１．会話実践（海外滞在６）レクレーション〈スポーツ、キャンプ〉
１２．会話実践（海外滞在７）社交〈パーティ、オープンハウス、バザー〉
１３．会話実践（海外滞在８）免税店、帰国手続、帰国審査
１４．会話実践（海外滞在９）ホテル
１５．前期の総復習
前期試験

［準備学習］

できるかぎり、洋画を観る時にサブタイトルで英文が書いてあるのを日ごろから選んで観ると望ましい。
その中で英文と発音に慣れるようになれると理解しやすくなる。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

授業を進める中で理解度に違いがでるので、必要部分を
自著から抜粋して独自にプリントを作成して学生に配布
する。授業を進める中で理解度に違いがでるので、必要
部分を米国大学の教材、新聞、マガジンなどから作成し
て学生に配布する。具体的には『ローマの休日』、『カサ
ブランカ』コスミック出版、など

出席：４０％
提出物（レポートなど）、試験、授業参加：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

英語コミュニケーション� （ 講義・演習・実習 ） 福田 健一
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

英語コミュニケーション�をより充実した内容になります。内容としては、実践的な英会話、TOEIC、
英検、就職英語試験対策、などを考えております。
これらの比率や優先順位では学生の希望をできるだけ取り入れて行きたいので、学生の希望も取り入れ

て、初回の授業で方向性を決めます。
授業の目的としては、学生それぞれの英語に対する目標を達成できるようにすることです。また、就職に於

いて英語の試験を行う会社も増えておりますので、それにも対応できるように進めたいと考えております。
［授業全体の内容の概要］

教師による一方的な授業ではなく、学生の授業参加を重視します。その中で学生自身に英語の理解度を
深めるようにします。そして、単に理論だけではなく英語の構造を理解して自由に英語を扱えるようにし
ます。そして、自然に英語を扱えて、理解できる実力が持てる内容にするようにします。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

学生自身が授業開始時にたてた目標を超えて英語の運用能力を高めることです。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．知識理解� 前半・基本５文型・第１文型 後半・映画での理解
２．知識理解� 前半・基本５文型・第２文型 後半・映画での理解
３．知識理解� 前半・基本５文型・第３文型 後半・映画での理解
４．知識理解� 前半・基本５文型・第４文型 後半・映画での理解
５．知識理解� 前半・基本５文型・第５文型 後半・映画での理解
６．知識理解応用� 前半・基本会話� 後半・映画での応用
７．知識理解応用� 前半・基本会話� 後半・映画での応用
８．知識理解応用� 前半・基本会話	 後半・映画での応用
９．知識理解応用� 前半・基本会話
 後半・映画での応用
１０．実践編� 前半・実践的英語の知識� 後半・映像での理解
１１．実践編� 前半・実践的英語の知識� 後半・映像での理解
１２．実践編� 前半・実践的英語の知識	 後半・映像での理解
１３．実践編� 前半・実践的英語の知識
 後半・映像での理解
１４．実践編� 前半・実践的英語の知識� 後半・映像での理解
１５．実践編� 総まとめ
試験

［準備学習］

中学高校で習ったグラマーの教科書をもう一度、確認すると理解がしやすくなる。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

『名作映画で英会話（ローマの休日）』
コスミック出版など

出席：４０％
提出物（レポートなど）、試験、授業参加：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

実用日本語� （ 講義・演習・実習 ） 原田 誠之
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 １年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

「日本語」についての学習は、すべての講義を正確に理解するための基盤である。「語彙力」の養成を
中心にして、言葉についての興味を引き出し、日本語の正しい使い方を身につけさせる。
［授業全体の内容の概要］

「言葉」の働きには「聞く、話す、読む、書く」の四つの側面があるが、そのいずれの場合にも決定的
に重要なのは「語彙力」である。人は「言葉」なしには「もの」を考えることさえできない。言葉をたく
さん知っていればいるほど、より深く、より細かく思考することができる。その「語彙力」を増やしなが
ら、日本語についての様ざまな基礎的事項について学習する。各回の授業の前半はその回のテーマに沿っ
た講義、後半はクイズ形式の「日本語常識テスト」を実施し、その解答・解説を中心に授業を進める。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

�日本語に関わる多種多様な知識を身につけることによって、言葉の面白さと日本語の豊かさについて
再認識する。�「漢字能力検定」３～２級、「日本語検定」３～２級に相当する力を身につける。
［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．授業概要 「日本語常識テスト」
２．日本語の特徴について 「日本語常識テスト」
３．漢字について� 「日本語常識テスト」
４．漢字について� 「日本語常識テスト」
５．漢字について� 「日本語常識テスト」
６．漢字について� 「日本語常識テスト」
７．故事成語、四字熟語について� 「日本語常識テスト」
８．故事成語、四字熟語について� 「日本語常識テスト」
９．ことわざ、慣用句について� 「日本語常識テスト」
１０．ことわざ、慣用句について� 「日本語常識テスト」
１１．敬語のきまりについて� 「日本語常識テスト」
１２．敬語のきまりについて� 「日本語常識テスト」
１３．間違いやすいことば、紛らわしいことば� 「日本語常識テスト」
１４．間違いやすいことば、紛らわしいことば� 「日本語常識テスト」
１５．まとめ 「日本語常識テスト」
試験

［準備学習］

予習は必要ないが、復習は必須。授業で学んだことを繰り返し復習して身につけること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
授業時にプリントを配布

（参考文献）
適宜紹介する

出席：４０％
期末試験：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

実用日本語� （ 講義・演習・実習 ） 原田 誠之
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 １年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

能弁な人でも、いざ文章を書く段になると苦吟する人は多い。「話す」のも「書く」のも、「表現する」
という面では同じだが、両者には大きな隔壁がある。「書く」という行為はスポーツの訓練と似た面があ
って、固有の訓練を繰り返し行うことが必要である。ただ、これもスポーツと同じように「練習のコツ」
をつかめば、それだけ上達は早くなる。この授業は、その「コツ」を学ぶことを主眼としている。
［授業全体の内容の概要］

論理的な文章を書くには、文章を論理的に読解する力が前提となるので、両者を結びつけて授業を進め
る。各回の授業の前半はその回のテーマに沿った講義、後半は前期と同じく、クイズ形式の「日本語常識
テスト」を実施し、その解答・解説を通して引き続き「語彙力」「漢字力」の向上を図る。
（なお、「実用日本語�」を前提とした授業ではないので、後期からの受講を妨げない。）
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

�大学生としてレポートや論文を書く際、それに役立つような文章力を身につける。�「漢字能力検定」
３～２級、「日本語検定」３～２級に相当する力を身につける。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．授業概要 「日本語常識テスト」
２．口語文法について� 「日本語常識テスト」
３．口語文法について� 「日本語常識テスト」
４．日本語の表記について 「日本語常識テスト」
５．効果的な修辞法について 「日本語常識テスト」
６、ことばの呼応関係 「日本語常識テスト」
７．文と文を正しくつなぐ 「日本語常識テスト」
８．悪文（文の乱れ）を直す� 「日本語常識テスト」
９．悪文（文の乱れ）を直す� 「日本語常識テスト」
１０．文章を要約する 「日本語常識テスト」
１１．論理的な文章の書き方 「日本語常識テスト」
１２．レポート、報告文、論文の書き方 「日本語常識テスト」
１３．現代用語、カタカナ語に強くなる 「日本語常識テスト」
１４．手紙の書き方・電話の応対について 「日本語常識テスト」
１５．福祉系分野の学生に求められている日本語能力 「日本語常識テスト」
試験

［準備学習］

予習は必要ないが、復習は必須。授業で学んだことを繰り返し復習して身につけること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
授業時にプリントを配布

（参考文献）
適宜紹介する

出席：４０％
期末試験：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

中国語 （ 講義・演習・実習 ） 陸 偉榮
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

１．中国語の発音の仕方を理解させる。
２．中国語の基本的な文法とその応用を理解させる。
３．すぐ使える実用的な中国語の習得方法を理解させる。
４．中国人の考え方および中国社会の背景にある文化、習慣、風俗、取引慣習、タブー等について理解さ

せる。
［授業全体の内容の概要］

実践的な中国語を身につけるために、授業中の前半は内容に関する講義を行い、後半はグループごとに
練習問題を実際に解答させ、添削、コメントを行う。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

単なる日常会話の習得のみならず、将来、中国の友人を作ったり、また中国のビジネスマンと商談取引
を行ったりするときにも役立つことを目指す。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．中国語の子音と母音の発音要領
２．中国語の子音と母音の発音習得
３．お元気ですか？�
４．お元気ですか？�
５．気候に関する表現�
６．気候に関する表現�
７．時間と曜日に関する表現�
８．時間と曜日に関する表現�
９．貴方のお名前は？
１０．中国人の苗字
１１．中国の伝統的家族制度
１２．中国における正月の行事
１３．年賀状とクリスマスカードの書き方
１４．日中異文化理解
１５．まとめ
試験・レポート等

［準備学習］

初回授業以外、各回の授業に準備学習のための課題を出すので、必ず授業までやっておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

初回の授業で指示する。
参考文献として『現代中国の文化』明石書店、２００５
年

（試験やレポートの評価基準など）
平常点（出席状況・授業態度）：４０％
期末試験（レポート）：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

手話入門 （ 講義・演習・実習 ） 森本 行雄
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 １年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

福祉の分野で手話に関する関心は高く、いくつかの場面では聴覚障害者と交流する機会がある。そのた
め、聴覚障害者と手話への関心を持つ学生も多いことから、手話の基礎的な知識を具体的に学ぶことを目
的とする。
［授業全体の内容の概要］

聴覚障害、聴覚障害者の基礎知識
身体表現の基礎練習、手話による表現の基礎練習
聴覚障害者の日常生活における課題とその対応方法

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

簡単な自己紹介ができる基本的な挨拶、数字等の手話のスキルを習得する。
福祉の現場で活用できる歌の手話による表現を身につける。
言語としての手話の位置づけを理解し、手話を使用するマイノリティ集団について理解する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数
１．実技／表現基礎練習 その１
【目標】手話習得に必要な基礎表現能力を習得する。１ 物の形や動作の模倣

２．実技／表現基礎練習 その２
【目標】コミュニケーション意欲を高める。２ 身振り表現での伝達（表情）

３．講義／手話の基礎知識 その１
【目標】日本の手話の歴史及び特徴を理解する。１ 身振りと手話の違い

４．実技／表現基礎練習 その３
【目標】コミュニケーション意欲を高める。３ 身振り表現での伝達（強弱等）

５．実技／手話による表現� （自己表現）その１
【目標】簡単な手話表現ができる技術と手話語彙を習得する。１ 挨拶 数字 など

６．講義／手話の基礎知識 その２
【目標】日本の手話の歴史及び特徴を理解する。２ 日本の手話の歴史 ３ 手話の地域性、個人性等日本の手話の特徴

７．実技／手話による表現� 歌の手話表現の基礎
【目標】歌の手話表現を知る。

８．実技／手話による表現� （自己表現）その２
【目標】簡単な手話表現ができる技術と手話語彙を習得する。３ 自己紹介（名前の表現、趣味の表現）

９．実技／手話による表現� （自己表現）その３
【目標】簡単な手話表現ができる技術と手話語彙を習得する。４ 自己紹介（年齢・誕生日の表現） ５ 指文字表現

１０．実技／手話による表現� （対話の基礎練習）その１
【目標】会話に必要な疑問の表現等、対話の基礎技術と手話語彙を習得する。１ 曜日の表現

１１．実技／手話による表現� （対話の基礎練習）その２
【目標】会話に必要な疑問の表現等、対話の基礎技術と手話語彙を習得する。２ 年・月・日と時間の表現

１２．講義／聴覚障害者の生活 聴覚障害当事者であるゲストスピーカーによる講話
【目標】聴覚障害者の日常生活における課題とその対応方法を理解する。１ 家族・地域の人々とのコミュニケーション

２ 職場・学校・病院で困ること
１３．実技／手話による表現� （対話の基礎練習）その３
【目標】会話に必要な疑問の表現等、対話の基礎技術と手話語彙を習得する。２ 疑問詞表現

１４．実技／手話による表現� 歌の手話表現
【目標】歌を楽しく表現できる。リズムに合わせての手話表現を覚える。

１５．講義／まとめ 今後の学習方法とその機会、教材等の紹介
【目標】今後の継続学習についての意欲を持たせる。聴覚障害当事者であるゲストスピーカーによる講話。

レポート等

［準備学習］

埼玉にあるろう学校（聴覚障害児の特別支援学校）を調べておく。
日本の指文字を調べて、表現の練習をしておく。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

テキスト：『想像力トレーニング手話のうた』
森本行雄著 音楽之友社刊

参考文献：『手話で歌の世界を広げよう』
森本行雄著 音楽之友社刊

『手話の歌は心の歌』
河合洋祐・森本行雄共著 教育芸術社

レポート：５０％ 毎回リポート提出を義務付ける。授業内容の理解
の状態を確認するためのレポートなので、正しく
記述されているかどうか、そして、自分の意見を
論理的に記述しているかを評価する。

表現課題：３０％ 身体・手話表現等の課題を毎回課します。それを、
正確に表現できるかどうかを評価する。

受講態度：２０％ 実技学習は継続と積み重ねが重要。欠席、遅刻や
早退がなく、きちんと受講しているかも評価する。
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人間総合科目

（キャリアデザイン）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

キャリアデザイン� （ 講義・演習・実習 ） 工藤 裕美・村橋 功
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２年次・前期 必修
［授業の目的・ねらい］

１．自主的な学習態度を強化し、３・４年次の総合福祉研究へのラダーとする
２．社会福祉及び、心理専門科目、演習、実習を学ぶ意味を見出す
３．実習や就職活動に役立つよう、コミュニケーション能力を高める。
［授業全体の内容の概要］

自主的な学習態度を強化するため、学習テーマに基づいた調査、まとめ、報告に取り組む。自分で調べ
たことを他者にわかりやすく発表することでプレゼンテーション能力を高める。
グループ学習を通して強調、協働する態度を身に着ける。
学習テーマを社会福祉、心理系の中から自分の興味のあるものに絞り込んでいき、学びを深める。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

社会福祉・心理分野の自主的学習態度を身に着けることで大学生活に、学習を基本とした楽しみを見出
すことができる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．オリエンテーション
２．１年次の学習の振り返り
３．学習テーマの検討�
４．学習テーマの検討�
５．テーマごとのグルーピングとグループでの学習方法の検討
６．グループによる検討
７．グループごとの報告と意見交換
８．意見交換をもとに社会福祉の課題を見出す�
９．意見交換をもとに社会福祉の課題を見出す�
１０．グループによる福祉課題調査�
１１．グループによる福祉課題調査�
１２．グループによるレポート作成と発表準備�
１３．グループによるレポート作成と発表準備�
１４．グループによる福祉課題に関する報告と意見交換
１５．授業のまとめ・夏休みの過ごし方
レポートによる試験 【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

各自がテーマをもって授業に参加することを前提とする。毎回必ず一人ひとりが報告する時間を設定す
るので事前準備は必須である。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

藤田哲也編「大学基礎講座」北大路書房 授業への取り組み態度：４０％
レポート：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

キャリアデザイン� （ 講義・演習・実習 ） 植屋 悦男・山形 高司
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２年次・前期 必修
［授業の目的・ねらい］

キャリアデザイン【career design】の意味を探ると、「職能獲得や就職に関する長期的な将来設計。また、それ
を立案すること。どのような職業に就くか、どうやって技能や経験を獲得するか、等を計画する」とある。
本学に入学するに当たっては、当然にして多くの学生たちが自分の将来を見据えてきたと思う。こうしたことを
鑑みて、学生たちが自分に向いた仕事探しを自発的に行える環境づくリの支援を行う事を目的とする。
［授業全体の内容の概要］

学校教育と職業生活との円滑な接続を図るため、望ましい職業観・勤労観に関する知識や技能を身につけさせる
とともに、自己の個性を理解し、主体的に進路を選択する能力・態度を育てる。
社会の現状の具体的な認識を得、キャリアへの関心を高め、仕事を通しての豊かな人生の過ごし方を真剣に考え
てみるために、外部の有識者や卒業生の話を聞く場合もある。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

このような過程を通して、自分で考え、計画し、行動する姿勢を確かなものにしていく。達成課題としては、キ
ャリアを実現するための行動計画を立案し、発表させる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ガイダンス：履修届の作成と授業の進め方について。
２．キャリアとは何か：�自分の生き方、働き方について、�実りある大学生活を送ること

の大切さ。
３．キャリアデザインの意味について。
４．キャリアデが求められる理由：�時代の大きな変化、�必要とされる質の変化について。
５．キャリアデザインの意味について。
６．雇用情勢と就職の実態：�非正社員が増える理由、�フリーターと正社員。
７．自己表現について：読む、聞く、書く、話すこと、表現することの大切さについて考える。
８．大学と社会との繋がり：働く上で、今、何をすべきかを考える。先輩からのメッセージ。
９．ワークスタイル：社会環境の変化と働き方の多様性。
１０．社会・企業の求める人材像：問題解決力と行動力。
１１．福祉健康スポーツコースの役割：介護保険と介護予防について。
１２．福祉、医療、レジャー・健康スポーツ施設等の大まかな調査をする。
１３．キャリアに向けての文章の書き方：レポートとは何か、文章の書き方がなぜ必要なのか。
１４．キャリアデザイン�の振り返りとまとめ�。
１５．キャリアデザイン�の振り返りとまとめ�。
夏休みへの課題：キャリアデザイン�に向けて。 【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

この科目では、望ましい職業観、勤労観に関する知識や技術を身につけさせ、主体的に進路を選択する
能力・態度を育成する。その為、新聞、テレビ、インターネットなどの情報には関心を向け、社会の動向
を絶えず把握して授業に望むこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
藤田哲也編「大学基礎講座」北大路書房

課題レポート ６０％
試験 ４０％
※欠席、マナー違反は減点法を採用

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

66



授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

キャリアデザイン� （ 講義・演習・実習 ） 石本 裕貴
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２年次・前期 必修
［授業の目的・ねらい］

キャリアデザインは、�・�・キャリア開発の３科目あるが、いずれも、社会に入っていくに際して大
切な心構えとともに、就職先にスムーズに入れるよう様々な知識や能力を得ることを目的としている。具
体的には、
１．卒業後の進路、将来の仕事についての各自の考えを深めていく。
２．面接試験、基礎学力検査、常識テスト、小論文等の就職試験対策を行う。
［授業全体の内容の概要］

�・�・キャリア開発のそれぞれで、卒業後の進路を決める際に必要な知識の習得、就職に対する問題
意識の向上、就職試験を解くための基礎的な実力の涵養などが図られるが、�ではベーシックな内容が中
心となり、�→�（２年次後期開講）→キャリア開発（３年次開講）と進むにつれて、より直接的で実践
的な内容となる。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

社会人になるための基礎力を身につけ、就職試験に合格できる力を養成する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ガイダンス
２．キャリアとは？－初めてのキャリア論
３．社会人とは？－大人になることの文化人類学
４．自己分析とは？－自分作りのマネジメント学
５．時代感覚とは？－時代を読むリテラシー
６．就活とは？－就職のマーケティング
７．内定とは？－募集と採用の法律学
８．雇用とは？－働くことの経済学
９．会社とは？－株式会社の法律学
１０．業績とは？－会社を見分ける会計学
１１．働きがいとは？－充実の心理学
１２．ICTとは？－就活と仕事で使える情報技法
１３．勤労意欲とは？－フリーターとニートの現状分析
１４．働くことについて考える１
１５．働くことについて考える２
試験（小テスト又はレポート） 【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

講義の理解度を深める為にも、予習・復習は欠かせないので、これを実行すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
山崎好裕『キャリア・プランニング』中央経済社

出席 ４０％
受講態度 ２０％
レポート ２０％
小テスト ２０％（小テストは３回実施する）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

キャリアデザイン� （ 講義・演習・実習 ） 工藤 裕美・村橋 功
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２年次・後期 必修
［授業の目的・ねらい］

１．自主的な学習態度を強化し、３・４年次の総合福祉研究へのラダーとする
２．社会福祉及び、心理専門科目、演習、実習を学ぶ意味を見出す
３．実習や就職活動に役立つよう、コミュニケーション能力を高める。
［授業全体の内容の概要］

自主的な学習態度を強化するため、学習テーマに基づいた調査、まとめ、報告に取り組む。自分で調べ
たことを他者にわかりやすく発表することでプレゼンテーション能力を高める。
グループ学習を通して強調、協働する態度を身に着ける。
時事問題を自主的に調査し、現代社会の社会福祉問題に積極的にアプローチしていく

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

実習、就職活動など社会で必要なコミュニケーションスキルを身に着ける。
３年次以降の総合福祉研究における研究活動の基本となる学習スキルを身に着ける

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．オリエンテーション
２．時事問題からグループの学習テーマを探す
３．グループによる研究計画作成
４．資料から情報収集�
５．資料から情報収集�
６．情報の整理、解釈
７．時事問題解決のための方法の検討�
８．時事問題解決のための方法の検討�
９．時事問題解決のための試行�
１０．時事問題解決のための試行�
１１．時事問題解決のための試行�
１２．グループによるレポート作成と発表準備�
１３．グループによるレポート作成と発表準備�
１４．グループによる時事問題に関する報告と意見交換�
１５．グループによる時事問題に関する報告と意見交換�
レポートによる試験 【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

各自がテーマをもって授業に参加することを前提とする。毎回必ず一人ひとりが報告する時間を設定す
るので事前準備は必須である。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

藤田哲也編「大学基礎講座」北大路書房 授業への取り組み態度：４０％
レポート：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

キャリアデザイン� （ 講義・演習・実習 ） 植屋 悦男・山形 高司
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２年次・後期 必修
［授業の目的・ねらい］

キャリア開発に求められるものは、自分自身の現状や志向性の的確な理解と市場のニーズの把握である。
そこで、これからのキャリアの方向性を探る為に、キャリア開発の基礎的な知識を紹介し、長期的な視

野に立った職業観の形成を育成させる。また、幅広い分野の職業やワークスタイルに触れる機会も設ける。
［授業全体の内容の概要］

進路選択のための知識・情報を習得させ、就職活動全体の流れを理解させる。また、職業観、責任感、
協調性などを備えさせるために、自己分析の基礎を学ばせる。さらに、就職活動に主体的に取組む意識を
高めさせる。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

将来の進路選択に向けて「自分を知る」ことに重点を置いた授業を進める。自分の進路を主体的に選択
し、その実現に向けて行動する積極性が重要となる。そこで、キャリアを実践するためには、自らのキャ
リアを継続的に発展させることのできる人材を育成することを支援する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．後期ガイダンス：�履修届の作成、�授業の進め方について。
２．ビジネスを知る。
３．地域との連携活動：学生自身がどのように大学周辺の地域に貢献できるのかを体験させる。
４．今までのゲストの話や資料の読み込みなどを参考に、自分を創る方法を共に考えてみよう。
５．ビジネスマナー：正しい基本的動作の習得（�立つ姿勢、�お辞儀の仕方、�椅子の立

ち座り）。
６．社会人としての心構え：社会人と会社組織を学び、会社組織における基本マナーを学習

する。
７．言葉遣いの基本：正しい言葉遣いと敬語を学習する。そして正しく使えるように指導する。
８．電話対応：電話対応の基本を学習させる。
９．自己分析�：自己の長所、適性などを探る。
１０．自己分析�：エントリーシートの基礎を知る。
１１．就職のための情報収集：福祉、健康、医療、スポーツ、その他の産業。
１２．自己理解と自己表現：模擬面接による自己理解と自己表現の必要性認識。
１３．社会性を育てる：ボランティア活動や地域活動など社会との接触体験とキャリア開発
１４．研究課題�：自らのキャリアをデザインする。
１５．研究課題�：自らのキャリアをデザインする、課題の発表。
キャリアデザイン�の総括。 【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

キャリアデザイン�を、さらに深く学ばせる科目である。その為、幅広い分野の職業やワークスタイル
に触れさせる機会を設ける。受講に当たっては社会の変化を敏感に観察し、進路選択のための知識・情報
を事前に調べておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（使用テキスト）
資料を配布
（参考文献）
『大学生のためのキャリア開発入門』

渡辺峻 中央経済社

課題レポート ６０％
試験 ４０％
欠席、マナー違反は減点法を採用
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

キャリアデザイン� （ 講義・演習・実習 ） 石本 裕貴
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２年次・後期 必修
［授業の目的・ねらい］

キャリアデザインは、�・�・キャリア開発の３科目あるが、いずれも、社会に入っていくに際して大
切な心構えとともに、就職先にスムーズに入れるよう様々な知識や能力を得ることを目的としている。具
体的には、
１．卒業後の進路、将来の仕事についての各自の考えを深めていく。
２．面接試験、基礎学力検査、常識テスト、小論文等の就職試験対策を行う。
［授業全体の内容の概要］

�・�・キャリア開発のそれぞれで、卒業後の進路を決める際に必要な知識の習得、就職に対する問題
意識の向上、就職試験を解くための基礎的な実力の涵養などが図られるが、�ではベーシックな内容が中
心となり、�→�（２年次後期開講）→キャリア開発（３年次開講）と進むにつれて、より直接的で実践
的な内容となる。
キャリアデザイン�では、SPI（総合能力調査）試験対策を中心とする。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

社会人になるための基礎力を身につけ、就職試験に合格できる力を養成する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．就職活動の基本
２．業界研究
３．英語（文章題１）、言語（漢字１）
４．英語（文章題２）、言語（漢字２）
５．英語（文章題３）、言語（熟語）
６．数学（N進法・数列）、言語（同意語・反意語）
７．数学（グラフとその領域）、言語（包含関係・文法）
８．数学（図形）、言語（諺・慣用句１）
９．数学（推理・集合）、言語（諺・慣用句２）
１０．数学（順列・確率）、言語（敬語）
１１．英語（文法）、言語（文章読解１）
１２．英語（文法）、言語（文章読解２）
１３．英語（文法）、言語（漢字３）
１４．英語（新傾向）、言語（漢字４）
１５．就職活動の方法
試験（小テスト又はレポート） 【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

講義の理解度を深める為にも、予習・復習は欠かせないので、これを実行すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
�『SPIクリア問題集』２０１０年版・成美堂出版
�プリント・テキスト（配布する）

出席 ２０％
受講態度 ２０％
レポート ４０％��

�
６０％

小テスト ２０％
（小テストは３回実施する）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

キャリア開発 （ 講義・演習・実習 ） 中村 泰治
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ３年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

１．将来の職場となる企業（ないし法人）について種々の面から知ること。
２．社会人となるための基礎力を高めること。
［授業全体の内容の概要］

目的に対応して授業内容にも２つの内容がある。一つは企業について多面的に知るために、企業形態や
業種別企業などについて説明するところ。もう一つは、基礎的な言語的能力や非言語的能力などを高める
ところである。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

相手の分析・研究と自分の能力アップをはかり、希望するキャリアを獲得する力を身につけること。そ
のさい双方向性をもった授業をするので、コミュニケーション能力の向上もこの授業の重要な達成課題で
ある。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．基本的な職業観について
２．企業の目的と形態
３．企業の仕組みと責任
４．規模別企業と業種別企業
５．企業と雇用
６．企業活動と経済動向
７．言語的能力の向上�
８．言語的能力の向上�
９．言語的能力の向上�
１０．非言語的能力の向上�
１１．非言語的能力の向上�
１２．非言語的能力の向上�
１３．一般常識�
１４．一般常識�
１５．まとめ
試験

［準備学習］

テキストは使用しないが、基本的な就活本なら何でも参考文献になり得るので、いくつか読んでみると
よい。また、企業や雇用に関するニュースに関心をもって見聞きすることも有益な事前学習となる。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

テキストは使用しない。参考文献として山崎好裕『キ
ャリア・プランニング』（中央経済社）をあげてお
く。

出席：２０％
試験：８０％
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（ ）
総合福祉科目

総合福祉基礎科目
基礎１群
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

総合福祉入門 （ 講義・演習・実習 ） 九里秀一郎・植屋悦男・海野恵美子・
小熊順子・寺島 彰・中村泰治・黒澤貞夫

授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １年次・前期 必修
［授業の目的・ねらい］

本授業の目的は、「総合福祉」の考え方を全学生が共通に理解することである。また、この講義を通じ
て、現代福祉の形成と総合福祉への展開方向を理解するとともに、福祉と関連が深い各分野を人権視点に
立った社会福祉に固有の視点から学際的に学ぶことにより、以後のあらゆる学習を深めるための基本視点
と意欲を獲得していくことが授業のねらいである。
［授業全体の内容の概要］

本科目は、新たな福祉の創造としての「総合福祉」の視点・考え方を一人ひとりの学生が理解し、４年
間の学びに繋げていくための本学部学科の基幹科目であるとともに、総合福祉の科目群の全体像及び主要
科目・分野の要点を複数の教員によるオムニバス形式で学ぶ、総合福祉入門科目でもある。そのため、毎
回課す小課題の提出によって一人ひとりの理解度を確認しながら授業を進めていく。必要に応じて、学外
の講師も招聘する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

各学生が「総合福祉」の視点と考え方及び４年間で学ぶ「総合福祉」の全体像を理解し、まとめのレポ
ート作成を通して、卒後の将来像をイメージしながら、今後の学習の方向性を明確にできることである。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ガイダンス
２．総合福祉の意義と展開
３．総合福祉の視点と考え方�
４．総合福祉の視点と考え方�
５．まとめ・課題�
６．福祉と介護
７．福祉と保健・医療
８．まとめ・課題�
９．福祉と経営
１０．まとめ・課題�
１１．福祉と心理
１２．まとめ・課題�
１３．福祉と宗教
１４．まとめ・課題�
１５．総括
評価

［準備学習］

ガイダンスで配布したテキストを事前に読み予習を行う。講義中に取ったメモは終了後に整理し、疑問
や自分の考えをまとめ、テーマごとの最終時間に設定されている質問・意見発表、課題の準備をする。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

テキスト、資料は事前に配布する。参考文献は、阿
部志郎「福祉の心」海声社、一番ヶ瀬康子他「福祉
文化論」有斐閣、その他、各回必要に応じて提示す
る。

出席：３０％
レポート：７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

福祉と保健・医療 （ 講義・演習・実習 ） 戸村 成男・城 正子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

１．地域における要介護高齢者・障害者が急増する現在における保健・医療・福祉の課題について理解する。
２．わが国における保健・医療・福祉の方策とその意義について理解する。
３．在宅看護の基礎知識、リハビリテーション医療、地域保健、地域医療、地域ケアなどについて学習する。

［授業全体の内容の概要］

地域の要介護者が、身体的、精神的、社会的、職業的かつ経済的に充実した一生を全うできるようにす
るという理念と方策について学習する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

保健・医療・福祉の基礎知識を身につけ、関連職種の人々と密接な相互連携をはかり、福祉の現場で活
躍できる人材を育成する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．在宅看護の基礎知識�
２．在宅看護の基礎知識�
３．在宅看護の基礎知識�
４．在宅看護の基礎知識�
５．リハビリテーション医療�
６．リハビリテーション医療�
７．リハビリテーション医療�
８．地域保健�
９．地域保健�
１０．地域保健�
１１．地域医療・ケア�
１２．地域医療・ケア�
１３．地域医療・ケア�
１４．栄養�
１５．栄養�
授業到達目標達成度の判定

［準備学習］

毎回、授業の前に資料のプリントを配り、それを使用して授業をすすめる。参考文献を学習の際に使用
するとさらに理解が深まる。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

サブノート 保健医療論・公衆衛生学（２０１１年）
メディックメディア社

評価基準（出席および筆記試験による総合評価）
出席 ４０％
期末試験 ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

福祉と心理 （ 講義・演習・実習 ） 小熊 順子・森住 宜司
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

福祉現場は利用者とその家族、福祉専門職、他の専門職などのさまざまな人間関係が存在する。それら
に対して、福祉的なアプローチだけでなく心理的なアプローチも用いることでより円滑な人間関係及び援
助が可能となるであろう。福祉と心理学の二つの考え方を比較しつつその理論と適用を学ぶ。

［授業全体の内容の概要］

１．福祉の発想と心理の発想の共通点と相違点の理解。
２．福祉現場における心理学理論の適用と実践について学ぶ。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

福祉と心理学の関係を理解しつつ、それらの理論と実践の基礎を学ぶ。その上で各自が自分の持ち味に
適した実践のあり方を模索する手がかりを得られればと思う。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．福祉の発想と心理の発想の共通点と相違点
２．福祉実践における心理学的援助
３．福祉実践におけるアセスメント
４．心理学的援助の方法
５．母子関係及び情緒の発達
６．福祉現場における人間理解１
７．福祉現場における人間理解２ 発達障害と虐待
８．福祉現場における人間理解３ 障害受容
９．福祉現場における人間理解４ 高齢者
１０．福祉現場における人間理解５ 医療
１１．福祉現場における連携
１２．家族の理解と支援
１３．ストレス
１４．メンタルヘルス
１５．まとめ
定期試験

［準備学習］

授業で取りあげる内容について、関連の情報を調べてくること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
「こころの健康と福祉」纐纈教三・的場恒孝編

九州大学出版会

各回小レポートを課し、定期試験を行う。
出席と小レポート ４０％
期末テスト ６０％
ただし、出席時に小レポートの課題を提示するた
め、出席だけまたは課題だけでは採点されない。
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

福祉と経済 （ 講義・演習・実習 ） 松嵜 久実
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

福祉の活動を、経済学の視点からどのように考察するかを学ぶ
［授業全体の内容の概要］

福祉活動を経済活動との関係で分析することの意義を、世界と日本の経済情勢と日本の福祉の関係から
考える。次に、地域福祉の活動を、ソーシャルキャピタルと呼ばれる地域社会の無形の資源を豊かにする
活動として分析する。全体の理論的枠組みを学んだ上で、所得保障、高齢者の生き甲斐、介護サービス、
施設経営の問題を学ぶ。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

授業修了時の達成課題として、私たちの生活を豊かにするソーシャルキャピタルについて、基本的な知
識を持っていること、ソーシャルキャピタルを豊かにする方法が理解されていること、医療、介護、高齢
者の生き甲斐と所得保障について、問題点が理解されていること。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．世界の経済情勢と福祉 この講義で何を学ぶか
２．日本の経済と福祉の問題�
３．日本の経済と福祉の問題�
４．日本の経済と福祉の問題�
５．復習小テスト ソーシャルキャピタル（無形の資源）と私たちの生活
６．ソーシャルキャピタルのあり方
７．ソーシャルキャピタルと福祉活動
８．顔の見える連帯
９．顔の見えない連帯
１０．共助のあり方� ドイツとフィンランド
１１．共助のあり方� 日本の介護保険
１２．復習小テスト 日本の公的年金制度の特徴
１３．高齢者の所得保障
１４．高齢者の生きがいと地域生活
１５．介護保険と高齢者施設の経営
纏めのテスト

［準備学習］

授業の資料が事前に配布されるので、プリントで準備学習をすることを前提に授業が行われる。参考文
献も読むことが望ましい。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

参考文献：
松嵜久実著『地域経済の形成と発展の原理』

CAP出版
宮川・大守共著『ソーシャル・キャピタル』

岩波書店

復習テスト３回：６０％
出席点および復習課題：４０％

総
合
福
祉
基
礎

（
基
礎
１
群
）

78



（ ）
総合福祉科目

総合福祉基礎科目
基礎２群
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

社会福祉概論� （ 講義・演習・実習 ） 海野恵美子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １年次・後期 必修
［授業の目的・ねらい］

現代社会における福祉制度の意義や理念、福祉政策との関係、福祉の発達過程や福祉の原理をめぐる理論と哲学、
福祉政策の課題、福祉政策におけるニーズと資源について基礎的な知識を習得することを通して、社会福祉の政策・
制度を中心に社会福祉とは何か、現代社会におけるその課題は何かを理解し、社会福祉についての関心や問題意識
を深める。
［授業全体の内容の概要］

１．現代社会における福祉制度の意義や理念、福祉政策との関係について理解する。
２．福祉の発達過程や福祉の原理をめぐる理論と哲学について理解する。
３．福祉政策の課題について理解する。
４．福祉政策におけるニーズと資源について理解する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

１．現代社会における福祉制度の意義や理念、福祉政策との関係について理解し、社会福祉を学ぶ意義を理解する。
２．福祉の発達過程、福祉の原理をめぐる理論と哲学についての基本的知識を習得する。
３．福祉政策の課題について考え、福祉政策におけるニーズと資源についての基本的知識を習得する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

授業の日程と各回のテーマ・内容は以下の通り。配布プリントや映像教材の活用、授業内
容に沿った国家試験問題を解く等により、理解を深める。
１．１）ガイダンス―２）現代社会における福祉政策と福祉制度�：福祉制度と福祉政策
の関係

２．現代社会における福祉政策と福祉制度�：福祉政策・福祉制度の概念と理念
３．現代社会における福祉政策と福祉制度�：福祉政策と政治・経済・文化・協働社会との関係
４．福祉の原理をめぐる哲学と理論
５．福祉の発達過程―欧米―� 前近代社会と福祉
６．福祉の発達過程―欧米―� 近代社会と福祉
７．福祉の発達過程―欧米―� 現代社会と福祉
８．福祉政策の国際動向と国際比較� 欧米
９．福祉政策の国際動向と国際比較� アジア
１０．福祉の発達過程―日本―� 前近代社会と福祉、� 近代社会と福祉
１１．福祉の発達過程―日本―� 現代社会と福祉
１２．福祉政策の対象と現代的課題�：�福祉政策の対象としての社会問題
１３．福祉政策の対象と現代的課題�：福祉政策の現代的課題
１４．福祉政策におけるニーズと資源�：�需要・ニーズ・資源の概念
１５．福祉政策におけるニーズと資源�：�ニーズの把握方法
試験・レポート等（授業到達目標達成度判定の試験）

［準備学習］

予習→授業→復習を繰り返すことにより、授業修了時までに社会福祉についての基本的知識を修得する
とともに問題意識や関心を深めること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）『現代社会と福祉』（久美、２００９）
（参考書）
�上記以外の『現代社会と福祉』 �『福祉小六法』
�大久保秀子『新・社会福祉とは何か』（一橋出版、２００７）
�その他、各回テーマ毎に必要に応じて提示。

試験やレポートによる総合評価：
試験 ６０％
平常点 ４０％（出席：２０％、提出物：２０％）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

社会福祉概論� （ 講義・演習・実習 ） 海野恵美子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２年次・前期 必修
［授業の目的・ねらい］

社会福祉概論�で学習した社会福祉の総合的理解を踏まえて、福祉政策の構成要素、福祉政策と関連政
策、相談援助活動と福祉政策との関係等の福祉政策・制度・相談援助活動の具体的内容を理解し、相談援
助専門職としての自覚と必要な知識を習得する。
［授業全体の内容の概要］

１．福祉政策の構成要素（福祉政策における政府、市場、家族、個人の役割等）について理解する。
２．福祉政策と関連政策（教育政策、住宅政策、労働政策を含む）の関係について理解する。
３．相談援助活動と福祉政策との関係について理解する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

１．福祉政策の構成要素についての基礎的知識を習得する。
２．福祉政策と関連政策（教育政策、住宅政策、労働政策）の関係についての基礎的知識を習得する。
３．相談援助活動と福祉政策との関係についての基礎的知識を習得する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

授業の日程と各回のテーマ・内容は以下の通り。配布プリントや映像教材の活用、授業内
容に沿った国家試験問題を解く等により、理解を深める。
１．福祉政策の諸論点
２．福祉政策における政府・市場・国民の役割
３．福祉政策の手法と政策決定過程および政策評価
４．福祉の供給�：制度体系（政府部門、民間営利・非営利部門、ボランタリー部門、イン

フォーマル部門、その他）
５．福祉の供給�：福祉の法制
６．福祉の供給�：行政・財政
７．福祉の供給�：福祉機関・施設の組織と運営、民間福祉活動・事業
８．福祉の利用過程�：�福祉の利用過程、福祉の利用支援
９．福祉の利用過程�：�福祉の利用過程における福祉の利用支援
１０．福祉政策と関連政策�：福祉政策と教育政策
１１．福祉政策と関連政策�：福祉政策と労働政策
１２．福祉政策と関連政策�：福祉政策と住宅政策
１３．相談援助活動と福祉政策：福祉供給の政策過程と実施過程、福祉援助の意味と方法（福

祉援助の意味、社会福祉援助技術の体系、福祉援助の方法、
福祉理念とケアサービスの意義）

１４．福祉の専門性と倫理性�：福祉の専門性、福祉の職員組織、福祉専門職の諸資格
１５．福祉の専門性と倫理性�：福祉の国家資格化、社会福祉士国家資格化の意義及び内容
試験・レポート等（授業到達目標達成度判定の試験）

［準備学習］

予習→授業→復習を繰り返すことにより、授業修了時までに社会福祉についての基本的知識を修得する
とともに問題意識や関心を深めること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）『現代社会と福祉』（久美、２００９）
（参考書）
�上記以外の『現代社会と福祉』 �『福祉小六法』
�大久保秀子『新・社会福祉とは何か』（一橋出版、２００７）
	その他、各回テーマ毎に必要に応じて提示。

試験やレポートによる総合評価：
試験 ６０％
平常点 ４０％（出席：２０％、提出物：２０％）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

相談援助の基盤と専門職� （ 講義・演習・実習 ） 工藤 裕美
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １年次・後期 必修
［授業の目的・ねらい］

社会福祉士の役割（総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発含む）と意義について理解
する。
精神保健福祉士の役割と意義について理解する。
相談援助の概念と範囲について理解する。
相談援助の理念について理解する。

［授業全体の内容の概要］

社会福祉士の役割と意義及びその制度的背景
精神保健福祉士の役割と意義及びその制度的背景
相談援助の概念と範囲
相談援助の理念

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

相談援助専門職の存在意義と相談援助（ソーシャルワーク）の理念、価値・倫理を理解する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．社会福祉士及び介護福祉士の役割と意義とは
２．社会福祉士の専門性について
３．精神保健福祉士の役割と意義とは
４．精神保健福祉士の専門性について
５．相談援助の概念と範囲について
６．ソーシャルワークの国際的定義について
７．ソーシャルワークの形成過程について（COS、セツルメント運動等）
８．相談援助の理念とは
９．相談援助における人権尊重と社会正義
１０．相談援助における利用者本位
１１．相談援助における尊厳の保持
１２．相談援助における権利擁護
１３．相談援助における自立支援
１４．相談援助における社会的包摂
１５．相談援助におけるノーマライゼーション
試験等

［準備学習］

社会福祉士の国家試験の受験科目なので教科書の予習だけでなく、毎回授業中に行う模擬テストや授業
で解説した過去の出題問題を自ら繰り返し練習することが望ましい。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
「相談援助の基盤と専門職」中央法規

出席 ４０％
小テスト ４０％
リアクションペーパー ２０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

相談援助の基盤と専門職� （ 講義・演習・実習 ） 工藤 裕美
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

・「相談援助の基盤と専門職�」を踏まえる。
・相談援助における権利擁護の意義と範囲について理解する。
・相談援助に係わる専門職の概念と範囲及び専門職倫理について理解する。
・総合的かつ包括的な援助と多職種連携の意義と内容について理解する。
［授業全体の内容の概要］

�相談援助における権利擁護の意義
�相談援助に係わる専門職の概念と範囲
�専門職倫理と倫理的ジレンマ
�総合的かつ包括的な援助と多職種連携（チームアプローチ含む）の意義と内容
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

相談援助における価値・倫理の関わる諸概念を理解し、相談援助職の独自性と多職種との連携の意義を
理解する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．相談援助における権利擁護の意義
２．相談援助に係わる専門職の概念と範囲
３．福祉行政における専門職
４．民間の施設・組織における専門職
５．諸外国の相談援助専門職の動向
６．専門職倫理と倫理的ジレンマ
７．専門職倫理の概念
８．倫理綱領と行動規範
９．倫理的ジレンマ
１０．倫理的ジレンマ
１１．総合的かつ包括的な援助と多職種連携の意義と内容
１２．ジェネラリストの視点に基づく総合的かつ包括的な援助の意義と内容
１３．ジェネラリストの視点に基づく多職種連携（チームアプローチ含む）の意義と内容
１４．総合的支援機能の意義と位置づけ
１５．専門職の領域の広がりと深化
〈試験〉

［準備学習］

社会福祉士の国家試験の受験科目なので教科書の予習だけでなく、毎回授業中に行う模擬テストや授業
で解説した過去の出題問題を自ら繰り返し練習することが望ましい。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

「相談援助の基盤と専門職」中央法規出版 出席：２０％
小テスト：２０％
リアクションペーパー：２０％
試験：４０％
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（ ）
総合福祉科目

総合福祉基礎科目
基礎３群
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

介護概論 （ 講義・演習・実習 ） 村橋 功
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］
・介護の概念や対象及びその理念等について理解する
介護の目的、役割と範囲、昨日と基本原則について理解する
・介護過程における介護の技法や介護予防の基本的考え方について理解する
施設介護及び在宅介護の展開過程と実際を理解する
介護に必要な観察能力や適切な対処能力を身につけるための基礎的知識を学ぶ
・介護におけるリハビリテーションの視点、保険医療等とのチームワークについて、それぞれの専門職との連携を
理解する
・終末期ケアの在り方（人間観や倫理を含む）について理解する
・病気や事故についての知識とその予防についての理解を深める
［授業全体の内容の概要］
・社会サービスとしての介護の必要性と、その背景について理解する
・生活の視点に立った介護の専門職に必要な知識と技術の体系を理解する
・隣接領域との関連について学習し、チームケアの一翼を担う介護の資質を身につける
［授業修了時の達成課題（到達目標）］
介護福祉の目的、価値、対象、機能、援助方法を理解し、また専門職としての責務と職業倫理を自覚し、適切な
態度・行動が実践できること

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．介護福祉の広がり（介護の社会化とその背景）
２．介護の概念や対象（介護の原則、介護の概念と範囲、介護の倫理・理念）
３．介護の対象と生活支援（介護の対象者とその福祉需要の把握と介護の役割）
４．介護予防（介護予防の必要性、介護予防プランの実際、健康習慣の獲得と体力維持）
５．介護過程�（介護過程の概要）
６．介護過程� 介護技法（住生活環境の安全管理、住環境の整備・福祉用具の活用）
７．介護過程� 介護技法（食事の介護、救急、事故時の対応）
８．介護過程� 介護技法（排泄の介護、入浴・身体の清潔と感染防止）
９．認知症ケア� 認知症ケアの基本的考え方
１０．認知症ケア� 認知症ケアの実際
１１．終末期ケア� 終末期ケアの基本的考え方、終末期ケアにおける人間観と倫理
１２．終末期ケア� 終末期ケアの実際
１３．介護のための住環境（在宅介護の特徴と進め方、介護のための住環境）
１４．介護に携わる人々の健康管理とその指導方法�（心身の健康管理）
１５．介護に携わる人々の健康管理とその指導方法�（感染予防）
試験

［準備学習］

テキストの内容から発展的に授業展開していくので、授業は、学生が予習をしてくることを前提に行う。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

全社協 社会福祉双書 介護概論 （試験やレポートの評価基準など）
出席：１０％
レポート：２０％
期末試験：７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

医学一般� （ 講義・演習・実習 ） 戸村 成男
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

１．心身機能と身体構造及び様々な疾病や障害の概要について、人の成長・発達や日常生活との関係を踏
まえて理解させる。

２．臨床医学の各分野の概要について理解させる。
３．現代社会の代表的な疾患について理解させる
４．国際生活機能分類（ICF）の基本的考え方と概要について理解させる。
５．リハビリテーションの概要について理解させる。
［授業全体の内容の概要］

授業の目的・ねらいを達成するために、テキストとビデオ等で解説する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

福祉職として、保健・医療に関する基本的知識が重要であることを体得し、福祉関連の他職種との連携
の必要性を自覚した人材となることを目指す。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．社会福祉士養成において医学・医療を学習することの意義並びに一般臨床医学（内
科、外科、整形外科、神経・精神科等）の概要

２．人の成長・発達
３．人体の構造と機能・おもな疾患・障害� 循環器系、呼吸器系
４．人体の構造と機能・おもな疾患・障害� 消化器系、神経系
５．人体の構造と機能・おもな疾患・障害� 筋・骨格系、血液・内分泌系
６．人体の構造と機能・おもな疾患・障害� 皮膚・泌尿器系
７．人体の構造と機能・おもな疾患・障害� 視覚・聴覚器系
８．代表的な疾病の概要等� がん
９．代表的な疾病の概要等� 生活習慣病（高血圧・動脈硬化症）
１０．代表的な疾病の概要等� 生活習慣病（糖尿病・痛風）
１１．代表的な疾病の概要等� 生活習慣病（肥満・高脂血症）
１２．代表的な疾病の概要等� 生活習慣病（虚血性心疾患）
１３．国際生活機能分類（ICF）の基本的考え方と概要
１４．リハビリテーションの概要
１５．リハビリテーション医療
授業到達目標達成度の判定

［準備学習］

毎回、授業の前に資料のプリントを配り、それを使用して授業をすすめる。参考文献を学習の際に使用
するとさらに理解が深まる。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

田沼久美子・益田律子・三枝英人／からだの事典／
成美堂出版
人体の構造と機能（解剖生理学）／メディカ出版
養老孟司（監訳）／生きている人体／時空出版

評価基準（出席および筆記試験による総合評価）
出席：４０％
期末試験：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

社会保障論� （ 講義・演習・実習 ） 海野恵美子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］
病気・障害・老齢・失業・労災等による日常生活上のリスクが重大な生活困難・困窮を生まないように予防的な、
あるいはそれが生じた場合に事後的な生活保障として、主には公的責任で健康で文化的な最低限度の生活を総合的
に保障するのが社会保障制度である。社会保障論�では、社会保障の課題、概念と範囲、理念、対象、歴史、役割
と意義、財源と給付、体系、公的保険制度と民間保険制度の関係等、総論的内容を理解し、各論的内容の社会保障
論�と併せて、社会保障についての基本的知識を修得することが本講義の目的である。これによって、社会福祉士
資格取得者が利用者支援のために様々な社会保障制度を社会資源として活用できるようにすることが本講義のねら
いである。
［授業全体の内容の概要］
・少子高齢化や労働環境の変化などの現代社会における社会保障制度の課題について理解する。
・社会保障の概念と範囲、理念、対象、歴史、役割と意義、財源と給付、体系等について理解する。
・公的保険制度と民間保険制度の関係について理解する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］
・現代社会における社会保障制度の課題について考え、社会保障を学ぶ意義を理解する。
・社会保障の概念と範囲、理念、対象、歴史、役割と意義、財源と給付、体系等について基本的知識を習得する。
・公的保険制度と民間保険制度の関係について基本的知識を習得する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

授業の日程と各回のテーマ・内容は以下の通りで、授業方法は、各回、プリントを配布し
たり、社会保障の観点から、具体的事例を映像教材や新聞記事等の活用によって検討する。
１．現代社会と社会保障制度の課題―現代社会の状況（少子高齢化や労働環境の変化と社会
保障制度の課題）�

２．現代社会と社会保障制度の課題―現代社会の状況（少子高齢化や労働環境の変化と社会
保障制度の課題）�

３．社会保障の概念と範囲
４．社会保障の理念
５．社会保障の対象
６．社会保障の歴史―欧米・日本�
７．社会保障の歴史―欧米・日本�
８．社会保障の歴史―欧米・日本�
９．社会保障の役割と意義
１０．社会保障の財源（負担）と給付
１１．社会保障の体系―社会保険と社会扶助の概念と範囲―
１２．社会保障の実施体制と専門職
１３．公的保険制度と民間保険制度の関係―�公的保険制度と民間保険制度の相互関係
１４．公的保険制度と民間保険制度の関係―�民間保険の種類と内容
１５．まとめ
試験・レポート

［準備学習］

予習→授業→復習を繰り返すことにより、授業修了時までに社会保障についての基本的知識を修得する
とともに、問題意識や関心を深めること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
社会福祉士養成講座編集委員会編『社会保障』

（中央法規、２０１０）
（参考文献）
同上編『社会保障』（ミネルヴァ書房、２００９）
その他：講義中に適宜紹介。

平常点（出席：２０％、提出物：２０％） ４０％
期末試験 ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

地域福祉論� （ 講義・演習・実習 ） 井岡由美子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

・地域福祉の基本的考え方（人権尊重、権利擁護、自立支援、地域生活支援、社会的包摂等含む）につい
て理解する。

・地域福祉の主体と対象について理解する。
・地域福祉に係る組織、団体及び専門職の役割と実際について理解する。
・地域社会におけるネットワーキング（他職種・他機関との連携を含む。）の意義と方法及びその実際に
ついて理解する。

［授業全体の内容の概要］

上記ねらいに沿って地域福祉の基本的考え方と歴史的・政策的過程をとおして理解し、地域福祉推進の
今日的意義とその必要性、さらに自治体・関係組織・団体・専門職・住民の役割・機能について学ぶ。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

地域福祉とその推進が、なぜ今日の社会福祉の中心的考え方となって来たのか、社会福祉の歴史的意義
と合わせて地方自治体・関係組織・団体・専門職・住民の役割・機能について理解する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．地域福祉の基本的考え方について（オリエンテーション）
２．地域福祉の理念� ソーシャルインクルージョン・ノーマライゼイションの具現化、人権・権利擁護・

自立支援・地域生活支援などの意味を通して総合的に理解する
３．地域福祉の理念�
４．自分たちの生活と地域社会（自分や家族の日常生活と地域社会とのつながりを考える）
５．地域福祉の発展過程（歴史）�世界の歴史・日本の歴史の概括
６．地域福祉の発展過程（歴史）�戦後日本の政策的変遷
７．地域福祉の主体と対象の捉え方�住民主体と地域社会（参加と参画の実際）
８．地域福祉の主体と対象の捉え方�福祉コミュニティづくり（地域組織化・福祉組織化）
９．福祉教育の意義と実践
１０．地域福祉に係る組織、団体及び専門職や地域住民の役割・機能�

社会福祉協議会・民生・児童委員・共同募金・ボランティア団体・NPO・地域包括支援センター・児
童家庭支援センター・障害者地域活動支援センター等と行政（福祉事務所・児童相談所等）専門職（社
会福祉士・地域福祉活動関係職員・医療職・保健師・療法士等）地域における協働と連携・ネットワ
ーキングを含めて理解する

１１．地域福祉に係る組織、団体及び専門職や地域住民の役割・機能�
１０に記した内容を順次理解していく

１２．地域福祉に関わる組織、団体及び専門職や地域住民の役割・機能�
１３．地域福祉に関わる組織、団体及び専門職や地域住民の役割・機能�
１４．地域福祉に関わる組織、団体及び専門職や地域住民の役割・機能�
１５．授業のまとめ
試験
［授業方法］

教科書ならびにプリントによる講義形式で実施する。

［準備学習］

授業で配布するプリントやワークシートを利用して、各自準備学習に取り組む。さらに、授業で学んだ
内容をワークシートに記入して、ファイルにつづり、ノートの整理をして次の授業に備える。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

新・社会福祉士養成講座「地域福祉の理論と方法」
中央法規
授業で配布するプリント

筆記試験：９０％
提出物：５％
出席状況：５％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

老人福祉論� （ 講義・演習・実習 ） 村橋 功
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

１．高齢者の生活実態とこれを取り巻く社会情勢、福祉・介護需要（高齢者虐待や地域移行、就労の実態
を含む）について理解する

２．高齢者福祉制度の発展過程について理解する
３．相談援助活動において必要となる介護保険制度や高齢者の福祉・介護に係わる他の法制度について理

解する
［授業全体の内容の概要］

少子高齢社会の実態、後期老年期人口の増加と要介護高齢者の増加、社会的介護の必要性、高齢者の生
活ニーズと施策の現状、わが国の高齢者福祉制度の展開、介護保険制度の仕組みと実態、課題などについ
て、視聴覚教材を活用した講義により学習をすすめる
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

個人の生活に生じる老後問題と社会全体としての少子高齢化問題とを関連付けて理解できるようにする
高齢者の生活ニーズに対応する高齢者施策、介護保険制度を体系的に理解できるようにする

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．少子高齢社会と社会問題
２．高齢者の生活実態１（高齢者の心身特性と健康状況、要介護高齢者と介護者の状況）
３．高齢者の生活実態２（高齢者の社会活動状況、経済状況と年金制度、就労状況と高年齢

者雇用安定法）
４．高齢者と生活環境（高齢者の住環境、高齢者居住法、バリアフリー法）
５．高齢者の社会的脆弱性（被害者としての状況、高齢者と人権擁護、高齢者虐待防止法）
６．高齢者福祉制度の発展過程�
７．高齢者福祉制度の発展過程�
８．介護保険法の概要１（制度の目的、保険者と被保険者、財源の仕組み、要介護認定など）
９．介護保険法の概要２（介護保険サービスの種類と内容、利用と仕組みなど）
１０．介護報酬の概要
１１．介護保険法における組織及び団体の役割と実際
１２．介護保険法における専門職の役割と実際
１３．介護保険法におけるネットワーキングと実際
１４．地域包括支援センター
１５．老人福祉法
試験

［準備学習］

各単元を学生が事前学習してあることを前提に、授業を進めるので予習は必須である。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

新エッセンシャル老人福祉論 高齢者に対する支援
と介護保険制度（みらい）

（試験やレポートの評価基準など）
出席：１０％
レポート：２０％
期末試験：７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

障害者福祉論� （ 講義・演習・実習 ） 香川スミ子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

・障害者の生活実態とこれを取り巻く社会情勢や福祉介護需要（地域移行や就労の実態を含む）について
理解する。

・障害者福祉制度の発展過程について理解する。
・相談援助活動において必要となる障害者自立支援法や障害者の福祉・介護に係わる他の法制度について
理解する。

［授業全体の内容の概要］

・事例や統計資料をもとに障害者の生活実態と取り巻く社会情勢、福祉介護需要について理解させる。障
害者福祉制度の発達過程とともに、相談援助活動において必要となる障害者自立支援法について多面的
な知識を身につけさせる。さらに障害者の福祉・介護に係わる他の法制度について理解させる。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

・障害者の生活実態と社会情勢、福祉介護需要、障害者福祉制度の発展過程を理解する。障害者の福祉・
介護に係わる障害者自立支援法の運用の実際、身体障害者福祉法、知的障害者福祉法等の他の法制度に
ついて理解する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．障害者の生活実態とこれを取り巻く社会情勢、福祉・介護需要
２．障害者福祉制度の発展過程
３．障害者自立支援法
４．障害者自立支援法における組織及び団体の役割と実際
５．障害者自立支援法における専門職の役割と実際
６．障害者自立支援法における多職種連携、ネットワーキングと実際
７．相談支援事業の役割と実際
８．身体障害者福祉法
９．知的障害者福祉法
１０．精神保健及び精神障害者福祉に関する法律
１１．発達障害者支援法
１２．障害者基本法
１３．心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等に関する法律
１４．高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律
１５．障害者の雇用の促進等に関する法律
試験

［準備学習］

新聞やテレビ等で報道される、あるいは特集、番組で取り上げられる、障害のある人や子ども、家族の
問題に関心を持ち、積極的に視聴し考えること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

障害者に対する支援と障害者自立支援制度
ミネルヴァ書房、２０１０

期末試験 １００％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

児童福祉論� （ 講義・演習・実習 ） 畑岡 隆
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

・児童・家庭の生活実態とこれを取り巻く社会情勢、福祉需要（子育て、一人親家庭、児童虐待及び家庭
内暴力〔D．V．〕の実態含む）について理解する。

・児童・家庭福祉制度の発展過程について理解する。
・児童の権利について理解する。
・相談援助活動において必要となる児童・家庭福祉制度や児童・家庭福祉に係る他の法制度について理解する。
［授業全体の内容の概要］

・TV・新聞等の報道を題材に児童・家庭の生活実態と社会情勢および福祉需要の実態を理解させる。児
童の権利とは何かを考え、児童・家庭福祉制度の発展過程について理解し、相談援助事例をもとに、必
要となる児童・家庭福祉制度や児童・家庭福祉に係る他の法制度について理解させる。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

・児童・家庭の生活実態と社会情勢、福祉需要、児童の権利を理解する。また、児童・家庭福祉制度の発
達過程、および、相談援助活動において必要な児童福祉法、児童虐待防止法、D．V．法、母子及び寡婦
福祉法等の児童・家庭福祉に係る法制度について理解する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．児童・家庭の生活実態とこれを取り巻く社会情勢、福祉需要（一人親家庭、児童虐待及
び家庭内暴力［D．V．］、地域における子育て支援及び青少年育成の実態を含む）と実際

２．児童・家庭福祉制度の発展過程
３．児童の定義と権利
４．児童福祉法
５．児童虐待の防止等に関する法律（児童虐待防止法）
６．配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（D．V．法）
７．母子及び寡婦福祉法・母子保健法
８．児童手当法・児童扶養手当法
９．特別児童扶養手当等の支給に関する法律
１０．次世代育成支援対策推進法
１１．少子化社会対策基本法
１２．売春防止法
１３．児童・家庭福祉制度における組織及び団体の役割と実際
１４．児童・家庭福祉制度における専門職の役割と実際・多職種連携・ネットワーキング
１５．児童相談所の役割と実際
試験

［準備学習］

１．新聞、テレビ、インターネット等で、子どもや家庭についての報道・ニュースがあれば、その都度見
て、考える習慣をつける。

２．授業内容は継続しているので、授業のあと、配布資料等を読み直しておく。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

坂本健編『子ども家庭福祉論』大学図書出版 期末試験 １００％
ただし、全回出席の場合１０点、欠席１回の場合に
５点を加える。また、任意提出の自主レポートと、
授業内の小問の得点を加える。
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

相談援助の理論と方法� （ 講義・演習・実習 ） 矢野 知彦
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

・相談援助における人と環境との交互作用に関する理論について理解する。
・相談援助の対象と様々な実践モデルについて理解する。
・相談援助における事例分析の意義や方法について理解する。
［授業全体の内容の概要］

講義形式で授業を行い、援助活動として有効な援助方法を理解する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

一般システム理論を援用したインターフェースに介入していく交互作用の在り方について理解し、同時
にエンパワメントアプローチさらにはジェネリックソーシャルワークに至るまでどのように援助モデルは
変遷したのかを理解する。またそこにおける対象者に対する援助者観について理解する。さらにネットワ
ーキングの在り方も合わせて理解する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．人と環境の相互作用�
ホメオスタシスからオートポイエーシスに至る一般システム論の変遷について

２．人と環境の相互作用� 生態学的視点に基づく援助観、エコシステム論について
３．相談援助の対象者の変遷
ワーカビリティーに基づく援助者の利用者に対する対象者観から、インフォームド・コ
オペレーションにおける生活協同者としての対象者観に至る変遷について

４．医学モデルと生活モデルについて
５．心理社会的アプローチと機能的アプローチについて
６．問題解決アプローチと課題中心アプローチについて
７．危機介入―アウトリーチと行動変容アプローチについて
８．ストレングスモデルとエンパワメントアプローチ
９．ナラティブアプローチについて
１０．ジェネリックソーシャルワークについて� 概説
１１．ジェネリックソーシャルワークについて� ミクロ・メゾ・マクロソーシャルワークの

視点
１２．ネットワーキングについて� 意義と目的
１３．ネットワーキングについて� 方法とケアカンファレンスについて
１４．相談援助における社会資源の活用・調整・方法について
１５．ケースマネジメントについて・総括
試験

［準備学習］

「相談援助の基盤と専門職」を復習し、ジェネラリスト・ソーシャルワークについてよく理解しておく
こと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

新・社会福祉士養成講座『相談援助の理論と方法�』
中央法規

出席 ３０％
定期試験 ７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

相談援助演習� （ 講義・演習・実習 ） 寺島 彰・工藤裕美
宮寺由佳・矢野知彦

授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 ２年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］
相談援助の知識と技術に係る他の科目との関連性も視野にいれつつ、社会福祉士に求められる相談援助に係る知
識と技術について、以下に掲げる方法（��）を用いて、実践的に習得するとともに、専門的援助技術として概念
化・理論化し体系立てていくことができる能力を涵養する。
�総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。
�個別指導並びに集団指導を通して、具体的な援助場面を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中心とする
演習形態により行う。

［授業全体の内容の概要］
相談援助演習全過程（�～�）を通して、ミクロ・メゾ・マクロにわたる社会福祉の対象（個人・集団・組織・
地域）を観察－理解－分析して体験的に対象を理解する。また、自己の傾向・特徴に気づき自己理解を深める。
相談援助演習�では自己理解と並行して他者理解の手段である面接の基本的技法を学習する。
�自己覚知 �基本的なコミュニケーション技術の習得 �基本的な面接技術の習得 �価値・倫理の理解
［授業修了時の達成課題（到達目標）］
相談援助実習に先立つ総合福祉基礎実習に備え、自己理解・他者理解を深め、自分の考えを自分の言葉で述べる
という自立・自律的取り組み態度を目指す。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．自己理解と自己覚知�
２．自己理解と自己覚知�
３．他者理解と観察�
４．他者理解と観察�
５．対象を観察し、理解し、分析し、アセスメントする�
６．対象を観察し、理解し、分析し、アセスメントする�
７．対象を観察し、理解し、分析し、アセスメントする�
８．コミュニケーションについて
９．基本的なコミュニケーション技術について�
１０．基本的なコミュニケーション技術について�
１１．面接について
１２．基本的面接技術について
１３．支援における価値と倫理について�
１４．支援における価値と倫理について�
１５．まとめと振り返り
レポート等

［準備学習］

社会福祉領域の利用者の権利侵害について報道された事案に興味・関心を持ち、自分なりの見解を持っ
ておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

白澤政和・福山和女・石川久展『社会福祉士相談援
助演習』中央法規出版、２００９

出席状況３０％、演習での取り組み態度・提出物３０％、
期末レポート４０％で総合的に評価する。
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

総合福祉基礎実習 （ 講義・演習・実習 ） 工藤裕美・宮寺由佳
矢野知彦・山浦君枝

授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ９０時間・２単位 ２年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］
総合福祉基礎実習では、１年次の基礎的な学習をふまえて、利用者との人間的なふれあいを通じ、福祉の現場を体験的に
理解することにより、自らの進路や将来の方向性を考えるための指針を得るとともに、相談援助実習に対する学習意欲を高
める。社会福祉士の受験資格取得を希望する学生は、必ず修得する。
［授業全体の内容の概要］
�実習前指導：学外実習にむけてのガイダンス、実習の基本的態度の形成と実習先についての基本的知識の習得など。�
学外実習：高齢者や障害者の生活施設において５日間の実習。�実習後指導：実習報告のまとめと発表。実習体験を基に生
活施設におけるソーシャルワークの実際について学習し、３年次における相談援助実習の課題を見出す。�実習配属先は、
大学が決定する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］
学外実習：�生活施設としての社会福祉施設の事業内容や地域社会における役割を学ぶ。�実習先職員および利用者との
コミュニケーションをはかり信頼関係を作る。�利用者への初歩的な介護を通して、ケアワーカー業務について理解する。
�利用者とのかかわりの中から、利用者の心理を理解し、生活ニーズを把握する。社会福祉実践についての問題意識を深め、
３年次における相談援助実習の各自の学習計画が自主的に立てられるよう、学習の自律性を身につける。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

〈実習指導〉
１．実習の目的と意義、学外実習と実習指導の進め方
２．実習ガイダンス、事務手続きの説明、事前訪問、実習手引きや記録の活用
３．実習生としての基本的態度の形成� 社会人としてのマナーと職業倫理
４．実習生としての基本的態度の形成� 実習生としての心得、自己覚知
５．スーパービジョンの理解と実習記録の書き方
６．実習先施設についての基本的知識� 施設の役割と機能、施設サービスの概要
７．実習先施設についての基本的知識� 利用者の福祉ニーズ理解と専門的援助
８．現場ソーシャルワーカーによる特別講義とレポート作成�
９．現場ソーシャルワーカーによる特別講義とレポート作成�
１０．ソーシャルワークにおける対象者理解� 福祉固有の視点で対象者を理解するとは
１１．ソーシャルワークにおける対象者理解� 対象者との信頼関係の樹立とコミュニケーシ

ョン技術
１２．現場ソーシャルワーカーによる特別講義とレポート作成�
１３．現場ソーシャルワーカーによる特別講義とレポート作成�
１４．実習報告書の作成
１５．実習報告会
〈学外実習〉
履修者は１１～１２月の間、５日間の社会福祉施設での実習を行う。内容は、各施設の実習担
当者との協議による実習プログラムによる。
実習配属先は、大学が決定する。

［準備学習］
夏期休業中に�ボランティアを２ヶ所の施設・機関で行い、感想文を提出すること。�ボランティアが

１ヶ所の場合、後日、指定された文献を読み、それぞれの感想文を提出すること。実習前・実習後指導で
は予習→授業→復習を、実習中は事前準備→実習→振り返りを繰り返すことにより、授業修了時までに達
成課題を遂行すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

テキスト：
浦和大学総合福祉学部『２０１１年度総合福祉基礎実習
の手引き』

参考文献：随時紹介

出席・取組み態度 ３０～４０％
施設評価 ２０％
実習記録 ２０％
提出物 ２０～３０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

老人福祉論� （ 講義・演習・実習 ） 村橋 功
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

老人福祉論�で学んだ高齢者福祉についての知識を総合福祉基礎実習や相談援助演習での学習と交差さ
せて応用できる知識に発展させていく。高齢者の具体的な生活事例から地域におけるサービス体系を捉え
ていくことで、利用者の視点にたった高齢者福祉論を学んでいく
［授業全体の内容の概要］

前半は、総合福祉基礎実習の学外学習で求められる知識について、老人福祉論�で学んだ介護保険制度
の復習を行い、実習施設についての理解（施設の役割機能、職員の専門性、提供されるサービス、利用者
理解）を深める。後半は、具体的な高齢者への相談活動の事例を通じて、高齢者の生活ニーズと社会サー
ビスとがどのようにつながっていくことができるのか学ぶ。最後に、毎年度の変化が大きい高齢者福祉の
動向について情報の整理を行う
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

社会福祉士の視点に立ち高齢者の福祉の現状が理解できるようにする

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

総合福祉基礎実習における必要な知識
１．地域における高齢者福祉サービスの体系
２．特別養護老人ホームの役割と機能
３．老人デイサービスセンターの役割と機能
４．自宅で暮らす要介護高齢者のニーズ理解
５．施設で暮らす要介護高齢者のニーズ理解
６．家族介護者のニーズ理解
高齢者への相談援助活動
７．高齢者支援におけるケアマネジメントの意義
８．一人暮らし高齢者への相談援助活動
９．高齢者世帯への相談援助活動
１０．要介護高齢者への相談援助活動
１１．認知症高齢者への相談援助活動
１２．家族への相談援助活動
高齢者を取り巻く国内外の動向
１３．本年度の高齢者対策の動向
１４．海外の高齢者福祉事情
１５．社会福祉士国家試験問題の傾向と対策
試験

［準備学習］

総合福祉基礎実習、相談援助演習など関連科目についても事前学習をして授業に臨むこと。予習は必須
である。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

新エッセンシャル老人福祉論 高齢者に対する支援
と介護保険制度（みらい）

（試験やレポートの評価基準など）
出席：１０％
レポート：２０％
期末試験：７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

障害者福祉論� （ 講義・演習・実習 ） 香川スミ子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

１．障害者福祉のサービス体系を理解する。
２．民間活動及び民間サービスの意味とその現状について理解させる。
３．障害者福祉の関連分野の理解と、それらの連携によるサービス提供のあり方について理解する。
４．障害者についての相談援助活動を理解する。
［授業全体の内容の概要］

障害者福祉の法制度や支援サービスの現状を知り、その課題を理解する。また、障害者や家族の生活ニ
ーズに対する相談援助事例とともに、他職種および関連分野との連携について学ぶ。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

障害者福祉の法制度や支援サービスの現状と課題を知り、主体的に係わろうとする。また、障害者の生
活ニーズに対して、どのような支援が組み立てられるかを考える。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．障害者福祉サービスの体系と内容（障害児）
２．身体障害者
３．身体障害者
４．知的障害者
５．精神障害者・難病
６．障害者福祉の関連施策（保健・医療、教育）
７．障害者福祉の関連施策（雇用・就労、年金・手当）
８．障害者福祉の関連施策（住宅・生活環境）
９．民間活動及び民間サービスの役割と意義及びその現状
１０．障害者福祉及び関連分野の組織・専門職及びその連携のあり方（組織・専門職）
１１．連携のあり方
１２．障害者福祉の相談援助活動の基本理念
１３．施設利用者の援助事例
１４．相談援助事例
１５．まとめ
試験

［準備学習］

新聞やテレビ等で報道される、あるいは特集、番組で取り上げられる、障害のある人や子ども、家族の
問題に関心を持ち、積極的に視聴し考えること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

障害者に対する支援と障害者自立支援制度
ミネルヴァ書房、２０１０

期末試験 １００％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

公的扶助論 （ 講義・演習・実習 ） 宮寺 由佳
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

・低所得階層の生活実態とこれを取り巻く社会情勢、福祉需要とその実態について理解する。
・相談援助活動において必要となる生活保護制度に係る他の法制度について理解する。
・自立支援プログラムの意義とその実際について理解する。
［授業全体の内容の概要］

低所得者対策および支援に関する歴史的発展を概観した上で、現代社会における公的扶助の理念や意義
について学ぶ。とくに生活保護制度に焦点をあて、その位置づけや制度内容を学んだ上で、生活保護制度
に関連する現在の問題を事例的に取り上げて検討をおこなっていく。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

公的扶助の意義および我が国の生活保護制度のしくみ、及び生活保護関連分野の組織、特に生活保護行
政の組織と運営についての理解と知識を身につける。また被保護層の生活実態と生活保護行政の課題、被
保護世帯の自立支援についての理解を深める。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．公的扶助の概念と役割
２．低所得階層の生活実態とこれを取り巻く社会情勢、福祉需要と実際
３．生活保護制度の概要�（目的と基本原理、保護の諸原則）
４．生活保護制度の概要�（保護の種類と内容、実施機関と実施体制）
５．生活保護制度の概要�（保護の財源、被保護者の権利及び義務など）
６．生活保護の動向
７．生活保護制度における組織及び団体の役割と実際
８．生活保護制度における専門職の役割と実際
９．生活保護制度における他職種連携、ネットワーキングと実際
１０．福祉事務所の役割と実際
１１．自立支援プログラムの意義と実際
１２．低所得者対策
１３．低所得者へ住宅政策
１４．ホームレス対策（埼玉県の取り組みを事例として）
１５．まとめ
試験・レポート等

［準備学習］

事前学習では、シラバスに即したテキストの学習と関連ニュースを理解し、自らの意見をまとめておく
こと。事後学習は、前回の講義内容を十分復習すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

『公的扶助論―低所得者に対する支援と生活保護制
度』ミネルヴァ

出席 ５％
提出物 ５％
ミニテスト １０％
期末試験 ８０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

社会保障論� （ 講義・演習・実習 ） 海野恵美子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

病気・障害・老齢・失業・労災等による日常生活上のリスクが重大な生活困難・困窮を生まないように
予防的な、あるいはそれが生じた場合に事後的な生活保障として、主には公的責任で健康で文化的な最低
限度の生活を総合的に保障するのが社会保障制度である。社会保障論�の総論的内容と併せて、社会保障
論�では各論的内容を理解し、社会保障についての基本的知識を修得することが本講義の目的である。こ
れによって、社会福祉士資格取得者が利用者支援のために様々な社会保障制度を社会資源として活用でき
るようにすることが本講義のねらいである。
［授業全体の内容の概要］

・日本の社会保障制度の体系と概要について理解する。
・日本の社会保険制度の具体的内容について理解する。
・諸外国における社会保障制度の概要について理解する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

・日本の社会保障制度の体系と概要や具体的内容についての基本的知識を修得する。
・諸外国における社会保障制度の概要についての基本的知識を修得する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

授業の日程と各回のテーマ・内容は以下の通りで、授業方法は、各回、プリントを配布し
たり、社会保障の観点から、具体的事例を映像教材や新聞記事等の活用によって検討する。
１．社会保障制度の体系と概要―社会保険（年金・医療・介護・労災・雇用各保険）・社会
福祉・生活保護・社会手当各制度の概要�

２．社会保障制度の体系と概要―社会保険（年金・医療・介護・労災・雇用各保険）・社会
福祉・生活保護・社会手当各制度の概要�

３．年金保険制度の具体的内容�
４．年金保険制度の具体的内容�
５．年金保険制度の具体的内容�
６．医療保険制度の具体的内容�
７．医療保険制度の具体的内容�
８．医療保険制度の具体的内容�
９．介護保険制度の具体的内容�
１０．介護保険制度の具体的内容�
１１．労災補償保険制度の具体的内容
１２．雇用保険制度の具体的内容
１３．諸外国における社会保障制度の概要�
１４．諸外国における社会保障制度の概要�
１５．まとめ
試験・レポート

［準備学習］

予習→授業→復習を繰り返すことにより、授業修了時までに社会保障についての基本的知識を修得する
とともに、問題意識や関心を深めること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
社会福祉士養成講座編集委員会編『社会保障』

（中央法規、２０１０）
（参考文献）
同上編『社会保障』（ミネルヴァ書房、２００９）
その他：講義中に適宜紹介。

平常点（出席：２０％、提出物：２０％） ４０％
期末試験 ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

地域福祉論� （ 講義・演習・実習 ） 井岡由美子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

・地域福祉の基本的考え方に基づき、地域福祉を推進するための方法とその実際について理解する。
・地域福祉に係る組織、団体及び専門職の役割と実際の地域活動について理解する。
・地域社会におけるネットワーキング（他職種・他機関との連携を含む。）の意義と方法及びその実際に
ついて理解する。

・以上を総称して、地域福祉を推進するための方法としてコミュニティソーシャルワークを中心にその実
際のありかたを理解する。

［授業全体の内容の概要］

上記ねらいに沿って地域福祉の基本的考え方と歴史的・政策的過程を踏まえて、地域福祉の推進を図る
ための方法としてのコミュニティソーシャルワークを中心とした内容について学ぶ。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

地域福祉とその推進が、なぜ今日の社会福祉の中心となって来たのか、歴史的意義と合わせて具体的推
進方法としてのコミュニティソーシャルワークと自治体・関係組織・団体・専門職・住民の役割・機能を
理解する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．地域福祉の推進について（オリエンテーションと前期の復習）
２．ネットワーキング（人・もの・資金・情報等）の意義と実際
３．コミュニティソーシャルワークの意義と原則
４．コミュニティソーシャルワークの内容� ソーシャルワークの原則との関係
５．コミュニティソーシャルワークの内容� コミュニティワークとの関係
６．コミュニティソーシャルワークの内容� ケアマネジメントとの関係
７．地域における社会資源の活用と方法� 社会資源（人・物・資金・情報）の理解
８．地域における社会資源の活用と方法� 住民主体とマンパワー
９．地域における社会資源の活用と方法� 福祉情報システムの構築と必要性
１０．地域における社会資源の活用・調整とその実際（事例を通して）
１１．ソーシャルアクションと社会資源の開発の意義と目的（コミュニティソーシャルワーカ

ーの役割を含む）
１２．地域トータルケアシステムの構築方法と実際�

地域における福祉ニーズ（生活課題）の質量把握とその解決のための地域における仕組
みづくり

１３．地域トータルケアシステムの構築方法と実際� ニーズ把握とサービス提供の実際
１４．地域における福祉サービスの評価方法と実際 さまざまな評価法と第三者評価
１５．授業のまとめ
試験
［授業方法］

教科書ならびにプリントによる講義形式で実施する。

［準備学習］

授業で配布するプリントやワークシートを利用して、各自準備学習に取り組むこと。さらに授業で学ん
だ内容をワークシートに記入し、ファイルにつづり、ノート整理をして次の授業に備える。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

新・社会福祉士養成講座「地域福祉の理論と方法」
中央法規
授業で配布するプリント

期末試験：９０％
提出物：５％
出席状況：５％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

ジェンダーと社会福祉 （ 講義・演習・実習 ） 松村真木子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

ジェンダーの視点から現代日本の社会福祉制度を考える。社会福祉制度に関する法に基づき、社会にお
ける実態と問題点を理解し、公的支援制度および民間の支援策を学習する。
［授業全体の内容の概要］

社会福祉制度の根拠となる法制度および社会における公的支援制度および民間の支援策について具体的
に学習する。ジェンダーの視点から現代社会の実態と制度の問題点を議論する。具体的な事例について、
新聞記事やビデオで学習する。
各回、授業終了時に感想文を提出する。次の授業で、各自の意見、感想についてフィードバックする。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

現代社会における社会福祉について、ジェンダーの視点を持つことで柔軟に考えることができるように
なる。社会福祉制度の根拠となる法制度および社会における公的制度と民間の支援策を理解する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ジェンダーと社会福祉 売春防止法から男女共同参画社会へ
２．ジェンダーの定義 多様な性 差別を見抜くジェンダーの視点の重要性
３．男女共同参画社会基本法成立まで
４．男女共同参画社会基本法の意義
５．男女共同参画社会の現在
６．ジェンダーで考えるひとり親家庭 母子家庭・父子家庭それぞれの問題
７．母と子の権利 母子寡婦福祉法 多様な支援策
８．問題のある家族 家族支援策 専門員のいる相談所 支援を受ける側と援助者
９．諸外国における家族支援政策
１０．ジェンダーで考える児童虐待 実態・問題点・支援策
１１．生まれる命 生殖医療とコウノトリのゆりかご
１２．児童福祉法に基づく母子生活支援施設 支援を受ける側と援助者
１３．雇用機会均等法の成立と改正・ワークライフバランス
１４．働く母親支援政策 育児・介護休業法 保育政策
１５．ジェンダーと基本的人権 個人を大切にする視点
試験

［準備学習］

現代社会における問題に関心を持ち、ニュースや新聞を読みましょう。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］
使用テキスト無し、各回必要に応じてプリントを配布する。参考文
献は以下に示す。
『ジェンダーで読む２１世紀の福祉政策』杉本貴代栄（有斐閣）／『は
じめて学ぶジェンダー論』伊田広行（大月書店）／『男女共同参画
社会が問いかけるもの』伊藤公雄（インパクト出版会）／『新しい
ソーシャルワーク入門』河野貴代美・杉本貴代栄（学陽書房）／『福
祉国家とジェンダー』大沢真理（明石書店）

各回授業の感想文提出：３５％
試験：６５％
合計：１００％で評価する。
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

医療福祉論 （ 講義・演習・実習 ） 矢野 知彦
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

・医療ソーシャルワーカーにとって必要となる医療保険制度（診療報酬に関する内容を含む）や保健医療
サービスについて理解する。

・保健医療サービスにおける専門職の役割を把握し、医療機関内においてはコメディカルとしての在り方、
地域においては保健・福祉サービス関係者との連携・多職種恊働の在り方について学ぶ。

［授業全体の内容の概要］

相談事例等を取り上げ、講義中心に行う。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

医療福祉に存在する課題を理解し、医療ソーシャルワークについて理解を深め、医療福祉分野において
即戦力となる専門家を養成していくこと。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．医療保険制度の概要並びに医療制度の動向について
２．診療報酬制度の概要について医療施設の概要等について
３．保健医療サービスにおける専門職の役割と実際�
４．保健医療サービスにおける専門職の役割と実際� 旧・新医療ソーシャルワーカ

ー業務指針からみた医療ソーシャルワーカーの役割の推移
５．保健医療サービス関係者との連携と実際� 医療機関内における連携の在り方
６．保健医療サービスにおける専門職の役割と実際� 地域における他職種との連携

の在り方
７．ターミナルケアにおける医療ソーシャルワーカーの役割と実際
８．事例検討�
９．事例検討�
１０．事例検討�
１１．事例検討�
１２．医療ソーシャルワーカーに求められるアセスメントの在り方
１３．医療ソーシャルワーカーに求められる倫理観と病院憲章について
１４．社会福祉士からみる医療ソーシャルワーカーの在り方について
１５．総括
定期試験

［準備学習］

医療事故について報道された事案に興味・関心を持ち、自分なりの見解を持っておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

新・社会福祉士養成講座『保健医療サービス』
中央法規

出席 ３０％
期末試験 ７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

福祉行財政と福祉計画 （ 講義・演習・実習 ） 宮寺 由佳
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

・福祉の行財政の実施体制（国・都道府県・市町村の役割、国と地方の関係、財源、組織及び団体、専門
職の役割を含む）について理解する。

・福祉行財政の実際について理解する。
・福祉計画の意義や目的、主体、方法、留意点について理解する。
［授業全体の内容の概要］

福祉行政の実施体制とその役割を理解した上で、福祉行政を担うそれぞれの主体が、複雑化、多様化す
る福祉問題にどのように対応するのか、その課題と展望を検討していく。市町村地域福祉計画などを具体
的に取り上げ、福祉計画の特質及び必要性及び計画策定における住民参加の方式について学ぶと共にその
技術的側面についても習得する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

社会福祉行政における行財政及び福祉計画の理論と実際を理解する。福祉行政に関わる多様な主体の役
割と連携のあり方について理解を深める。福祉計画策定の背後にある考え方、その過程と実施について理
解する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．福祉行政の歴史・制度の歩み
２．福祉行政の実施体制�（国）
３．福祉行政の実施体制�（地方自治体）
４．福祉財政の構造�（国）
５．福祉財政の構造�（地方自治体）
６．福祉行政の組織及び団体の役割�（福祉事務所、児童相談所、婦人相談所）
７．福祉行政の組織及び団体の役割�（身体障害者更生相談所、知的障害者更生相談

所、地域包括支援センター）
８．福祉行政における専門職の役割と連携
９．福祉計画の意義と目的
１０．福祉計画における住民参加の意義と方法
１１．福祉計画の主体と計画の種類
１２．福祉計画の策定過程と方法
１３．福祉計画の評価
１４．福祉計画の実際
１５．まとめ
試験・レポート等

［準備学習］

事前学習では、シラバスに即したテキストの学習と、自分の住む自治体の福祉行政の実施体制や財政、
福祉計画について、ホームページ等で調べ、まとめておくこと。事後学習は、前回の講義内容を十分復習
すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

『福祉行財政と福祉計画』中央法規 出席 ５％
提出物 ５％
ミニテスト １０％
期末試験 ８０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

障害児療育論 （ 講義・演習・実習 ） 香川スミ子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

障害の種類や程度、発達の特徴及び医療や福祉・教育領域の支援方法を知ることにより心身に障害を持
つ子どもについて理解を深める。

［授業全体の内容の概要］

１．障害の概念や医療・福祉・教育の仕組みを知る。
２．障害の違いによる発達の特徴や支援方法を知る。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

障害を持つ子どもについての正しい理解を深め、心のバリアを取り除き、障害児者のノーマライゼーシ
ョンを推進する役割を担う。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．「障害」とは何か
２．「療育」とは何か
３．「視覚障害児」の療育（その１）
４．「視覚障害児」の療育（その２）
５．「肢体不自由児」の療育（その１）
６．「肢体不自由児」の療育（その２）
７．「聴覚障害児」の療育（その１）
８．「聴覚障害児」の療育（その２）
９．「知的障害児」の療育（その１）
１０．「知的障害児」の療育（その２）
１１．「情緒障害児」の療育（その１）
１２．「情緒障害児」の療育（その２）
１３．「重症心身障害児」の療育（その１）
１４．「重症心身障害児」の療育（その２）
１５．まとめ
試験

［準備学習］

発達と障害を考える本（ミネルヴァ書房）シリーズは、障害のある子どもたちの特徴や問題の本質を広
く正しくそして易しく伝える書籍である。是非読んで、授業時等に疑問点を質問して欲しい。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

授業時配布資料、視聴覚教材
田淵優『新版 障害児の保育と教育』

建帛社 平成１２年
齋藤友介他編『大学生のための福祉教育入門』

ナカニシヤ出版 平成２１年

毎回のレポート内容 ７０％
期末試験 ３０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

社会福祉史 （ 講義・演習・実習 ） 宮寺 由佳
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

社会福祉の歴史を学ぶ意義や歴史の基本的な事柄を学び、社会福祉を歴史的な視点から把握することの
意味を見出し、社会福祉への理解を深める。

［授業全体の内容の概要］

資本主義諸国における社会福祉史の典型としてのイギリスと日本の歴史を取り上げ、社会福祉問題がど
のように生成したのか、それに対して施策がどのように展開したのかを学んでいく。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

社会福祉の歴史の基本的な知識を身につけること、社会福祉の制度・政策の理解を社会的背景や社会的
思想と結びつけて理解できることを到達目標とする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．社会福祉の歴史を学ぶ意義
２．イギリスの封建社会の貧困救済
３．イギリスの救貧法の成立と展開
４．イギリスの資本主義の発展と形成過程～貧困調査と救貧法
５．イギリスの福祉国家形成の形成過程
６．日本の第２次世界大戦前の慈善・社会事業�
―古代社会から中世・近代社会の慈善救済

７．日本の第２次世界大戦前の慈善・社会事業�
―大正時代の社会事業（背景と事業内容）

８．日本の第２次世界大戦前の慈善・社会事業�
―大正時代の社会事業（救貧法の制定と実施）

９．日本の戦時体制下の社会福祉
１０．日本の第２次世界大戦後の社会福祉�―占領期の社会福祉
１１．日本の第２次世界大戦後の社会福祉�―高度経済成長期の社会福祉
１２．日本の第２次世界大戦後の社会福祉�―社会保障運動の展開と１９８０年代の動き
１３．日本の社会福祉計画化の時代
１４．社会福祉基礎構造改革以降の動き
１５．まとめ―イギリスと日本の社会福祉史の特質
試験

［準備学習］

社会福祉の歴史を理解するために、日本史の各時代における政治・経済・文化の動向を事前に学習して
おくこと。また、前回の講義の内容を十分に復習すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

金子光一『社会福祉のあゆみ』有斐閣 出席 ５％
提出物 ５％
ミニテスト １０％
期末試験 ８０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

就労支援サービス （ 講義・演習・実習 ） 寺島 彰
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 １５時間・１単位 ４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

・相談援助活動において必要となる各種の就労支援制度について理解する。
・就労支援に係る組織、団体および専門職について理解する。
・就労支援分野との連携について理解する。

［授業全体の内容の概要］

・就労支援について学ぶとともに、就業生活維持の支援も行えるように相談機関の連携の方策や地域生活
ネットワークについても学ぶ。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

・将来、生活困窮者や障害者など就労支援が必要なあらゆる人々の支援がおこなえるような人材の育成を
目指す。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．労働とは 就労支援とは？
２．社会と労働
３．労働に関する法律・制度
４．障害者就労支援 １ 制度
５．障害者就労支援 ２ 現状と諸問題
６．相談支援とは
７．障害者就労支援の事例検討
８．生活保護制度における 就労支援
９．その他支援が必要な人々
１０．生活困窮者就労支援の事例検討
１１．就労支援における専門職の役割
１２．就労支援における連携
１３．SWの実際の仕事と事例検討
１４．まとめと国試対策 １
１５．まとめと国試対策 ２
試験・レポート等

［準備学習］

日常生活において問題意識をもって生活し、日頃から学習して出席することが望ましい。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

テキスト：
中央法規「就労支援サービス」

試験：５０％
出席：１０％
授業態度：２０％
課題：２０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

権利擁護と成年後見制度 （ 講義・演習・実習 ）
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

・相談援助と法（日本国憲法の基本原理、民法・行政法の理解を含む）との関わりについて理解する。
・相談援助において必要となる成年後見制度（後見人等の役割を含む）について理解する。
・社会的排除や虐待などの権利侵害や認知症などの日常生活上の支援が必要な者に対する権利擁護活動の
実際について理解する。

［授業全体の内容の概要］

障害者や高齢者の福祉サービス利用者が侵害されやすい権利について理解するとともに権利侵害から利
用者を守る成年後見制度について学ぶ。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

日本国憲法の基本原理を踏まえ人権について理解し、権利擁護活動が実践できるよう基本を身につける。
成年後見制度を理解し展開するための基本を身につける。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．相談援助と法� 相談援助活動における法律問題
２．相談援助と法� 日本国憲法の基本原理の理解
３．相談援助と法� 民法の理解
４．成年後見制度� 成年後見の概要・保佐の概要・補助の概要・任意後見
５．成年後見制度� 民法における親権や扶養の概要
６．成年後見制度� 成年後見制度の最近の動向
７．日常生活自立支援事業の概要
８．成年後見制度利用支援事業の概要 効果測定のためのレポート課題（内容については、当日提示）
９．権利擁護に係わる組織、団体の役割と実際� 家庭裁判所の役割・法務局の役割・市町村の役

割（市町村長申立）
１０．権利擁護に係わる組織、団体の役割と実際� 弁護士の役割・司法書士の役割・社会福祉士の

活動の実際
１１．権利擁護活動の実際� 認知症を有する者への支援の実際・消費者被害を受けた者への対応の

実際
１２．権利擁護活動の実際� 被虐待児・者（高齢者を含む）への対応の実際・アルコール等依存症

への対応の実際
１３．権利擁護活動の実際� 非行少年への対応の実際・ホームレスへの対応の実際
１４．権利擁護活動の実際� 多問題重複ケースへの対応の実際・障害者・児への支援の実際
１５．権利擁護システム・制度における課題・総括
試験・レポート等：筆記試験と中間で効果測定のためのレポート課題を実施

［準備学習］

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
社会福祉士養成講座編集委員会編『権利擁護と成年後見
制度』新・社会福祉士養成講座１９ 中央法規出版 ２００９年
（参考文献）
�日本社会福祉士会編『権利擁護と成年後見実践』民事
法研究会 ２００９年

筆記試験・レポート６０％、授業態度１０％、出席状
況３０％を考慮して総合的に評価する
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

社会調査の基礎 （ 講義・演習・実習 ） 宮寺 由佳
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

・社会調査の意義と目的及び方法の概念について理解する。
・統計法の概要、社会調査における倫理や個人情報保護について理解する。
・量的調査の方法及び質的調査の方法について理解する。

［授業全体の内容の概要］

間接援助技術としての「社会調査法（ソーシャル・リサーチ）」について、その意義、歴史的変遷、専
門技術を学ぶ。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

社会福祉の実践に必要な社会調査の意義、方法等について理解し、学生自らが自分の問題として地域生
活の課題をとらえ、解決するために活動することの大切さを具体的に理解する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

�社会調査の意義と目的
１．社会福祉分野における社会調査の意義
２．社会調査の対象
�統計法
３．統計法の概要
�社会調査における倫理
４．社会調査における倫理について
�社会調査における個人情報保護
５．社会調査における個人情報保護について
�量的調査の方法
６．量的調査の調査技術� 全数調査と標本調査
７．量的調査の調査技術� 横断調査と縦断調査
８．量的調査の調査技術	 自計式調査と他計式調査
９．量的調査の調査技術
 質問紙の作成方法と留意点
１０．量的調査の調査技術� 量的調査の集計と分析
�質的調査の方法
１１．質的調査の調査技術� 観察法
１２．質的調査の調査技術� 面接法
１３．質的調査の調査技術	 質的調査のデータの整理と分析

社会調査の実施にあたっての ITの活用方法
１４．社会調査と IT
１５．まとめ
試験・レポート等

［準備学習］

基本統計の基礎を理解しておくことが望ましい。そのため、「統計処理入門」の単位を修得しておくこ
とを前提とする。また、前回の講義の内容を十分に復習すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

『社会調査の基礎』弘文堂 出席 ５％
提出物 ５％
ミニテスト １０％
期末試験 ８０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

更生保護制度 （ 講義・演習・実習 ）
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

８回 １５時間・１単位 ４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

・相談援助活動において必要となる更生保護制度について理解する。
・更生保護を中心に、刑事司法・少年司法分野で活動する組織、団体及び専門職について理解する。
・刑事司法・少年司法分野の他機関等との連携の在り方について理解する。

［授業全体の内容の概要］

更生保護と相談援助。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

犯罪者の社会的回復の支援のあり方を、社会福祉の立場から学習し、司法ソーシャルワークの分野でも
活躍できる人材を育成する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．更生保護制度の概要
２．刑事司法の中の更生保護
３．保護観察、生活環境調整、仮釈放等について
４．更生緊急保護、恩赦について
５．被害者支援と犯罪予防
６．更生保護制度の担い手（保護観察官、保護司、更生保護施設等について）
７．更生保護制度における関係機関・団体との連携（検察庁、裁判所、矯正施設との

連携及び就労支援団体、福祉機関、民間団体との連携）
８．医療観察制度の概要と更生保護における近年の動向と課題
試験・レポート

［準備学習］

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

出席・提出物 ４０％
試験 ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

福祉経営 （ 講義・演習・実習 ） 鈴木みな子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

・福祉サービスに係わる組織や団体（社会福祉法人、医療法人、特定非営利活動法人、営利法人、市民団
体、自治会など）について理解する。

・福祉サービスの組織と経営に係わる基礎理論について理解する。
・福祉サービスの経営と管理運営について理解する。
［授業全体の内容の概要］

わが国の社会福祉事業の発展過程から現在の福祉経営の特徴を理解し、福祉経営を行う上で必要になる
主な要素や福祉経営の社会的責任について事例を紹介しながら講義する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

利用者主体の福祉サービス提供を行い、地域社会に貢献していく社会福祉事業経営を行うための原則を
理解できるようにする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．わが国の社会福祉事業の歴史
２．社会福祉事業における公私関係
３．福祉サービスに係わる組織や団体１（社会福祉法人制度）
４．福祉サービスに係わる組織や団体２（特定非営利活動法人制度）
５．社会福祉事業の経営原則（経営理念、事業者倫理、法令順守など）
６．福祉サービスの組織と経営に係わる基礎理論１（理事会と組織マネジメント）
７．福祉サービスの組織と経営に係わる基礎理論２（運営規定と事業計画）
８．福祉サービス提供組織の経営と実際１（財源と会計）
９．社会福祉施設の年間予算作成体験
１０．福祉サービス提供組織の経営と実際２（人事管理と人材育成）
１１．福祉サービスの管理運営の方法と実際１（職員チームの形成とチームアプローチ）
１２．福祉サービスの管理運営の方法と実際２（業務改善と業務水準の一定化）
１３．福祉サービスの管理運営の方法と実際３（利用契約と苦情対応）
１４．福祉サービスの管理運営の方法と実際４（リスクマネジメント）
１５．福祉サービス第三者評価
授業到達目標達成度判定の筆記試験

［準備学習］

授業の最後に次回の講義内容を予告するので、教科書の該当箇所を予習してから受講し、質問出来るよ
うに準備する。日頃から、福祉サービスに関する報道に目を通す習慣をつけると問題意識が育ち、授業理
解を助け予習復習の機会となる。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

テキスト：「福祉サービスの組織と経営」弘文堂 課題提出：２０％
期末試験：８０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

相談援助の理論と方法� （ 講義・演習・実習 ） 矢野 知彦
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

相談援助の過程とそれに係わる知識と技術について理解する（介護保険法による介護予防サービス計画、
居宅サービス計画や施設サービス計画及び障害者自立支援法によるサービス利用計画についての理解を含む）

［授業全体の内容の概要］

講義形式にて相談援助過程について説明し、事例を基に相談援助過程の分析、さらに援助過程の立案の
在り方について説明し、さらにスーパービジョン、記録（social record）、個人情報の保護と ITの関係性
について理解する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

社会福祉現場実習等において援助過程が立案できる即戦力を養成する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

［含まれるべき事項］相談援助の過程
１．インテークとインテーク前のアプローチについて（ソーシャルインクルージョン）
２．エンゲージメントとアセスメントについて
３．ICに基づくプランニング、インターベンションについて
４．援助と支援における援助者の役割について
５．利用者主体に基づくモニタリング、ターミネーションとエバリュエーション、アフター
ケアについて

６．介護保険法・障害者自立支援法における個別計画の実際について
相談援助における援助関係・面接技法について

７．集団を活用した相談援助について
８．援助関係の意義
９．援助関係の形成方法� 言語的・非言語的コミュニケーション等
１０．援助関係の形成方法� ラポールと自己覚知等
１１．相談援助のための面接技法について
１２．スーパービジョンについて
１３．記録について
１４．個人情報の保護と相談援助における ITの関係性について
１５．総括
試験

［準備学習］

「相談援助の理論と方法Ⅰ」をよく復習し、「国際ソーシャルワーカー連盟（IFSW）のソーシャルワー
クの定義をよく理解しておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

新・社会福祉士養成講座『相談援助の理論と方法�』
中央法規

出席 ３０％
定期試験 ７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

相談援助の理論と方法� （ 講義・演習・実習 ） 矢野 知彦
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ３年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

相談援助の過程とそれに係わる知識と技術について理解する（介護保険法による介護予防サービス計画、
居宅サービス計画や施設サービス計画及び障害者自立支援法によるサービス利用計画についての理解を含
む）
［授業全体の内容の概要］

ケアマネジメントは２１世紀における社会福祉援助技術の分野である。すなわち心身に障害を担う高齢者、
重度の障害者等にかかわる生活支援を、保健・医療・福祉の連携と恊働のもとに行おうとする社会福祉の
制度を理解し実践力を身につける。このため介護保険制度、障害者自立支援法、社会福祉法によって新た
な理念価値のもとに、保健・医療・福祉の統合的な生活支援の展開過程を学ぶ。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

社会福祉における総合福祉の制度的要請であるケアマネジメントの専門的な価値・知識。技法を理解し
実践能力を身につける。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ケアマネジメントの概念
２．高齢者・重度障害者等の担う生活課題について
３．ケアマネジメントにおけるヒューマニティ（人間性）とサイエンス（科学性）に

ついて
４．介護保険法による自立支援の実践における理念価値と実践価値の統合
５．障害者自立支援法等にかかわるケアマネジメントについて
６．ケアマネジメントの展開過程
７．相談・面接の意義と技法
８．ケアプランの作成の意義・目的・方法
９．ケアプランの作成・意義・目的・方法
１０．アセスメントの意義と技法
１１．アセスメントの実践
１２．ケアカンファレンス（サービス担当者会議）の意義・目的・運営の方法等
１３．ケアプラン作成の実践・評価
１４．実践事例から学ぶ
１５．実践事例から学ぶ
〈試験〉

［準備学習］

介護保険制度における介護支援専門員の援助過程を理解しておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（使用テキスト）
『相談援助の理論と方法�』中央法規

（参考文献）
『生活支援の理論と実践』中央法規

期末試験 ７０％
ミニテスト ３０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

相談援助の理論と方法� （ 講義・演習・実習 ） 矢野 知彦
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ３年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

・相談援助の対象とそれに係る様々な実践モデルについて理解する。
・相談援助における事例分析の意義や方法について理解する。
・相談援助の実際（権利擁護活動を含む）について理解する。

［授業全体の内容の概要］

相談援助事例から事例分析の意義、目的、方法について学び、そこから援助モデルを検討していく。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

「事例に始まり、事例に終わる」といった事例分析の重要性を理解し、そこから相談援助者としての総合
的な知識と技術を滋養する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

［含まれるべき事項］
１．事例分析の意義、目的、方法、留意点について
２．事例分析� 認知症高齢者についての事例
３．事例分析� 高齢者虐待の事例
４．事例分析� 精神障害者の社会復帰についての事例
５．事例分析� 身体障害者・高次脳機能障害の就労支援についての事例
６．事例分析� 知的障害者の就労支援についての事例
７．相談援助における社会資源の活用・調整・開発について
８．事例分析� 多問題家族の自立に係る事例
９．事例分析� 児童虐待に関する事例
１０．事例分析	 DVに関する事例
１１．事例分析
 低所得者の自立に係る事例
１２．事例分析� 医療機関でのターミナルケアについての事例
１３．事例分析� 過労死・自殺に関する事例
１４．事例分析
 在日、外国人不当労働者に関する事例
１５．事例分析� まとめ
試験

［準備学習］

ソーシャル・インクルージョンの意味をよく理解しておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

適宜レジュメ等配布する

（参考文献）
「ソーシャルワークの理論と方法�・�」

ミネルヴァ書房

出席 �
�
�
４０％

提出物
試験 ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

相談援助演習� （ 講義・演習・実習 ） 工藤裕美・宮寺由佳・矢野知彦
井岡由美子・山浦君枝

授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 ２年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］
相談援助の知識と技術に係る他の科目との関連性も視野にいれつつ、社会福祉士に求められる相談援助に係る知識と技術に
ついて、以下に掲げる方法（��）を用いて、実践的に習得するとともに、専門的援助技術として概念化・理論化し体系立て
ていくことができる能力を涵養する。
�総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげること。
�個別指導並びに集団指導を通して、具体的な援助場面を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中心とする演習形態に
より行う。
�同時期開講の「総合福祉基礎実習」と併せて実習に備える。
［授業全体の内容の概要］
相談援助演習全過程（�～�）を通して、ミクロ・メゾ・マクロにわたる社会福祉の対象（個人・集団・組織・地域）を観
察－理解－分析して体験的に対象を理解する。また、自己の傾向・特徴に気づき自己理解を深める。
相談援助演習�では、以下に掲げる具体的な課題別の相談援助事例（集団に対する相談援助事例を含む）を活用し、総合的
かつ包括的な援助について実践的に習得する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］
自己理解・他者理解を深め、観察を通して利用者の問題点と強みを把握し利用者に対するソーシャルワーク支援の意義を理
解する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．高齢者とその家族への相談援助�
２．高齢者とその家族への相談援助�
３．高齢者とその家族への相談援助�
４．高齢者とその家族への相談援助�
５．高齢者とその家族への相談援助	
６．障害者（知的障害、身体障害）とその家族への相談援助�
７．障害者（知的障害、身体障害）とその家族への相談援助�
８．児童（児童養護施設入所）とその家族への相談援助�
９．児童（児童養護施設入所）とその家族への相談援助�
１０．低所得者（福祉事務所、児童相談所）とその家族への相談援助
１１．ケースマネジメントに関する相談援助�
１２．ケースマネジメントに関する相談援助�
１３．地域におけるサービス提供に関する相談援助�
１４．地域におけるサービス提供に関する相談援助�
１５．まとめと振り返り
レポート等
※基礎実習と連動する演習�では、高齢者により力点を置きつつ、その他の社会福祉
問題を含む事例に目を向けて、広い視野で高齢者を捉え理解する視点を養う。

［準備学習］

介護福祉施設における生活相談員の機能と役割について理解しておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

白澤政和・福山和女・石川久展『社会福祉士相談援
助演習』中央法規出版、２００９

出席状況３０％、演習での取り組み態度・提出物３０％、
期末レポート４０％で総合的に評価する。
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

相談援助演習� （ 講義・演習・実習 ） 寺島彰・香川スミ子・海野恵美子
村橋功・井岡由美子

授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 ３年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］
相談援助の知識と技術に係る他の科目との関連性も視野にいれつつ、社会福祉士に求められる相談援助に係る知識と技術に
ついて、以下に掲げる方法（��）を用いて、実践的に習得するとともに、専門的援助技術として概念化・理論化し体系立て
ていくことができる能力を涵養する。
�総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。
�個別指導並びに集団指導を通して、具体的な援助場面を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中心とする演習形態に
より行う。
�同時期開講の「相談援助実習指導」と併せて実習に備える。
［授業全体の内容の概要］
相談援助演習全過程（�～�）を通して、ミクロ・メゾ・マクロにわたる社会福祉の対象（個人・集団・組織・地域）を観
察－理解－分析して体験的に対象を理解する。また、自己の傾向・特徴に気づき自己理解を深める。
演習�では、支援対象のアセスメントに始まる一連の支援過程の意義を体験的に理解する。相談援助演習�で取り上げた事
例を題材として、以下に掲げる具体的な相談援助場面及び相談援助の過程を想定した実技指導を行う。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］
利用者理解を深め、（実習先施設・機関での）自己の支援行動の妥当性を検討することを通して対人支援を志す者として一
定の自信と責任感を持つ。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ソーシャルワーク支援と３つの道具箱イ）ロ）ハ）について理解する。
イ）ミクロ・メゾ・マクロレベルのソーシャルワークの援助方法

２．ロ）人・家族、集団、地域を理解するための理論・方法論
３．ハ）面接技法
４．人の観察方法、記録方法、アセスメントに基づいた支援方法を学ぶ。�
５．人の観察方法、記録方法、アセスメントに基づいた支援方法を学ぶ。�
６．各領域（高齢者、障害者、児童、貧困等）のソーシャルワーク実践を学ぶ。�
７．各領域（高齢者、障害者、児童、貧困等）のソーシャルワーク実践を学ぶ。�
８．プライバシー・自己決定に配慮したソーシャルワーク支援：

倫理綱領・行動規範を用いて人の尊厳を尊重するソーシャルワーク支援について学ぶ。�
９．プライバシー・自己決定に配慮したソーシャルワーク支援：

倫理綱領・行動規範を用いて人の尊厳を尊重するソーシャルワーク支援について学ぶ。�
１０．プライバシー・自己決定に配慮したソーシャルワーク支援：

倫理綱領・行動規範を用いて人の尊厳を尊重するソーシャルワーク支援について学ぶ。�
１１．～１４．６と７で取り上げた事例を題材として、以下の具体的な相談援助場面及び相談援助過程を想定

して実技指導を行う。
１１．支援のおけるインテーク・アセスメント段階の理解。
１２．支援のおけるプランニング・支援の実施段階の理解。
１３．支援のおけるモニタリング・効果測定段階の理解。
１４．支援のおける終結段階とアフターケアの理解。
１５．まとめと振り返り
レポート等
※相談援助実習と連動する演習�では、実習先の領域・種別、利用者および関連の法制度・政策等に目配
りして、実習に備える。尚厚労省のシラバス内容骨子では、相談援助演習�の２～５の事例を提示され
ているが、演習�では実習配属種別に合わせて上記６と７の事例を提示した。

［準備学習］

ケアマネジメントの理論と方法について理解しておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

白澤政和・福山和女・石川久展『社会福祉士相談援
助演習』中央法規出版、２００９

出席状況３０％、演習での取り組み態度・提出物３０％、
期末レポート４０％で総合的に評価する。
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

相談援助演習� （ 講義・演習・実習 ） 香川スミ子・村橋功・井岡由美子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 ３年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］
相談援助の知識と技術に係る他の科目との関連性も視野にいれつつ、社会福祉士に求められる相談援助に係る知識と技術に
ついて、以下に掲げる方法（��）を用いて、実践的に習得するとともに、専門的援助技術として概念化・理論化し体系立て
ていくことができる能力を涵養する。
�総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。
�個別指導並びに集団指導を通して、具体的な援助場面を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中心とする演習形態に
より行う。

［授業全体の内容の概要］
相談援助演習全過程（�～�）を通して、ミクロ・メゾ・マクロにわたる社会福祉の対象（個人・集団・組織・地域）を観
察－理解－分析して体験的に対象を理解する。また、自己の傾向・特徴に気づき自己理解を深める。
相談援助演習�では「アウトリーチ、チームアプローチ、ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発」等の概念につ
いて体験的理解を深める。また、地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活用し、「地域住民に対するアウトリーチとニーズ
把握、地域福祉の計画、ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発、サービスの評価」などの事項について理解を深める。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］
利用者本人・家族、集団の理解にとどまらず、福祉施設・機関の組織的問題や保健・医療・福祉を含む地域社会の問題に対
して関心と理解を深める。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．相談援助事例とアウトリーチ�
２．相談援助事例とアウトリーチ�
３．相談援助事例とチームアプローチ�
４．相談援助事例とチームアプローチ�
５．相談援助事例とネットワーキング�
６．相談援助事例とネットワーキング�
７．相談援助事例と社会資源の活用・調整・開発�
８．相談援助事例と社会資源の活用・調整・開発�
９．相談援助事例と地域住民に対するアウトリーチとニーズ把握�
１０．相談援助事例と地域住民に対するアウトリーチとニーズ把握�
１１．相談援助事例と地域福祉の計画�
１２．相談援助事例と地域福祉の計画�
１３．相談援助事例とネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発
１４．相談援助事例とサービスの評価
１５．まとめと振り返り
レポート等
※上記の項目を念頭に置き、領域・種別の異なる受講学生の実習体験の深化を図る。

［準備学習］

ミクロ・メゾ・マクロソーシャルワークの機能について理解しておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

白澤政和・福山和女・石川久展『社会福祉士相談援
助演習』中央法規出版、２００９

出席状況３０％、演習での取り組み態度・提出物３０％、
期末レポート４０％で総合的に評価する。
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

相談援助演習� （ 講義・演習・実習 ） 寺島 彰
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 ４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］
相談援助の知識と技術に係る他の科目との関連性も視野にいれつつ、社会福祉士に求められる相談援助に係る知識と技術に
ついて、以下に掲げる方法（��）を用いて、実践的に習得するとともに、専門的援助技術として概念化・理論化し体系立て
ていくことができる能力を涵養する。
�総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる。
�個別指導並びに集団指導を通して、具体的な援助場面を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中心とする演習形態に
より行う。

［授業全体の内容の概要］
相談援助演習全過程（�～�）を通して、ミクロ・メゾ・マクロにわたる社会福祉の対象（個人・集団・組織・地域）を観
察－理解－分析して体験的に対象を理解する。また、自己の傾向・特徴に気づき自己理解を深める。
相談援助演習�では、相談援助に係わる実践的な知識と技術を習得できるように、相談援助実習における学生の個別的な体
験も視野に入れて実技指導を行う。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］
実習体験を追体験して、観察－理解－分析段階を経て実習体験の深化をはかる。利用者、専門職、組織、専門性、社会資源・
制度、地域、実習生等の問題（緊急性－危険性－限界）と強み（－面と＋面）を発見し、それら±面に対する支援活動の妥当
性や課題を検討する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．相談援助演習�～�を振り返る
２．～７．課題別の相談援助事例を実践的に検討する。
２．社会的排除の事例検討。
３．虐待（児童・高齢者）の事例検討。
４．家庭内暴力（D.V．）の事例検討。
５．低所得者の事例検討。
６．ホームレスの事例検討。
７．その他危機状態にある相談援助事例（権利擁護活動を含む）、集団及び地域に対する相
談援助事例の検討。

８．～１４．代表的な理論・方法論・実践モデルやアプローチを活用して相談援助事例を実践
的に検討する。

８．治療モデルと生活モデルを用いた事例理解。
９．心理社会的アプローチ、機能的アプローチなどを用いた事例理解。
１０．問題解決アプローチ、危機介入アプローチなどを用いた事例理解。
１１．エンパワメントアプローチ、家族療法的アプローチなどを用いた事例理解。
１２．グループワークの理論を用いた事例理解。�
１３．グループワークの理論を用いた事例理解。�
１４．コミュニティワークの理論を用いた事例理解。�
１５．コミュニティワークの理論を用いた事例理解。�
レポート等

［準備学習］

ソーシャル・インクルージョンについて理解しておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

白澤政和・福山和女・石川久展『社会福祉士相談援
助演習』中央法規出版、２００９

出席状況３０％、演習での取り組み態度・提出物３０％、
期末レポート４０％で総合的に評価する。
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

相談援助実習指導 （ 講義・演習・実習 ） 寺島 彰・香川スミ子
村橋 功・井岡由美子

授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ９０時間・２単位 ３年次・通年 選択
［授業の目的・ねらい］
１．相談援助実習の意義について理解する。
２．相談援助実習に係る個別指導並びに集団指導を通じて、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的
に理解し実践的な技術等を体得する。

３．社会福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能力を修
得する。

４．具体的な体験や援助活動を、専門的援助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を涵養する。
［授業全体の内容の概要］
実習生用の「実習の手引き」及び「実習記録ノート」を活用し、�実習の意義・目的の理解と実習計画の作成、
�実習分野・施設についての基本的な知識、�専門援助技術の基礎、�個人のプライバシー保護と守秘義務等につ
いて十分理解・修得できるように個別指導を行う。また、実習後には実習内容についての達成度を評価し、必要な
個別指導を行う。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］
福祉相談援助の専門職に求められる資質、技能、倫理を身につけるとともに、自己に求められる課題を把握でき
るなどの総合的な問題対応能力を修得する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．実習オリエンテーション（実習概要及び相談援
助実習と相談援助実習指導における個別指導及
び集団指導の意義）

２．視聴覚学習�（実習施設・事業者・機関・団体と
職員の役割についての基本的理解）

３．視聴覚学習�（実習先の関連業務及び地域社会
についての基本的理解）

４．福祉施設見学オリエンテーション
５．福祉施設見学実習（全体）
６．実習配属指導（実習登録票作成、実習先で必要

とされる相談援助に係る知識と技術に関する理
解、プライバシーの保護と守秘義務の理解、個
人情報保護法の理解）

７．実習配属個別面談
８．福祉施設見学実習（個別）
９．実習課題の総括学習（「実習記録ノート」の記

録内容・方法についての理解）�
１０．実習課題の総括学習（施設指導員による指導）�
１１．実習課題の総括学習（施設指導員による指導）�
１２．実習課題の総括学習（施設指導員による指導）�
１３．実習分野別学習（実習課題、利用者等の理解）�
１４．実習分野別学習（実習課題、利用者等の理解）�
１５．実習分野別学習（実習課題、利用者等の理解）�

１６．実習分野別学習（実習課題、利用者等の理解）�
１７．実習分野別学習（実習課題、利用者等の理解）�
１８．実習分野別学習（実習課題、利用者等の理解）�
１９．実習分野別学習（実習課題、利用者等の理解）�
２０．実習分野別学習（実習課題、利用者等の理解）	
２１．実習の事前総括指導（実習計画の作成）�
２２．実習の事前総括指導（実習計画の作成）�
２３．巡回指導�
２４．巡回指導�
２５．巡回指導�
２６．巡回指導�
２７．実習の評価・全体総括
２８．実習の課題の整理と実習報告書執筆指導�
２９．実習の課題の整理と実習報告書執筆指導�
３０．実習報告会（学生による実習報告）

［準備学習］

予習→授業→復習を繰り返すことにより、授業修了時までに達成課題を遂行すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（使用テキスト）
浦和大学総合福祉学部『２０１１年度相談援助実習の手
引き』
（参考文献）
各担当教員が必要に応じて提示する。

提出物（ワークシート・実習計画書・実習レポー
ト等）の内容と期日厳守 ４０％
実習報告書 ４０％
実習報告会 ２０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

相談援助実習 （ 講義・演習・実習 ） 寺島 彰・香川スミ子
村橋 功・井岡由美子

授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

集中 １８０時間・４単位 ３年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］
１．社会福祉施設における現場体験を通して、社会福祉専門職として必要な専門知識・専門援助技術及び関連知識
の内容の理解を深める。

２．相談援助に必要な専門知識・専門援助技術を具体的・実際的に理解し、実践的な技術等を体得する。
専門知識と専門援助技術、関連知識を活用して、相談援助業務に必要な資質を養い、その能力と技術の修得に
努める。

３．社会福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能力を修
得する。

４．具体的な体験や援助活動を、社会福祉援助技術の理論や体系に結びつける能力を養うことにより、援助能力を
高める。

５．関連分野の専門職の人々と連携しながら援助を展開する意義とその具体的内容を理解する。
［授業全体の内容の概要］
実習中は、�利用者や職員との円滑な人間関係づくりの能力、�利用者のニーズを把握し、援助関係の構築や問
題解決能力を高めるように援助する能力、�職業倫理や就業規定の理解と仕事の責任を果たす能力等を高めるよう
にする。なお、実習は、�健康状態の確認、�実習中の巡回指導、�実習記録ノートの作成と活用等に留意して実
施する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

日程：原則として、９月上旬の２３日間以上（１８０時間以上）とする。
方法：宿泊、又は通勤による継続的な実習学習を行う。
内容：各実習施設の実習指導者と協議して定めた実習プログラムにより実施する。学生は実

習指導者により次の事項についての指導を受ける。相談援助実習指導担当教員は、巡
回指導等を通じて実習指導者との連絡調整を密に行い、実習状況ついて把握するとと
もに実習中の個別指導を十分に行う。

ア．利用者やその関係者、施設・事業者・機関・団体等の職員、地域住民やボランティア等
との基本的なコミュニケーションや人との付き合い方などの円滑な人間関係の形成

イ．利用者理解とその需要の把握及び支援計画の作成
ウ．利用者やその関係者（家族・親族・友人等）との援助関係の形成
エ．利用者やその関係者（家族・親族・友人等）の権利擁護及び支援（エンパワメントを含
む。）とその評価

オ．多職種連携をはじめとする支援におけるチームアプローチの実際
カ．社会福祉士としての職業倫理、施設・事業者・機関・団体等の職員の就業などに関する
規定の理解と組織の一員としての役割と責任の理解

キ．施設・事業者・機関・団体等の経営やサービスの管理運営の実際
ク．当該実習先が地域社会の中の施設・事業者・機関・団体等であることの理解と具体的な
地域社会の働きかけとしてのアウトリーチ、ネットワークキング、社会資源の活用・調
整・開発に関する理解

［準備学習］

事前準備→実習→ふり返りを繰り返すことにより、実習修了時までに達成課題を遂行すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（使用テキスト）
浦和大学総合福祉学部『２０１１年度相談援助実習の手
引き』
（参考文献）
各担当教員が必要に応じて提示する。

試験・レポートによる総合評価
出席 ４０％
実習施設による成績評価 ３０％
相談援助実習担当教員による成績評価（実習記録・
巡回指導） ３０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

相談援助専門実習 （ 講義・演習・実習 ） 矢野 知彦

授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ９０時間・２単位 ４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］
相談援助専門実習は、地域包括支援センターや医療機関等にてより専門的なソーシャルワークを学ぶた

めの実習である。このため「総合福祉基礎実習」、「相談援助実習」での経験を踏まえて、虐待等に対する
権利擁護、医療・福祉・保健の連携、退院援助、接近困難な利用者への援助等の事例からスペシフィック・
ソーシャルワークの在り方を修得することを目的としている。
［授業全体の内容の概要］
実習先は地域包括支援センター、NPO法人等にて認知症高齢者、ホームレスなど接近困難な利用者に

対して、ラポール形成、ニーズ把握、アセスメント、介入とソーシャルワークの援助プロセスを理解し、
また医療機関では退院援助、医療・福祉・保健の連携について学ぶ。
実習後には実習報告会にて事例報告を含む実習報告を行い、実習報告書を作成する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］
スペシフィック・ソーシャルワークに求められる資質、技能、倫理を修得するとともに、自己に求めら

れる課題を把握し、総合的な問題対処能力・即戦力を修得する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

【実習前指導】
１．実習オリエンテーション
２．実習計画書の作成�
３．実習計画書の作成�
【学外実習】
４．実習�
５．実習�
６．実習�
７．実習�
８．実習�
９．実習�
１０．実習�
１１．実習	
１２．実習

１３．実習�
【事後指導】
１４．事後評価と実習報告書の作成
１５．実習報告会

［準備学習］

医療機関で現在引き起こされている医療問題を事前に学習し医療機関に対しての問題意識を持つことが
求められる。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

各教員が実習分野に応じて提示する。 提出物：４０％
実習報告書：４０％
実習報告会：２０％
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（ ）
総合福祉科目

社会福祉関連科目
介護・保健・医療
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

機能的解剖学 （ 講義・演習・実習 ）
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

健康運動指導を行う上で指導者が当然にして知らなければならない事柄は、身体の各名称とその働きで
ある。心臓、血管、呼吸器の構造、骨格、筋肉の構造とその働きについて、深く知識を学ばせる。

［授業全体の内容の概要］

人体の構造と心臓、血管、呼吸器の構造、骨格、筋肉の構造とその働きについて学ばせ、身体の各働き
が緻密な身体運動に係わるのか実習を加えながら理論を提供する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

無理な運動をさせないことは健康運動を行う上でとても重要なことである。下手な身体運度や運動のや
りすぎは、身体に疲労や障害を及ぼすことになる。身体の各組織の働きを踏まえて最適な運動の指導が出
来るような指導者を育成する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．骨格と筋肉、呼吸循環器系、消化器系と口径食物の流れについて
２．骨格、筋肉の名称とその働き
３．関節の名称とその働き
４．呼吸器、循環器系とその働き
５．消化器系の働きと摂取食物の流れ
６．骨の代謝、カルシュウムの摂取量と運動との関係
７．筋萎縮の種類とリハビリテーションとの関係
８．筋肉の弾性要素と運動様式
９．着地様式とそれを和らげる運動方法
１０．正しく投げる、正しく打つ動作でのエッセンシャル・ポイントについて
１１．運動と空気抵抗
１２．全身運動と仕事・エネルギーの関係
１３．陸上での各運動と動作についての理解
１４．水泳・水中運動（水の抵抗との関連）
１５．機能的解剖学の総括
試験

［準備学習］

この科目は、全身の骨や筋肉の仕組みと機能を学ぶ科目である。そのため、身体には、どのような筋肉
や骨があるかをあらかじめ調べ、授業にのぞむこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
金子公宥、松本由子（翻訳）：目で見る動きの解剖学、
大修館

態度 １０％
レポート ２０％
試験 ７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

水泳・水中運動 （ 講義・演習・実習 ） 植屋 悦男
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 １，２，３年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

水泳はウォーキングやサイクリングと同じように左右対称の動作を繰り返して、水中を移動する運動で
ある。他方で、水中運動はプールサイドやプールを利用して手足や身体を積極的に動かし、健康・体力の
保持増進を確保させるためには最適な運動として実施されている。ここでは、水泳・水中運動の指導者と
して当然にして知らなければならない、水泳・水中運動の特性を学ばせ体感させる。
［授業全体の内容の概要］

健康増進運動としての水泳・水中運動は、現在では、水中ウォーキング・ジョギング、アクアビクス、
水中レジスタンスなどの名称で有酸素系の運動プログラムが多く組まれている。健康指導者として学ぶた
めには、こうした多くの体験をさせることがとても重要なことと思われる。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

水の特性を理解した上で、水泳・水中運動の基本的な技術を習得し、健康運動実践指導者として健康づ
くりのための科学的プログラムが作成でき、実践指導が出来るように学習させる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．水泳・水中運動の進め方と注意事項
２．水の物理的性質（熱伝導率・水圧・浮力・抵抗力）、泳法と生理学的反応（各種

泳法と運動強度）
３．健康運動実践指導者の水中運動 DVD鑑賞
４．水慣れ（水中歩行を通して、浮力、抵抗を体感させる）
５．水泳の基本泳法 平泳ぎ、クロールの練習
６．水中歩行 身体浮揚力を体感させる
７．水中歩行とジョギングを体感させ、運動強度の違い（心拍数と運動強度の関係）

を習得させる
８．各種泳法と心拍数との関係からエネルギー消費の強度を理解させ、水泳・水中運

動の強度の設定を習得させる
９．実技試験の説明および指導案の作成
１０．アクアビクスの体験と指導法、リラクゼーションの体験と指導法
１１．高齢者に対する水中運動の実際と指導法�
１２．高齢者に対する水中運動の実際と指導法�
１３．実技試験（１人３分 実技指導）�
１４．実技試験（１人３分 実技指導）�
１５．水泳・水中運動の総括
１６．試験（理論）

［準備学習］

水泳・水中運動は、プールやプールサイドを利用して人々の健康増進運動を学ばせる授業である。その
為、水中運動では陸上運動とは異なる動きを用いるので、水中運動の特性について事前に調べ理解してお
くこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
健康運動実践指導者用テキスト

�健康・体力づくり事業財団

態度 １０％
レポート １０％
試験（実技） ５０％
試験（理論） ３０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

ストレッチング （ 講義・演習・実習 ） 槇野 陽介
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 １，２，３年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

ストレッチングは、手軽に行える運動であることから、幼児から高齢者までの幅広い世代で用いられて
いる健康法である。健康法としての基礎的な知識を学び、目的に応じたストレッチングの指導が行えるよ
うになる。
［授業全体の内容の概要］

ストレッチングは、間違った方法で行うと逆に無理が生じて筋肉や靭帯を傷つけてしまう場合がある。
効果あるストレッチングのプログラムを遂行させるためには、ストレッチングの正しい理論に基づくスト
レッチングの指導技術を習得できる。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

ストレッチングの基本的な理論を踏まえたうえで、各身体部位におけるストレッチングを学ばせ、健康
運動指導に役立つストレッチングの運動プログラムの作成と指導ができるまでを達成課題とする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ストレッチングの理論（�から�までの概要について）
２． �ストレッチングとは、ストレッチングの歴史
３． �伸張反射とストレッチング
４． �ストレッチングの効果と安全性
５． �スポーツ障害の予防、筋肉痛とストレッチング、筋疲労とストレッチング
６． �ストレッチングの主目的（指導上の問題点と諸注意を含む）
７．ストレッチングの実際（�から�までの概要について）
８． �ダイナミックストレッチ
９． �上肢のストレッチ
１０． �股関節周辺のストレッチ
１１． �下肢・下腿のストレッチ
１２． �体幹部のストレッチ
１３． �壁や椅子を用いてのストレッチ
１４．ストレッチングの運動プログラム作成
１５．ストレッチングの実践
１６．ストレッチングの試験

［準備学習］

ストレッチに関するキーワードに対して、学生が事前に本、DVD、インターネットなどの情報を基に
レポートを作成し発表してもらう。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
栗山節郎、他：『ストレッチングの実際』、南江堂

態度 １０％
レポート １０％
試験（実技） ５０％
試験（理論） ３０％

社
会
福
祉
関
連

（
介
護
・
保
健
・
医
療
）

129



授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

エアロビクスダンス （ 講義・演習・実習 ） 植屋 悦男・松岡 綾葉
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 １，２，３年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

エアロビクスの実技科目として、エアロビクスダンスを健康運動に活かせるように、基本から実践の応
用までを学ばせ、最終的には、エアロビクスダンスの運動プログラムが組み立てられるようにすることを
授業の目的とする。
［授業全体の内容の概要］

エアロビクスダンスの基礎的な知識を学ばせた上で、�ウォーミングアップ、�メインエクササイズ（エ
アロビクス）、�筋コンディショニング、クーリングダウンのパートから構成させたエアロビックダンス
の運動プログラムを遂行させる。また、心拍応答を確かめながら、性、年齢、体力などの違いを理解させ
エアロビクスダンスの特性と効果についても明らかにさせる。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

健康運動実践種目としてのエアロビクスダンスを、基本から応用までを充分に習得させ性、年齢、体力
などの違を考慮し、目的に応じたエアロビクスダンスの運動プログラムの作成と実践力を養わせる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．エアロビクスダンスの受講と心構えについて
２．エアロビクスダンスとは
３．エアロビクスダンスの特性について
４．ウォーミングアップ
５．メインエクササイズ（エアロビクス）
６． �ローインパクト
７． �ミドルインパクト
８． �ハイインパクト
９．筋コンディショニング
１０．エアロビクスダンスの安全指導に関する諸注意
１１．エアロビクスダンス運動のプログラム作成�
１２．エアロビクスダンス運動のプログラム作成�
１３．利用者に対するエアロビクスダンスの模擬指導の体験�
１４．利用者に対するエアロビクスダンスの模擬指導の体験�
１５．エアロビクスダンスの試験（実技）
１６．エアロビクスダンスの試験（理論）

［準備学習］

エアロビクスダンスは、音楽にあわせて様々な身体運動を行い健康増進を学ばせる科目である。幼児か
ら高齢者までを対象に幅広く実施する為、各年代に応じた運動の生体反応のメカニズム（運動生理学）を
事前に調べ理解しておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
健康運動実践指導者用テキスト

�健康・体力づくり事業財団

態度 １０％
レポート １０％
実技試験 ５０％
理論試験 ３０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

ジョギング・ウォーキング （ 講義・演習・実習 ）
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 １，２，３年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

わが国では、ウォーキングやジョキングは健康の保持増進の運動として多くの人に利用されている。ウ
ォーキングやジョキングの正しい理論に基づき、ウォーキングやジョギングの実践指導を学ばせる。

［授業全体の内容の概要］

健康運動種目としてのウォーキング、ジョギングを実施させるためには、正しい理論に基づく指導法を
学ばせ、ウォーキング、ジョギングの運動効果を体得させる。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

ウォーキング、ジョギングの生理的変化や自覚的症状の変化を体感させ、最終的にはウォーキング、ジ
ョギングの効果が得られるような指導プログラムを作成させ、その評価までを行わせる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ウォーキングの実際
２． �移動運動としての歩行の特性、ウォーキングの速度を体験させる
３． �基本的な歩き方の姿勢について、ウォーキングの強度設定（心拍数を用いて）
４． �ウォーキングの強度設定（心拍数を用いて）
※ウォーキングを実施する場合の安全指導と諸注意

５．ジョギングの理論と実際
６． �ジョギングの特性
７． �ジョギングの強度の設定（心拍数を用いて）
８． �ジョギングを実施する場合の諸注意
９．ウォーキング、ジョギングの実際
１０． �基本的な歩行（ウォーキング）技術と自由歩行の体験
１１． ａ．分速７０�のスピードで歩く、ｂ．分速９０�のスピードで歩く、

ｃ．分速１１０�のスピードで歩く
１２． 各個人の推定最高心拍数の ａ．５０％ ｂ．７５％ でウォーキングを体感させる。
１３． �基本的な走行（ジョギング）技術と自由走行の体験
１４． 各個人の主観的速度で、ａ．自然に走る、ｂ．やや早く走る、ｃ．早く走る

でジョギングを体感
１５．ジョギング、ウォーキングの試験（実技）
１６．ジョギング、ウォーキングの試験（理論）

［準備学習］

ジョギング・ウォーキングは健康づくりの基本的な運動として重要な実践科目である。そのため、正し
い歩き方、走り方を事前に様々な場で体験しておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
健康運動実践指導者用テキスト

�健康・体力づくり事業財団

態度 １０％
レポート １０％
試験（実技） ５０％
試験（理論） ３０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

運動生理学 （ 講義・演習・実習 ）
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

運動やスポーツにおける身体の生理学的な変化や適応現象について、運動生理学的、運動生化学的の知
識を与え、運動やスポーツのもたらす身体的効果について学ばせる。

［授業全体の内容の概要］

運動生理学は、身体活動の分野に科学的基礎を与えるものである。そこで、エネルギー出力系、運動と
筋系、運動と神経系等、特に身体活動に関係の深い諸器官の運動に対する変化までを学習させる。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

本講義では、運動の基本的な仕組みから始め、運動の生理機能や栄養素の代謝に及ぼす影響、運動処方
の実際、健康増進のための運動、最終的には運動生理学の知識を持って潜在性有病者の運動療法の評価が
できるまでを学習させる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．運動と神経系について理解させる
２． �運動と体性神経系、運動と自律神経系
３．運動と骨格筋について理解させる
４． �筋力の発揮、筋繊維の種類とその性質
５． �筋活動のエネルギー供給機構と運動の特性
６． �トレーニングによる筋力増加とそのしくみ
７．運動と呼吸循環器系について理解させる
８． �運動の持続に対する呼吸循環器系の働き
９． �運動時の呼吸器系の働き
１０． �運動時の循環器系の働き
１１． �全身持久力トレーニングの方法と効果
１２． �加齢と呼吸循環器系の能力の変化
１３．運動処方の実際、健康増進のための運動
１４．潜在性有病者のための運動指導の注意事項
１５．運動生理学の総括
試験

［準備学習］

この科目は、運動中や運動前後の生体変化のメカニズムを学ぶ授業である。機能的解剖学と併せて、筋
肉や臓器が運動中・前後にどのような変化をおこすのかを調べておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
青木喬、他：健康・スポーツの生理学、建錦社

態度 １０％
レポート ２０％
試験 ７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

健康管理概論 （ 講義・演習・実習 ） 戸村 成男
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

健康運動指導者は、健康と身体活動・運動に関する正確な知識の普及に中心的な役割を果たすとともに、
それを安全に正しく実践していくためのきめ細かな支援を積極的に行うことが期待されている。そのため、
健康、体力の概念、疾病構造の変化、高齢化社会の傾向と現状を把握させ、健康管理の重要性を理解させ
る。
［授業全体の内容の概要］

わが国の疾病構造の変化とその理由について学ばせ、高脂血症、高血圧症、糖尿病などに代表される生
活習慣病の危険因子と運動による生活習慣病予防の効果について理解させる。また、健康づくりに果たす
運動の役割についての知識を持たせる。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

運動を開始するに当たってのメディカル・チェックの重要性を理解させ、メディカル・チェックの検査
項目と基準についての知識を学ばせ、健康運動指導が安全に遂行できるように知識を持たせる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．健康状態はどのように判定されるのか
２．健康と体力について
３． １）病気とは
４． ２）健康とは
５． ３）体力とは
６．健康づくりの必要性について
７． １）疾病構造の変化
８． ２）健康づくりとしての運動
９．高齢社会について
１０．生活習慣病の予防について
１１． １）成人病から生活習慣病へ
１２． ２）生活習慣病の予防
１３．メディカル・チェックについて
１４． １）検査項目と判定基準 ２）メディカル・チェックから運動指導へ
１５．健康管理概論の総括と健康日本２１（２１世紀の国民の健康づくり運動）について
授業到達目標達成度の判定

［準備学習］

毎回、授業の前に資料のプリントを配り、それを使用して授業をすすめる。参考文献を学習の際に使用
するとさらに理解が深まる。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
健康運動実践指導者用テキスト

�健康・体力づくり事業財団

出席 ４０％
期末試験 ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

健康作りと運動プログラム （ 講義・演習・実習 ） 山形 高司
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

運動の質を有酸素的なものとレジスタントなものに分類し、健康づくりのための運動として有酸素的な
運動の重要性を理解させる。さらに、健康づくりの側面から運動作成のための原則である運動強度、運動
時間、運動の頻度について深く学ばせ、正しい運動プログラムの必要性を理解させる。
［授業全体の内容の概要］

運動のプログラムを作成するに当たり、運動プログラムに際しての質と量の側面から検討させ、心拍数
をもとにした運動指導のプログラムの指導上の原理について学ばせる。
［授業修了時の達成課題（達成目標）］

体力の指標が低いと、スポーツ活動などの豊かな日常活動の実行の阻害要因となり、生活の質を高く維
持することが出来なくなる。また、体力が低いと高齢期において被介護状態に陥る可能性が高くなる。こ
こでは、健康運動実践指導者として、健康づくりのための運動所定要量についても詳しく学ばせ、正しい
運動プログラムの作成ができるようにする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．運動プログラムの作成と指導上の注意点
２．運動不足がからだに及ぼす影響
３．運動プログラムに際しての運動の質の取り扱い
４． １）有酸素性運動とその効果
５． ２）レジスタンス運動とその効果
６．ウォーミングアップとクーリングダウン
７．運動プログラムに際しての運動の量の扱い
８． １）物理的に表される運動強度
９． ２）生理的に表される運動強度
１０． ３）感覚的に表される運動強度
１１．心拍数で表す運動強度
１２． １）個人プログラムに近づける方法
１３． ２）相対心拍数を用いる方法
１４．長期間の運動プログラムの組み方
１５．総括と健康づくりのための運動指針２００６について
試験

［準備学習］

この授業は、健康づくりを指導する上での総合的科目である。そのため、様々な運動に対する生体の応
答について予習した上での授業参加を求める。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
健康運動実践指導者用テキスト

�健康・体力づくり事業財団

出席 ２０％
レポート ２０％
試験 ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

エアロビクス運動理論と実際 （ 講義・演習・実習 ） 山形 高司
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

アメリカの K．H．クーパー博士によって、エアロビクス運動が心臓・血管系の疾病の予防、治療に役立
つことが証明されてから、エアロビクス運動は健康づくり運動の重要な柱となった。授業の目的としては、
エアロビクス運動が生体に及ぼす影響について、実習を踏まえながら学ばせる。
［授業全体の内容の概要］

エアロビクス運動が、健康づくり運動になぜ有効なのかを科学的根拠に基づき（エビデンス）、有酸素
性作業能力の指標を用いながら、健康運動実践に役立つ理論を詳しく学ばせる。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

健康増進種目としてのエアロビクス運動が、生体に及ぼすメカニズムを学ばせ、併せて有酸素性作業能
力の指標を用いた実験を通じて、有酸素性作業能力を向上させるためのエアロビクスの運動プログラムが
作成できるように学ばせる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．現代生活におけるエアロビクス運動の必要性について
２．エアロビクス運動とは
３． �有酸素性エネルギー供給機構について
４． �無酸素性エネルギー供給機構について
５．有酸素性作業能力の指標について
６． �最大酸素摂取量の評価法（直接法）について
７． �最大酸素摂取量の評価法（間接法）について
８．無酸素性作業閾値の評価法（乳酸閾値、換気性閾値）について
９．運動強度と心拍出量、心拍数、肺換気量、呼吸数との関係について
１０．有酸素性作業能力を向上させるための運動強度、頻度、継続時間について
１１．エアロビクス運動の効果：肥満、高血圧、高脂血症、糖尿病に及ぼす効果
１２．エアロビクス運動の効果：虚血性心疾患の予防、呼吸器疾患に対する効果
１３．エアロビクス運動の効果：身体的、精神的、社会的側面に及ぼす効果について
１４．有酸素性作業能力の向上が、日常生活に及ぼす効果について
１５．有酸素性作業能力を向上させるためのエアロビクスの運動プログラムの作成
試験

［準備学習］

この授業は、健康づくりを考える上で重要となる有酸素運動について学ぶ。そのため、有酸素運動に対
する生体の応答について予習することを求める。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

健康運動実践指導者用テキスト
�健康・体力づくり事業財団

出席 ２０％
レポート ２０％
試験 ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

運動障害と予防 （ 講義・演習・実習 ） 戸村 成男
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

運動を指導する場合には、参加者に障害が発生することは出来る限り避けなければならない。安全指導
を心がけるためには、内科的に対応すべき事項と外科的に対応すべき事項がある。各々における運動によ
る障害発生の原因とその対処法を学ばせる。

［授業全体の内容の概要］

運動実践にともなって生じる障害の予防について、内科的疾患外科的疾患の症状、原因、対処法までを
広く学ばせる。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

運動実践にともなって生じる障害の予防について、運動前、運動実施中、運動後における運動の安全指
導に対応できるよう学ばせる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．運動実践にともなって生じる障害の予防について
２．内科的に対応すべき事項
３． １）運動中止の判定 �メディカルチェック、�運動開始前の症状

�運動実施中の症状
４． ２）運動時における内科的障害
５． �胸痛：�狭心症、�心筋梗塞の鑑別判断と救急処置・予防法
６． �腹痛：�運動前の腹痛における原因と予防法

�運動中の腹痛における原因と予防法
７． �熱中症：�熱痙攣、�熱失神、�熱疲労

�熱射病の原因、症状、応急処置、予防法
８．外科的に対応すべき事項
９． １）主な急性の運動障害
１０． �ぎっくり（突発性腰痛）原因と予防法・応急処置
１１． �こむらがえり（筋痙攣）の原因と予防法・応急処置
１２． ２）主な慢性の運動障害
１３． �慢性的な膝障害の予防法と治療
１４． �慢性的な肘障害、肩の予防法と治療
１５．運動障害と予防の総括
授業到達目標達成度の判定

［準備学習］

毎回、授業の前に資料のプリントを配り、それを使用して授業をすすめる。参考文献を学習の際に使用
するとさらに理解が深まる。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
小出清一・福林 徹・河野一郎／スポーツ医学／南
光堂

出席 ４０％
期末試験 ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

発育と発達と老化 （ 講義・演習・実習 ） 山形 高司
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

健康運動指導者にとって、人間の一生、つまり乳幼児期から老年期における、からだ、こころ、社会性
の変化、さらにスポーツが与える影響について学習させる。

［授業全体の内容の概要］

乳幼児期から思春期をへて成人に至るまでのからだ、こころ、社会性の発達、さらに中高齢者における
老化の特性やスポーツが及ぼす影響について講義する。また、�健康・体力について、�運動能力につい
て、�トレーニングについて、�生涯スポーツについても述べる。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

成人以降、老化と体力、運動能力、有酸素性作業能力、無酸素性作業能力との関係についても深く理解
をさせる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．発育発達・老化とは
２．成長期の運動
３． １）体格の発育と運動 �身長の発育、�体重の発育
４． ２）体力の発育課程と運動 �力強さの発達、�ねばり強さの発達、

�ミドルパワーの発達
５． ３）動作のスキル向上の過程 �歩く動作、�走る動作、�跳ぶ動作、

�投げる動作
６．老化と運動
７． １）加齢にともなう体力の低下 �力強さ、�ねばり強さ、

�スポーツの競技成績
８． ２）一般人にとっての運動の効果
９． ３）高齢者の身体的特徴
１０． ４）高齢者の運動に対する応答
１１．年齢に応じた運動の質と量について
１２． １）２０～３０歳代、４０～５０歳代
１３． ２）６０～７０歳代、７０歳代以上
１４．体力に及ぼす先天的要因（遺伝）と後天的要因（運動実施の有無）について
１５．発育発達と老化についての総括
試験

［準備学習］

この授業は、人間の一生を通じた身体の変化および運動の役割などについて学ぶ。そのため、子どもか
ら高齢者の身体的特徴や運動に対する生体の応答について予習することを求める。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
健康運動実践指導者用テキスト

�健康・体力づくり事業財団

出席 ２０％
レポート ２０％
試験 ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

栄養と体重調節 （ 講義・演習・実習 ） 小板谷典子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

健康な体を有し、高い運動能力を保持するためには、毎日毎日消費する分の栄養素を摂取することが重
要である。これが満たされないと、栄養上の悪影響が生じてくる。ここでは、�栄養学の基礎知識を提供
し、�生活習慣病予防と栄養、�体重調節と運動、栄養の係わりについて学ばせる。
［授業全体の内容の概要］

食事は体を構成する上でも、生命活動を維持する上でも摂取することが不可欠である。正しい栄養学の
知識を習得させ、生活習慣病の誘引となる食生活について理解させる。また、健康運動のための各種運動
のおおよそのエネルギー消費量についても理解させ、食事が健康と運動に重要な役割を有していることを
学ばせる。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

日々の正しい食事習慣の獲得は、健康な身体や強い運動能力と深い係わりを有している。健康運動実践
指導者として参加者に正しい運動の栄養知識を提供するためにも、運動と食事のエネルギー・バランスの
コントロールによる適切な栄養管理の実践法を修得させる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．健康と運動に必要な食事とは
２．健康と栄養について
３．日本人の食事摂取基準について
４．消化・吸収について
５．６つの基礎食品群について
６．たんぱく質について
７．運動強度とエネルギー源との関係について
８．エネルギー消費量の推定法
９．肥満になるメカニズムと肥満の評価・判定法について
１０．適切な原料計画
１１．日常行うことができる運動のエネルギー消費量
１２．健康づくりのための食生活指針について
１３．栄養と健康日本２１について
１４．運動能力と栄養について
１５．総括：栄養と体重調節について
試験

［準備学習］

・健康運動実践指導者養成テキスト第４章に毎回目を通してくる
・前回の講義内容を復習して臨む ・既習関連科目の知識を整理しておく
・専門家として、常に健康情報をチェックしておく

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
樋口満監訳：スポーツ栄養の科学的基礎、杏林書院

出席、受講態度：２０％
レポート：２０％
試験：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

補強運動の理論と実際 （ 講義・演習・実習 ） 山形 高司
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 ２，３年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

日常生活の中で、家の中での敷居のつまずき、屋外での段差によるつまずきなどは多くの人が経験して
いる。また、道路を歩いている時でも、車が突然飛び出したりして、予期せぬ体力を使う場合がある。こ
のような不足の事態に対応するためには、ある一定水準以上の生活体力を確保しておくことが重要である。
この体力水準を確保しておくために必要な運動が、補強運動に求められる。ここではどの様にして補強運
動を行えばよいのかを詳しく学ばせる。
［授業全体の内容の概要］

補強運動に用いる運動は、どの様な運動をどの程度行わせば良いのか、補強運動の必要性とプログラム
への取り組みに対する理解を深めさせる。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

健康運動に補強運動を取り入れるためには、利用者に対して個別的対応が多くなるため、指導者側にか
なり高度な知識と技量が要求される。そのため、運動の原則、効果、プログラムの組み立て方には、安全
で、効果的な指導法が出来るように学ばせる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．１）補強運動の実施に当たっての理解
２．２）アネロビック（無酸素性）な動作・運動の必要性
３．３）アネロビック（無酸素性）な動作・運動の種類とプログラム立案の原則
４．４）レジスタンス（筋力）運動について
５． �健康づくりとレジスタンス運動
６． �レジスタンス運動の分類
７．５）器具を利用しないレジスタンス運動による筋力強化の実際�
８．６）器具を利用しないレジスタンス運動による筋力強化の実際�
９．７）器具を利用したレジスタンス運動による筋力強化の実際�
１０．８）器具を利用したレジスタンス運動による筋力強化の実際�
１１．９）自重や身近な用具を用いたトレーニングの実際
１２．１０）アイソメトリックのトレーニングの実際
１３．１１）サーキットトレーニングの実際
１４．１２）ウォーミングアップとクーリングダウンの実際
１５．１３）補強運動の総括
試験

［準備学習］

この授業は、主に筋の機能向上を目的とした補強運動について学ぶ。そのため、筋骨格系の解剖図や運
動と筋肉の関係について予習することを求める。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
健康運動実践指導者用テキスト

�健康・体力づくり事業財団

出席：２０％
試験（実技）：４０％
試験・レポート（理論）：４０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

体力測定と評価（演習） （ 講義・演習・実習 ） 植屋 悦男
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

近年、健康と体力との関連が明らかにされるに従い、これまでの体力測定のあり方が再検討されるよう
になってきた。ここでは健康関連の体力因子である有酸素性および無酸素性作業能力測定法を学ばせ、そ
れらのフィールド・テストについての測定が出来るようにさせ、また、適切に評価できる実践的な能力を
身につけさせるように学ばせる。
［授業全体の内容の概要］

合理的な体力づくり、健全な健康づくりのためには、まず、体力や健康レベルを科学的に測定、評価す
る必要がある。本科目では、こうした観点から、体力や健康を主なテーマとして、既成のフィールドテス
トによる測定方法を実習する。さらに、得られた測定結果の整理、図表の作成、評価の方法などについて
も学ばせる。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

体力測定の結果と評価法を詳しく学ばせ、健康・体力づくりやトレーニング指導に活用できるまでに育
成する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．新しい運動基準と測定・評価（講義）
２． １）体力づくりから健康づくりへ
３． ２）健康状態の判定・評価
４． ３）健康づくりとしての測定評価
５． ４）運動基準と運動指針に関わる専門用語の定義
６． ５）現在の身体活動量の決定法
７．体力の測定と評価（実習）
８． １）無酸素性能力と有酸素性能力の測定
９． ２）最大酸素摂取量の測定
１０． ３）無酸素性閾値（AT）の測定
１１． ４）体脂肪量の測定
１２． ５）新体力テストの測定と評価法
１３． ６）健康づくりのための運動指針２００６〔体力測定〕
１４． ７）体力測定の評価
１５．体力測定と評価に関する総括
試験

［準備学習］

健康づくり運動を実施する為の評価・指標として、体力測定は重要な身体評価の項目である。また、測
定結果は運動プログラムの作成にとって極めて重要である。その為、身体の各機能の働き（機能的解剖学）
を充分に理解し、テキスト以外でも情報を得ておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
健康運動実践指導者用テキスト

�健康・体力づくり事業財団

態度 １０％
レポート ４０％
試験 ５０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

運動指導の心理学的基礎 （ 講義・演習・実習 ）
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

運動スポーツ指導を行うために必要な心理学の知識を習得し、運動スポーツのプログラミング・モチベ
ーションマネジメント・メンタルトレーニングやそれらの効果の評価に関する指導計画を立案する能力を
養成する。
［授業全体の内容の概要］

日常生活・社会教育・学校教育および競技スポーツの場における運動スポーツの指導・実践を、心理学の
観点から基礎を概説する。日常の運動活動の継続やスポーツの競技力向上などに関する心理面からのアプ
ローチを、事例を踏まえながら理論から実際までを考察したい。通常の参加型の講義形式の他に、講義で
習得した内容を実際に行い体感し理解を深めるために、屋内外での運動活動による実講も行うことがある。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

学生各々で実際に運動スポーツの指導を行う環境を設定し、具体的に計画を立案し、選手や参加者の目
的を達成させるための心理的方略をシミュレートできるようになり、その評価を行えるようになることで、
目標到達とする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．運動スポーツ概論・心理学概論
２．運動心理学・体育心理学とスポーツ心理学
３．さいたま浦和の運動スポーツ事情～取り巻く時代と環境
４．運動スポーツ指導概論～コーチング論
５．スポーツ参加とライフスキル
６．スポーツスキルの獲得
７．運動学習制御～習得・保持・転移
８．モチベーション～動機づけと運動継続
９．パーソナリティ～個人と集団
１０．身体活動・運動と健康～若年者から中高年者まで
１１．障害者の運動スポーツ心理
１２．競技スポーツと心理学
１３．メンタルトレーニング
１４．心理サポート～カウンセリング
１５．スポーツ運動指導の計画立案
試験・レポートなど…筆記試験の他に、スポーツ運動指導の計画立案に関するレポー
トを課す

［準備学習］

本講義では、主に健康運動スポーツの心理学について取り扱う。健康運動の指導における考え方や取り
組み方、指導を受ける際の感じ方や実効性について、学生自身が興味を持ち、考え、自分なりに明確にし
ておくことを、準備学習とする。その際、エビデンスに基づいたものであれば、なおよい。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］
テキスト：なし
参考文献：
「身体活動の健康心理学」スチュワート・J．H．ビドル、ナ
ネット・ムツリ著 竹中晃二・橋本公雄訳 大修館書店 ２００５
「最新スポーツ心理学 その軌跡と展望」日本スポーツ心理
学会編 大修館書店 ２００４

授業出席：３５％
レポートと試験：６５％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

救急処置（演習） （ 講義・演習・実習 ） 戸村 成男
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

運動を指導する時、参加者の健康状態を把握し、適切な運動指導により参加者の安全指導に心がけるこ
とは当然のことである。十分に安全対策に留意しても何らかの事故が発生する可能性はある。ここでは、
いざという時に適切に行える救急処置法についての知識と技術を身に付けさせる。
［授業全体の内容の概要］

運動の実践指導者が当然にして知らなければならない救急処置の基礎知識 �救急処置の考え方、�救
急法の基本、�心マッサージや人工呼吸の方法、�止血の仕方、�包帯の使い方、�骨折等の固定法、�
傷病者の運搬法、	緊急時の心構えと行動、
災害時の心得 等について理解させ、救急処置法の技術を
加えながら、救急法を系統的・実践的に学ばせる。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

運動の実践指導者が当然にして知らなければならない救急処置の知識を系統的に学ばせ、いざという時
に慌てず冷静に適切な処置が行えるよう救急処置法についての知識と技術を体得させる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．事故が生じた時の対応について
２．１）内科的対応の方法
３． ａ．救急蘇生法
４． ・救急蘇生法の手順 ・一次救命処置
５． ・応急手当 ・救急事態の発生予防と対応のシステム化
６．２）外科的対応の方法
７． ａ．一般的注意事項
８． ｂ．四肢の検索
９． ｃ．下肢の外傷での注意事項
１０． ｄ．挫傷に対する救急処置（ＲＩＣＥ処置）
１１． ｅ．障害の症状と対応
１２． ・突き指 ・骨折
１３． ・捻挫 ・頭を強く打った時の対処法
１４．３）テーピングの技術�
１５．４）テーピングの技術�
授業到達目標達成度の判定

［準備学習］

毎回、授業の前に資料のプリントを配り、それを使用して授業をすすめる。参考文献を学習の際に使用
するとさらに理解が深まる。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
健康運動実践指導者用テキスト


健康・体力づくり事業財団

出席 ４０％
期末試験 ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

スポーツマネジメント （ 講義・演習・実習 ） 二宮 雅也
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

スポーツマネジメント（スポーツ経営）は、極めて実践的な学問である。スポーツマネジメントの基本
的な考え方や理論について理解させる。

［授業全体の内容の概要］

現在、スポーツに関わるビジネスは数多く存在してきている。こうした中で、スポーツ関連産業の施設
や団体の運営に関わるだけのマネジメント能力の知識を体得させる。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

スポーツマネジメントに関わる知識を学ばせた上で、実際のスポーツ関連施設ではどのような企画で、
どのような運営が成されているのか具体的な事例を紹介しながら、将来スポーツビジネスに関わっていけ
るような基礎的知識を身につけさせる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．スポーツマネジメントを進めるに当たってのガイダンス
２．スポーツマネジメントとは何か
３．スポーツマネジメントの領域
４．総合型地域スポーツクラブとスポーツマネジメント
５．民間スポーツクラブとスポーツマネジメント
６．スポーツ関連ビジネス�
７．スポーツ関連ビジネス�
８．スポーツ組織の顧客と経営資源
９．サービス業としてのスポーツ施設
１０．スポーツマーケッティング戦略
１１．スポーツ情報とメディア
１２．リスクマネージメント
１３．スポーツ関連の資格制度、スポーツビジネスに求められる人材
１４．スポーツマネジメントとビジネスの将来
１５．スポーツマネジメントの総括
定期試験

［準備学習］

スポーツマネジメントの領域には、総合型地域スポーツクラブ、民間スポーツクラブ、公共スポーツク
ラブなどがある。この科目は、スポーツ経営に係わる実践的な学問である為、受講に当たって、事前にス
ポーツ関連施設などの運営業務を調べておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
授業に合わせて資料を配布

（参考文献）
図解スポーツマネジメント（大修館書店）

レポート・アンケート調査 ４０％
定期試験 ６０％
※出席点、態度点は減点法を採用
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

介護技術の理論と方法 （ 講義・演習・実習 ） 村橋 功
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

・介護技術の根拠を理解し、基本技能に反映させることができる知識を身につける

［授業全体の内容の概要］

・成年期・老年期の要介護者に対する基本介護技能に関する知識を習得する
・要介護者との介護関係構築のためのコミュニケーション技術の知識を習得する

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

・介護技術の基本原理を理解し、基本的な知識を身につける
・生活場面ごとに必要とされる介護技術の根拠がわかる
・確実、丁寧、安全、安楽、安寧を実践しうるアセスメント能力を習得する
・介護場面における適切なコミュニケーションを展開するための知識を習得する

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．介護技術の理論と方法とは何か
２．生活環境と安楽の介護技術の理論と方法� ベッドメーキングの基本 アセスメントの視点と支援のポイント
３．生活環境と安楽の介護技術の理論と方法� ベッド上での移動 仰臥位から側臥位の基本

アセスメントの視点と支援のポイント
４．活動から参加の介護技術の理論と方法� 仰臥位から端座位 端座位から立位の基本

アセスメントの視点と支援のポイント
５．活動から参加の介護技術の理論と方法� 杖歩行平地 杖歩行階段の基本

アセスメントの視点と支援のポイント
６．活動から参加の介護技術の理論と方法� ベッド上端座位から車いす 車いすからベッド上端座位の基本

アセスメントの視点と支援のポイント
７．活動から参加の介護技術の理論と方法� 車いす操作の基本 アセスメントの視点と支援のポイント
８．日常生活支援の介護技術の理論と方法� 更衣介助（前あき・かぶり）の基本

アセスメントの視点と支援のポイント
９．日常生活支援の介護技術の理論と方法� 食事介助・口腔ケアの基本

アセスメントの視点と支援のポイント
１０．日常生活支援の介護技術の理論と方法� 紙おむつ交換の基本 アセスメントの視点と支援のポイント
１１．日常生活支援の介護技術の理論と方法� ポータブルトイレ介助の基本

アセスメントの視点と支援のポイント
１２．清潔保持の介護技術の理論と方法 手浴の基本 足浴の基本 体清拭の基本

アセスメントの視点と支援のポイント
１３．介護事例に対応した介護技術の理論と方法 総合的なアセスメント�
１４．介護事例に対応した介護技術の理論と方法 総合的なアセスメント�
１５．介護事例に対応した介護技術の理論と方法 総合的なアセスメント�
試験

［準備学習］

介護は日常生活にかかわる支援である。各回に示された支援内容を事前に各自の生活の中で意図的に見
直し、要介護者の抱える課題を明確にし、授業参加することを前提とする。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

新セルフチェック基礎介護技術 中央法規 （試験やレポートの評価基準など）
出席：２０％
提出物：２０％
期末試験：６０％

社
会
福
祉
関
連

（
介
護
・
保
健
・
医
療
）

144



授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

訪問介護 （ 講義・演習・実習 ） 村橋 功
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

・訪問介護の基本を理解し、関連制度、知識、技術を習得し、訪問介護員２級の介護力を身に着ける
［授業全体の内容の概要］

・介護保険制度など、在宅要介護高齢者支援に関わる制度を理解する
・在宅要介護高齢者に対する基本介護技能に関する知識を習得する
・在宅要介護高齢者に対する基本介護技能を習得する
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

・丁寧、安全、安楽、安寧を実践しうる介護力を習得する
・利用者と介護関係を構築できるコミュニケーション力を習得する
・訪問介護員２級程度の介護力を身に着ける
※本授業は大学の指定する通信制訪問介護員養成研修事業者と連携して行い、学内授業の他に指定事業者
が行う４８時間の実技スクーリング、３０時間の実習がある。単位認定者には、埼玉県訪問介護員養成研修
事業修了証明書（訪問介護員２級資格）が発行される。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．オリエンテーション
２．社会福祉の基本的な理念及び福祉サービスを提供する際の基本的な考え方
３．高齢者保健福祉に関する制度及びサービス並びに社会保障制度�
４．高齢者保健福祉に関する制度及びサービス並びに社会保障制度�
５．訪問介護概論及び倫理
６．高齢者及び障がい者の疾病、障がい等�
７．高齢者及び障がい者の疾病、障がい等�
８．介護技術の基本�
９．介護技術の基本�
１０．介護技術の基本�
１１．家事援助の方法
１２．相談援助の基本
１３．医療・看護・リハビリテーションなど関連領域の基礎知識
１４．基本的な態度、訪問介護計画作成、レクリエーション
１５．まとめ
レポートによる試験

［準備学習］

各単元のテキストは必ず事前に予習し授業参加すること。関連科目を復習しておくとさらによい。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

訪問介護員養成研修テキスト
財団法人長寿社会開発センター発行

（試験やレポートの評価基準など）
採点配分
出席：４０％
期末試験：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

介護予防 （ 講義・演習・実習 ） 戸村 成男
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

「介護予防」は、平成１８年（２００６年）４月の改正介護保険法において導入された。これは、「要介護状
態になることをできる限り防ぐ（遅らせる）こと、そして要介護状態であっても、状態がそれ以上に悪化
しないようにする（維持・改善を図る）」と定義されている。そこで、高齢者の生活や人生を尊重し、で
きる限り自立した生活を送れるようにするには、どのような方策があるのか学ばせる。
［授業全体の内容の概要］

「介護予防」は、寝たきりなどの介護が必要な状態にならないように、心身の衰えを予防・回復しよう
という取り組みである。そこで、どのような状態にある高齢者であっても、生活機能の維持・向上を積極
的に図り、要支援・要介護の予防や重症化の予防・軽減させるための具体的対策までを明らかにする。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

各自治体が取り組んでいる介護予防の事業をそれぞれ吟味し、今後、地域包括ケアシステムの導入を見
据えた地域介護・保険・福祉のあり方までの知識を習得させる。
※地域のボランティア活動に出ても、高齢者の介護予防の相談業務に応じることが出来るようにする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．講義を進めるに当たってのガイダンス
２．介護保険の改正と介護予防
３．高齢化社会における介護予防の必要性と社会的意義
４．介護予防の内容と環境
５．高齢期における身体的特徴
６．包括的介護予防検診の理論と実際
７．行動科学の理論と行動変容のメカニズム
８． １）虚弱高齢者の理解と高齢者筋力トレーニングの方法
９． ２）転倒・骨折の理解と転倒予防の方法
１０． ３）認知症の理解と認知症予防の方法
１１．介護予防活動の実際
１２．高齢者の自己決定を促す援助法
１３．介護予防プログラムの作成法�
１４．介護予防プログラムの作成法�
１５．介護予防の将来と総括
定期試験

［準備学習］

高齢者の身体的・精神的・社会的特性、介護保険制度、介護予防事業、相談業務などを、福祉・保健・
医療・運動の分野から多角的に学ぶ授業である。そのため地域や行政などで、どのような介護予防事業が
展開をされているかをあらかじめ調査をしておく必要がある。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
授業に合わせて資料を配布
（参考文献）
これからの介護予防・地域ケア

出版：サンライフ企画

レポート・アンケート調査 ４０％
定期試験 ６０％
※出席点、態度点は減点法を採用
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

精神保健学 （ 講義・演習・実習 ） 岡坂 昌子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

現代のストレスの多い社会状況においては、心の健康を保持することは重要である。また、将来人間関
係を主とする職業につくことを志す者にとって、人の心を理解することは必要不可欠であり、その基本的
知識を習得する。その上で、心の健康を保持するための方策についても学習する。

［授業全体の内容の概要］

精神保健および精神医学の基本的知識をライフステージ、生活場面毎に習得する。その上で、予防医学
的見地から心の健康を保持するための方策についても学習する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

将来、福祉、保健、医療場面の職場で、適切な医療保健福祉サービスが提供できるような知識、考え方
を身につける。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．精神保健総論―精神保健とは
２．精神保健の今日的意義―現代社会における精神保健の意義と役割、問題点
３．ライフステージ毎の精神保健�―乳幼児期、児童期
４．ライフステージ毎の精神保健�―青年期・成人期
５．ライフステージ毎の精神保健�―老年期
６．生活場面における精神保健�―家庭
７．生活場面における精神保健�―学校
８．生活場面における精神保健�―職場、地域
９．精神障害の基礎知識�―精神障害総論―成因、疫学、精神症状論
１０．精神障害の基礎知識�―精神障害各論�統合失調症、躁鬱病など
１１．精神障害の基礎知識�―精神障害各論�神経症、心身症など
１２．精神障害の基礎知識�―老年期の精神障害
１３．精神保健福祉行政の概要―精神保健福祉法その他関連法規及び制度の概要
１４．心の健康を保持するために―休養・運動・栄養、自然に生きる
１５．精神保健学まとめ
試験・レポート等

［準備学習］

毎回配布する資料をよく読んでおくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
授業にあわせて資料を配布

（参考文献）
「図表で学ぶ精神保健」長尾博（培風館）

出席・授業態度を重視（就職試験等の場合は考慮
します） ４０％
試験・レポートの提出 ６０％
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（ ）
総合福祉科目

社会福祉関連科目
心 理
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

教育心理学 （ 講義・演習・実習 ） 森住 宜司
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

心理学概論の一部に相当する授業科目で、教育という営みについての心理学的知識を学ぶ授業である。
現実の教育場面にそいながら教育心理学の成果を理解し、教育実践に生かすことを目標にする。

［授業全体の内容の概要］

教育心理学の主要な領域である、発達、学習、適応、評価について講義する。具体的には、発達と教育
の関係、「学ぶ」ことの意味、「わかる」喜びと学習意欲、教育評価、授業―学習過程とそれを支える教師
―生徒関係および生徒同士の関係、そして「教える」ということについて考える。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

「人格の完成」をめざす教育のための教育心理学的基礎を理解する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．教育心理学の対象と方法（教育心理学とは何か、教育心理学の研究法）
２．発達と教育（発達の規定要因、発達の理論、発達と教育の相互規定的関係）
３．学習の基礎過程�（学習の意義、学習の理論、学習の基本的な型）
４．学習の基礎過程�（人間の学習の特徴、知的学習）
５．学級集団の理解（学級集団の機能、学級集団の構造と過程、学習集団）
６．教授＝学習過程�（教授＝学習過程の一般的プロセス）
７．教授＝学習過程�（教授の具体的方法、発見学習、有意味受容学習）
８．教授＝学習過程�
９．生活指導（学級集団活動、ガイダンス、教育相談、スクールカウンセリング）
１０．障害児の心理と指導
１１．教育評価�（教育評価とは何か、相対的評価、絶対的評価、到達度評価）
１２．教育評価�（授業における教育評価の方法、形成的評価）
１３．誤答分析・認知カウンセリング
１４．教育統計
１５．教師論（専門職としての教職、教師のメンタルヘルス）
試験

［準備学習］

講義テーマに対応するテキストの章・節に関して要点をつかみながら読んでおく。分かりにくい重要語
句は心理学辞典等で確認しておく。（ノート記録）

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
北尾倫彦他（１９９１）『教育心理学（新版）』有斐閣
（参考文献）
日本教育心理学会編（２００３）『教育心理学ハンドブ
ック』有斐閣

出席 ３０％
期末試験 ７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

臨床心理学 （ 講義・演習・実習 ） 小熊 順子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

臨床心理学は応用心理学のひとつで、実践の学であり各種発達理論、臨床に役立つすべての理論の集大
成である。人格理解の方法と問題への対処法を基礎理論や各種技法をとおして学んでいく。

［授業全体の内容の概要］

・臨床心理学とは何かについて学ぶ
・臨床心理学の基礎理論を学ぶ
・心理検査等をとおして人格理解の方法を学ぶ
・心理療法の実際を具体的な事例をとおして学ぶ

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

対人援助の専門職にふさわしい、臨床心理学的知識と接し方を身につける

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．臨床心理学とは何か
２．臨床心理学の歴史�
３．臨床心理学の歴史�
４．臨床心理学の基礎理論�
５．臨床心理学の基礎理論�
６．人格理解の方法�
７．人格理解の方法�
８．人格理解の実際�
９．人格理解の実際�
１０．心理療法�
１１．心理療法�
１２．心理療法の実際�
１３．心理療法の実際�
１４．心理療法の実際�
１５．まとめ
試験

［準備学習］

事前に必ずテキストを読んで授業に臨むこと。授業の最初に前回の振り返りをするので復習をして臨む
こと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
『臨床心理学』藤永保他編 有斐閣ブックス

（参考文献）
『総説 臨床心理学』小林重雄監修 コレール社

出席 １０％
提出物 １０％
期末試験 ８０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

心理学研究法 （ 講義・演習・実習 ） 森住 宜司
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

心理学研究・実践の計画立案、各種調査、検査などの実施、結果の分析・考察などの研究実践の全過程
について学ぶ。

［授業全体の内容の概要］

心理学研究法として、調査法、質問紙法、心理テスト法、観察法、面接法、実験法・実験計画法などに
ついて学ぶ。あわせて文献レビューの方法や臨床心理学的研究法など分野別の問題の研究法も扱い、デー
タ分析法として心理統計法も学ぶ。そして、心理学的な研究・実践を行う際の倫理規定や、臨床にどう取
り組み研究するかについても考える。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

データの収集、データの分析・考察法としての心理学の研究法を理解する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．心理学の研究とは何か、心理学研究・実践における倫理
２．心理学論文の探し方、読み方
３．心理学研究法�（質的調査―観察法、面接法）
４．心理学研究法�（量的調査―尺度作成）
５．心理学研究法�（量的調査―質問紙法、調査研究）
６．心理学研究法�（実験法、実験計画法）
７．心理学研究法�（準実験、単一事例実験）
８．心理学研究法�（事例研究法、フィールドワーク）
９．研究課題と種々の研究法（具体的研究例）
１０．分野別研究技法�（認知研究）
１１．分野別研究技法�（教育・発達研究、臨床心理学研究）
１２．分野別研究技法�（性格・社会心理学研究）
１３．心理統計�
１４．心理統計�
１５．研究計画から心理学レポート・論文の書き方
試験

［準備学習］

講義テーマに対応するテキストの章・節に関して要点をつかみながら読んでおく。分かりにくい重要語
句は心理学辞典等で確認しておく。（ノート記録）

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
高野陽太郎他編（２００４）『心理学研究法』有斐閣
（参考文献）
日本発達心理学会監修（２０００）『心理学・倫理ガイ
ドブック リサーチと臨床』有斐閣

出席 ３０％
期末試験 ７０％

社
会
福
祉
関
連

（

心

理

）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

心理学基礎実験 （ 講義・演習・実習 ） 森住 宜司
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ６０時間・２単位 ２年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

心理学実験・実習に相当する授業科目で、心理学における基礎的な実験・実習を通して、心理学の研究
方法、手続き、心理学的データ収集の方法、分析方法、レポートの作成法などを習得する授業である。

［授業全体の内容の概要］

心理学の主要な機能である、知覚、記憶、学習に関する基礎実験や、研究対象である情意行動、社会行
動に関する研究の基礎を実習する。方法としては実験法を中心に、観察法や調査法などを体験実習する。
毎回の実験・実習後には、データを分析、考察し、レポートを作成し、随時、それらのレポートを発表、
討論し、問題点を検討する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

心理学の基本的な考え方および、実験計画・実施、分析・考察、レポート作成の手順を習得する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ガイダンスおよびレポートの書き方（講義）
２．知覚の基礎実験�（触二点閾）
３．知覚の基礎実験�（ミューラーリヤー錯視）
４．知覚の実験に関するレポート発表、討論、問題の検討
５．記憶の基礎実験�（語の記憶）
６．記憶の基礎実験�（顔の記憶）
７．学習の基礎実験�（概念識別学習）
８．学習の基礎実験�（分散学習、集中学習）
９．記憶、学習の実験に関するレポート発表、討論、問題の検討
１０．情意行動の基礎実験�（要求水準）
１１．情意行動の基礎実験�（一対比較による好悪の尺度化）
１２．社会行動の基礎実験�（対人距離、パーソナルスペース）
１３．社会行動の基礎実験�（ゲームの理論）
１４．観察法の実習
１５．全体レポートの発表
試験・レポート等

［準備学習］

各授業回の課題について、心理学事典・ハンドブック・テキスト類によって調べておく。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（参考文献）
フィンドレイ（１９９６）『心理学 実験・研究レポー
トの書き方』北大路書房

各実験レポート ８０％
期末試験 ２０％

社
会
福
祉
関
連

（

心

理

）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

心理検査法 （ 講義・演習・実習 ） 小熊 順子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

心理検査は人間の行動の個人差を明らかにする技術・方法で、面接や行動観察とともに心理的側面を評
価する方法である。その使用目的に応じて多様な種類があり、心理検査の意義と基礎知識を学ぶ。

［授業全体の内容の概要］

心理検査の考え方、使用目的を知り、評価に必要な基礎知識や方法を学ぶ。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

心理検査の種類、使用目的や留意点、その効用と限界、検査結果の分析方法について基礎的な知識を身
につける。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．心理検査とは
２．心理検査の意義
３．心理検査の発達史
４．知能検査�
５．知能検査�
６．知能検査�
７．性格検査�
８．性格検査�
９．性格検査�
１０．適性検査
１１．神経心理学的検査
１２．発達検査
１３．その他の検査
１４．心理検査の使用と作成の問題
１５．心理検査の信頼性と妥当性
試験

［準備学習］

事前に必ずテキストを読んで授業に臨むこと。授業の最初に前回の振り返りをするので復習をして臨む
こと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
『心理検査の理論と実際』

花沢成一他著 駿河台出版社

出席 １０％
提出物 １０％
期末試験 ８０％

社
会
福
祉
関
連

（

心

理

）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

発達心理学 （ 講義・演習・実習 ） 小熊 順子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

子どもから老人にいたるさまざまな年代の発達の諸側面について、心理学的側面から理解する。また、
発達していく過程で生じるさまざまな障害についても学ぶ。

［授業全体の内容の概要］

知覚、運動、認知、知能、感情、言語、人格、社会性の経年的変化について理解する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

生涯発達と言われるように、子どもから老人にいたる身体・精神機能の発達の理解を前提に、その心理
的変化や特徴について学習する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．発達とは何か
２．知覚の発達
３．身体と運動能力の発達
４．認知機能の発達�
５．認知機能の発達�
６．知能の発達
７．感情・意志の発達
８．言語の発達
９．人格の発達
１０．社会性の発達�
１１．社会性の発達�
１２．生涯発達
１３．発達障害�自閉症、アスペルガー症候群
１４．発達障害�学習障害、注意欠陥多動性障害
１５．発達心理学は何をするのか
試験

［準備学習］

事前に必ずテキストを読んで授業に臨むこと。授業の最初に前回の振り返りをするので復習をして臨む
こと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
『発達心理学』無藤隆他著 岩波書店
（参考文献）
『発達心理学の基本を学ぶ』ジョージ・バターワー
ス他著 村井潤一監訳 ミネルヴァ書房

出席 １０％
提出物 １０％
期末試験 ８０％

社
会
福
祉
関
連

（

心

理

）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

高齢者心理学 （ 講義・演習・実習 ） 小熊 順子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

加齢に伴う身体・精神機能や行動の変化について理解し、高齢者の心理や行動の特性を学習する。そし
て支援の場面における接し方を学習する。

［授業全体の内容の概要］

身体・精神機能、精神運動機能の加齢による変化、高齢者の記憶・知能・人格・適応などの老年期の特
徴について理解する。この特徴に対応した支援の方法を学習する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

老年期の心理的特性を理解し、相談や支援に必要な基礎知識と接し方を学ぶ。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．老化の概念
２．感覚・知覚の老化
３．精神運動機能の老化
４．高齢者の記憶
５．高齢者の記憶
６．高齢者と知能
７．高齢者と知能
８．高齢者と人格
９．高齢者と適応
１０．高齢者と精神障害
１１．認知症高齢者の心理
１２．老年期の家族・対人関係
１３．施設における高齢者の心理
１４．高齢者の生きがいと社会参加
１５．高齢者への心理的支援
試験

［準備学習］

事前に必ずテキストを読んで授業に臨むこと。授業の最初に前回の振り返りをするので復習をして臨む
こと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
『老年期の心理学』福屋武人編著 学術図書出版社
（参考文献）
『高齢者のための心理学』

小林芳郎編著 保育出版社

出席 １０％
提出物 １０％
期末試験 ８０％

社
会
福
祉
関
連

（

心

理

）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

青年心理学 （ 講義・演習・実習 ） 森住 宜司
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

発達の心理学のうち、思春期・青年期の心理について、その身体的成熟と社会的地位の変化に伴う心理
的変化や行動特性、その発達課題等を学ぶ授業である。
［授業全体の内容の概要］

青年期の出現の歴史的な意味や、現代における青年期の意味をふまえ、青年期における身体と心の変化
を、とりわけ思考と感情の点から確認し、そして、その自己形成の過程を講義する。そうした大人への過
程を歩む青年に影響を与える家族や友人との関係、社会の影響等についても理解を図る。そうした青年期
の理解の上に、青年期にかかえる心の問題や悩み、その心理的援助についても学ぶ。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

青年期の心理的特徴を知る。また、その青年の心理に影響を及ぼす主な要因について知る。そして、青
年の悩みや心の問題のとらえ方と援助の考え方を理解する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．青年期とその理解（青年期とは何か 歴史上の青年期の誕生 現代青年期の変化）
２．青年心理学の研究方法（青年心理学の歴史 青年研究の特徴 データの収集・分析）
３．成長する身体とジェンダー（思春期の身体的変化 思春期のこころ）
４．青年期の思考（青年期の思考の特徴 時間的展望 価値観・人生観）
５．青年期の感情（青年期の感情の特徴 自尊感情）
６．青年期の自己形成（青年期の自我と自己 理想自己 アイデンティティ）
７．青年と家族（青年期の親子関係 現代青年の親子関係の変化）
８．青年と友人（青年期の友人関係 現代青年の友人関係の変化）
９．青年と学校（学校生活と青年 青年期の学び）
１０．青年と進路・職業（青年期のキャリア発達 青年期の進路 職業選択）
１１．青年と社会・政治（地域・社会と青年 社会観 青年の社会参加）
１２．青年と恋愛・悩み（異性との出会い 青年の悩み・悩まない青年 自己形成と悩み）
１３．青年期の心理的健康�（青年期の精神的問題 自己形成と心理的問題）
１４．青年期の心理的健康�（カウンセリング セルフヘルプ・グループ）
１５．大人になること（社会的経済的自立 結婚 親になること）
試験

［準備学習］

講義テーマに対応するテキストの章を読み、関連する資料を新聞記事・雑誌論文その他から検索してお
く。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
白井利明他（２００２）『やさしい青年心理学』有斐閣

（参考文献）
『シリーズ 荒れる青少年の心全７冊』北大路書房

出席 １５％
レポート ２５％
試験 ６０％

社
会
福
祉
関
連

（

心

理

）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

障害者心理学 （ 講義・演習・実習 ） 小熊 順子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

多様な障害についての理解を深め、障害に起因して生じるさまざまな心理的問題を把握し、障害者への
理解を深め、接し方を学ぶ。

［授業全体の内容の概要］

障害をどのように捉えるか、基礎理論を学び、先天性・中途の障害発生時期をも視野に入れて、障害の
種別ごとに心理的特性を理解する。また、心理的支援の際はチームアプローチが大切であることをも学ぶ。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

障害種別特性を理解したうえで、障害を有する人々の心理状態を理解し、相談や支援に必要な基礎知識
と接し方を学ぶ。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．「障害」の心理学的意義
２．障害心理と基礎理論
３．肢体不自由
４．視覚障害
５．聴覚障害
６．言語障害
７．知的障害
８．発達障害
９．精神障害
１０．重度・重複障害
１１．高次脳機能障害
１２．障害の受容
１３．障害者と適応
１４．障害者への心理学的評価
１５．障害者への心理的支援
試験

［準備学習］

事前に必ずテキストを読んで授業に臨むこと。授業の最初に前回の振り返りをするので復習をして臨む
こと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
障害者の心理・『こころ』

池田勝昭他編著 学術図書出版社

出席 １０％
提出物 １０％
期末試験 ８０％

社
会
福
祉
関
連

（

心

理

）

159



授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

カウンセリング （ 講義・演習・実習 ） 森住 宜司
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

心理的問題をかかえ援助を求める人（子どもから高齢者まで）の心の変容・成長を図るカウンセリング
の考え方や方法を学ぶ授業である。
［授業全体の内容の概要］

カウンセリング理論の背景にある人間観にもふれながら、クライエント中心カウンセリングを手始めに
カウンセリングの考え方や方法を知る。さらに、認知的アプローチや行動論的アプローチについても学ぶ。
そして発達段階に対応したカウンセリングのあり方や、各臨床場面に対応したカウンセリングのあり方を
考える。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

カウンセリングの理論と方法を理解し、その基本的な考え方を臨床場面に対応させて考えることができ
るようになる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．カウンセリングを学ぶに当たって
２．カウンセリングを求める人（クライエント）と受け持つ人
３．クライエント中心カウンセリングの理論�
４．クライエント中心カウンセリングの理論�
５．クライエント中心カウンセリングの方法
６．認知的アプローチによるカウンセリング
７．行動論的アプローチによるカウンセリング
８．青年期カウンセリング
９．生涯発達の段階に対応したカウンセリングの考え方
１０．福祉カウンセリング（臨床場面に対応したカウンセリング）
１１．集団カウンセリング
１２．セルフカウンセリング・セルフセラピー
１３．カウンセリングの学習法・訓練法�
１４．カウンセリングの学習法・訓練法�
１５．カウンセリングの学習法・訓練法�
試験

［準備学習］

講義テーマに対応するテキストの章を読み、関連する実践やケース報告の資料を本・雑誌論文その他か
ら検索しておく。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
播磨俊子他編（２００３）『カウンセリングを学ぶ人のため
に』世界思想社
（参考文献）
水島他編（１９８７）『カウンセリングを学ぶ〔新版〕』有斐閣
鍋田恭孝編（２０００）『心理療法を学ぶ〔改訂版〕』有斐閣

出席 １５％
レポート ２５％
期末試験 ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

心理療法 （ 講義・演習・実習 ） 平部 正樹
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

心理療法は、人間理解や対人援助の方法論である。心理療法を学ぶことで、人に対する理解を深めると
もに、日常生活や福祉実践の一助とする。

［授業全体の内容の概要］

１．心理療法の基本的な考え方。
２．代表的ないくつかの心理療法の特徴や方法論。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

様々な心理療法の概要を把握し、それらの歴史的背景、治療目標、治療技法等を理解する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．オリエンテーション
２．心理療法とは
３．心理療法の歴史的背景
４．対人援助の中での心理療法
５．心理療法の共通要素―聴く・話す
６．心理療法の共通要素―見立てる
７．精神分析療法の理論
８．精神分析療法の実践方法
９．行動療法の理論と実践方法
１０．認知行動療法の理論
１１．認知行動療法の実践方法
１２．クライエント中心療法の理論
１３．クライエント中心療法の実践方法
１４．対人援助に心理療法の考え方を活かすには
１５．まとめ
定期試験

［準備学習］

精神分析療法、行動療法、認知行動療法、クライエント中心療法について予習しておけば、よりスムー
ズに授業を理解することができる。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

参考文献：ガイドブック心理療法、パルマー，S．
編著、島悟監訳、日本評論社

出席：３０％
試験：７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

犯罪・非行心理学 （ 講義・演習・実習 ） 安齊 順子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

犯罪・非行という社会的逸脱行動を通して、社会的存在としての人間の心の病理や脆弱性について講義
し、より深い人間理解をはかる。

［授業全体の内容の概要］

犯罪心理学の歴史・基礎理論を概観し、現代社会における犯罪の心理について、人間学的アプローチ、
家族構造論的アプローチ、脳・器質的要因からのアプローチ、社会病理現象について論述する。また犯罪
被害者学、犯罪における性差、さらには現代の少年非行の心理についても講義する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

犯罪・非行を通して、人間性のより深い理解を高め、人間の心の病理や脆弱性を理解することで、弱者
に寄り添う姿勢を学ぶ。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．犯罪心理学の歴史と基礎理論
２．現代の犯罪の動向
３．犯罪の生物学的理解
４．犯罪の社会学的・人間学的理解
５．精神障害と犯罪
６．精神鑑定―個別犯罪の具体例�「性犯罪」
７．精神鑑定―個別犯罪の具体例�「親殺し・子殺し」
８．精神鑑定―個別犯罪の具体例�「配偶者殺人」
９．非行心理学の歴史と理論
１０．現代非行の動向
１１．非行の多元的理解―生物学、心理学
１２．犯罪・非行の防止にむけて―少年処遇の新たな動向
１３．被害者学と被害者カウンセリング
１４．犯罪・非行におけるジェンダー
１５．犯罪と環境―事件の起こりやすい場所とは
試験

［準備学習］

普段の新聞やテレビのニュースなどで殺人事件や虐待などのニュースに注意すること。興味があれば自
分で調べて、犯人がなぜ犯罪をしたか、考える習慣をつける。このとき、現代社会の問題（例、不景気）
と、個人要因（例、性格など）を両方考慮に入れること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

「やさしい犯罪心理学」
安斉順子・小畠秀吾著 文化書房博文社

「犯罪・非行の心理学」藤岡淳子著 有斐閣

期末試験、授業態度、授業内小テストから総合的
に評価
期末試験 ６０％
授業内小テスト ２０％
授業態度 ２０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

発達臨床心理学 （ 講義・演習・実習 ） 小熊 順子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

子どもから老年にいたるさまざまな発達年齢の時期ごとに、どのような発達的特徴をもっているのか、
また、その時期にどのような発達上の問題が生じるのか、その問題に対してどのような対処が考えられる
のか、人間の心理を発達の側面から学習する。

［授業全体の内容の概要］

人間の発達期を乳幼児から老年に分けて、発達およびその特徴を心理的に理解し、さらに心理的問題を
有する事例や障害について学習し、基礎知識を身につける。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

人間の発達は生涯にわたる発達を対象とする。その発達の経時的変化、特徴を心理学的側面から学習す
る。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．乳児期の発達
２．乳児期の発達の障害
３．幼児期の発達
４．幼児期の発達の障害
５．児童期の発達
６．児童期の発達の障害
７．青年期の発達
８．青年期の発達の障害
９．成人期・老年期の発達
１０．成人期・老年期の発達の障害
１１．発達過程における基本的生活習慣の問題
１２．発達過程における言語上の問題
１３．発達過程における情緒・性格上の問題
１４．発達過程における知的問題
１５．発達に関する健診・相談
試験

［準備学習］

事前に必ずテキストを読んで授業に臨むこと。授業の最初に前回の振り返りをするので復習をして臨む
こと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
『発達臨床心理学』中島誠編 ミネルヴァ書房

出席 １０％
ミニテスト ２０％
期末試験 ７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

臨床心理学実習 （ 講義・演習・実習 ） 小熊 順子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ６０時間・２単位 ３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

臨床心理学は人間、および人間関係の存在が前提となり、人間のこころを扱う。社会の進歩・複雑化と
ともに心の悩みは大きくなってきている。そのような問題の相談や支援をする際の方法のひとつである心
理学的技法を実習をとおして学習する。

［授業全体の内容の概要］

心理アセスメント、心理面接の技法、各種心理療法の基礎、心理的問題を有する事例へのアプローチの
実際について学習する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

実習体験や事例をとおして臨床心理学的援助技術を学習し、対人援助専門職に必要な基礎的な力を身に
つける。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．臨床心理学と実習
２．心理アセスメント�
３．心理アセスメント�
４．心理アセスメント�
５．心理アセスメント�
６．心理面接の技法�
７．心理面接の技法�
８．心理面接の技法�
９．心理面接の技法�
１０．心理療法�
１１．心理療法�
１２．心理療法�
１３．心理療法�
１４．事例研究�
１５．事例研究�
試験・レポート

［準備学習］

事前に必ずテキストを読んで授業に臨むこと。授業の最初に前回の振り返りをするので復習をして臨む
こと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
『臨床心理基礎実習』楡木満夫他共編 培風館
（参考文献）
『臨床心理実習論』

大塚義孝他監修 下山晴彦編 誠信書房

出席 １０％
提出物 ２０％
期末試験 ７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

家族心理学 （ 講義・演習・実習 ） 岡坂 昌子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

人間の生存にとって家族とは何か、心身の健康にかかわる家族システムとは何か、という課題について
家族成員間の関係を重視しつつ学習する。また、高度技術化・情報社会の中で、ますます孤立していく現
代の家族が抱える問題についても学習する。さらに相談場面における適切な理解と支援のあり方を学習す
る。
［授業全体の内容の概要］

家族の心理、家族関係、発達段階、家族の問題、家族関係の心理アセスメント、心理臨床的アプローチ
の実際を学習する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

家族についての心理的側面からの理解を深め、心理的支援がいかに大切であるかを学び、対人援助の専
門職に必要な基礎知識と接し方を身につける。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．家族心理学の課題と方法
２．家族の心理構造
３．家族の心理過程
４．夫婦の関係
５．親子の関係
６．きょうだい・多世代の関係
７．家族のライフ・コースと発達段階
８．恋愛と配偶者の選択
９．父性・母性と役割行動
１０．家族の問題―児童虐待・DV

１１．家族の問題―家庭内暴力・自殺・非行
１２．家族関係の心理アセスメント
１３．家族関係への心理臨床的アプローチの実際
１４．現代の家族の心理学的課題
１５．家族心理学まとめ
試験・レポート等

［準備学習］

心理学についての基本的な知識を持っている、あるいは他の心理学の授業を受講しておくことが望まし
い。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
『家族心理学入門』岡堂哲雄編 培風館

（試験やレポートの評価基準など）
出席・授業態度を重視（就職試験等の場合は考慮
します） ４０％
試験・レポートの提出 ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

グループダイナミクス （ 講義・演習・実習 ） 安齊 順子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

私たちは家族や学級・友人などさまざまなグループの中で互いに影響しあって暮らしている。グループ
の中で効果的なコミュニケーションを行うための、グループの心理学的特性やグループメンバーに及ぼす
特性について体験的に学び、福祉の実践に役立つ基礎的な力をつける。
［授業全体の内容の概要］

個と集団、とくに個人の成長と集団効果を中心のテーマとする。理論を学びながら、グループアクティ
ビティ、グループディスカッションなど参加型の学習で授業を進める。グループの構成メンバーとしてそ
れぞれが自己理解・他者理解を深めながらグループダイナミクスの理解を促す。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

対人援助や地域活動など、さまざまなグループとのかかわりの中で活用できるよう、人間関係に関する
知識や技術・コミュニケーションスキルの向上をめざす。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．人間関係とグループダイナミクス
２．グループダイナミクスの基礎理論１
３．グループダイナミクスの基礎理論２
４．グループの心理的特性
５．グループのプロセス
６．集団と個人のコミュニケーション
７．グループメンバーを支えるグループ環境
８．リーダー・リーダーシップスキル
９．ファシリテーター・ファシリテーション
１０．グループサイコセラピー、家族療法
１１．セルフヘルプグループ、ピアサポートグループ
１２．グループアプローチの演習１
１３．グループアプローチの演習２
１４．グループアプローチの演習３
１５．まとめ
定期試験

［準備学習］

心理学に関する基礎知識に関して、各自の学習を求める。例「あたりまえの心理学」文化書房博文社な
どを読み、基礎心理学の知識をつけること。また、集団の心理学は社会心理学が基礎となっているため、
「集団行動の社会心理学」田中淳、北樹出版などを読み、準備すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］
（テキスト）
津村俊充他編『人間関係トレーニング』ナカニシヤ出版
（参考文献）
津村俊充他編『ファシリテーター・トレーニング』ナカ
ニシヤ出版、堀公俊・加藤彰・加留部貴行『チームビル
ディング』日本経済新聞出版社
ほか別途指示

出席 ６０％
課題提出 ２０％
期末グループ発表 ２０％
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（ ）
総合福祉科目

社会福祉関連科目
経営情報
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

経営管理論 （ 講義・演習・実習 ） 石本 裕貴
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

合理的な生産管理のあり方、職場でのより良い人間関係の追求から、企業の発展と個人の自己実現との
同時追求、環境変化に対応する経営戦略・組織のあり方、環境問題を中心とする企業と社会のあり方等へ
と経営学は発展していきました。本講義ではこうした理論の発展を踏まえて、一市民として必要な経営管
理の基本知識をわかりやすく、教えていきます。
［授業全体の内容の概要］

まず、経営管理の思想を学びます。テイラーの科学的管理法、メーヨー等の人間関係論、バーナードの
近代管理論等、その内容と問題点、現代における位置づけを論じます。次に官僚制の弊害と対策を中心に、
組織の選択及び経営革新について学んでいきます。最後に近年重要性を増しつつある企業と社会の問題に
ついて考えていきます。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

一社会人として、企業についての基本的知識を身につけ、企業の改革の方向性を考えられるようになる
こと。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．経営管理の思想（序）
２．経営管理の思想�テイラー
３．経営管理の思想�人間関係論、バーナード
４．経営管理の思想�動機づけの理論
５．経営管理の思想�管理過程
６．経営管理の思想�リーダーの役割
７．経営管理の思想�日本的経営
８．組織の選択（序）
９．組織の選択�官僚制の弊害と対策
１０．組織の選択�職能別組織と事業部制組織の長所短所
１１．組織の選択�企業文化と経営革新
１２．企業と社会（序）
１３．企業と社会�環境問題
１４．企業と社会�企業の社会的責任論
１５．企業と社会�産業文明の諸問題
試験（小テスト又はレポート）

［準備学習］

講義の理解度を深める為にも、予習・復習は欠かせないので、これを実行すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
最新・経営学基礎講座２『経営管理』

野中郁次郎・寺本義也 編著、中央経済社
（参考文献）
講義内にて紹介する

出席 ２０％
受講態度 ２０％
レポート ４０％�	



６０％

小テスト ２０％
（小テストは３回実施する）
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

マーケティング （ 講義・演習・実習 ） 米岡 学
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

この授業は、初めてマーケティングを学ぶという人を対象にして、マーケティングとは何かということ
を理解できるように、企業の成功例を挙げ、わかりやすく説明する。マーケティングが世の中でどのよう
な役目を果たしているのか、そしてそれをうまくやるために理論がどのように役に立つのかを学ぶ。
［授業全体の内容の概要］

最初に、マーケティング志向の本質、マーケティング理論の体系、マーケティングの基本フレーム、マ
ーケティングの戦略思考について学習する。次に、マーケティングをうまく行うために、製品、価格、広
告、チャネルの観点から、さらに、統合的な仕組みの観点からサプライチェーン、営業について学習して
いく。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

企業のマーケティング事例から、マーケティングをうまくやるとはどういうことかを理解する。そのこ
とにより、ある企業のマーケティングがうまくやっているか、そうでないかの境目をつかめるようにする。
最終的に、世の中が抱えるマーケティングの悩みを、少しでも解決できるような能力を身に付ける。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ガイダンス
２．マーケティングと経営
３．マーケティング論の発展
４．マーケティングの基本概念
５．戦略的マーケティング
６．製品のマネジメント
７．価格のマネジメント
８．広告のマネジメント
９．チャネルのマネジメント
１０．サプライチェーンのマネジメント
１１．営業のマネジメント
１２．顧客関係のマネジメント
１３．ブランド構築のマネジメント
１４．企業の社会責任
１５．総括
評価

［準備学習］

毎回授業終了時に、次回の授業で行う講義範囲を言うので、教科書を読んで予習してくること。また、
授業で配布した課題プリントは、次回の授業までに作成して提出すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

「１からのマーケティング（第３版）」
石井淳蔵・廣田章光編著 碩学舎

参考文献：
「ゼミナール マーケティング入門」

石井淳蔵他著 日本経済新聞出版社

（試験やレポートの評価基準）
出席：２０％
課題レポート：４０％
最終レポート：４０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

経営事情 （ 講義・演習・実習 ） 石本 裕貴
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３年次・前期，後期 選択
［授業の目的・ねらい］

『経営事情』とは、簡潔に言えば、経営体そのものとその機能、そして当該経営体とその経営環境につ
いて考察するものである。そこには経営学そのものの構成要素となる中でも、特に重要な「経営管理」や
「経営組織」「経営戦略」「生産管理」「財務管理」などを始めとする重要な概念の理解が先ず必要不可欠
である。中でも中核は、管理と組織に他ならず、その正確な理解無くして様々な「経営事情」を分析する
ことも、対処することも出来ない。従って、当講義はこれらの言わば「経営学概論」とも言えるものを基
本からマスターすることを目標とする。
［授業全体の内容の概要］

先にも述べたように、所謂「経営事情」を学び、これを習得し、そして実体経営の分析というところに
まで至るには、先ず基本事項・基本的専門用語の理解が必要なのは自明の理である。従って、半期講義と
いう限られた時間の中でここまで至る足掛かりを獲得するため、経営とは一体何かを、経営学「概論」の
観点から、広義の「管理」と「組織」に関連づけて講義が進められることとなる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．資本主義社会と企業（１）
２．資本主義社会と企業（２）
３．資本主義と経営学（�）
４．資本主義と経営学（�）
５．経営・企業の基本概念〈１〉
６．経営・企業の基本概念〈２〉
７．現代の企業形態［�］
８．現代の企業形態［�］
９．経営管理の概念と史的展開�
１０．経営管理の概念と史的展開�
１１．経営組織の本質と諸構造－１－
１２．経営組織の本質と諸構造－２－
１３．『経営事情』総括「１」
１４．『経営事情』総括「２」
１５．『経営事情』総括「３」
試験（まとめ小テスト）

［準備学習］

講義の理解度を深める為にも、予習・復習は欠かせないので、これを実行すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

別途、指示する。主にプリント使用

（参考文献）
『経営学原理』日本評論社、野口祐編、１９８０年

出席 ２０％
受講態度 ２０％
レポート ４０％�	



６０％

小テスト ２０％
（小テストは３回実施予定）

社
会
福
祉
関
連

（
経
営
情
報
）

171



授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

情報ネットワーク （ 講義・演習・実習 ） 米岡 学
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

現代は高度情報通信社会であり、専門家だけでなく一般の人も、情報通信ネットワークの知識が必要不
可欠である。普段何気なく PCや携帯電話などからインターネットに繋ぎ利用してはいるが、その仕組み
やシステムをよく理解していない人が多いのではないだろうか。そこで、この講義では情報通信ネットワ
ークの仕組みについて解説し、その理解を深めることを目的とする。
この講義では、情報通信ネットワーク、コンピュータ、インターネット、ネットワークセキュリティ、

情報社会のルールとマナーなどを扱う。コンピュータや情報通信ネットワークの知識があまり無くても、
講義内容が理解できるように、懇切丁寧に説明する予定である。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

情報通信ネットワークの知識や技術を理解することにより、PC、携帯情報端末、携帯電話などから、
インターネットなどを活用し、高度情報通信社会で活躍できる能力を、身につけることを達成目標とする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ガイダンス
２．情報通信ネットワークの基礎知識�
３．情報通信ネットワークの基礎知識�
４．コンピュータ�
５．コンピュータ�
６．通信技術の概要�
７．通信技術の概要�
８．データネットワーク技術
９．情報ネットワークの使われ方
１０．インターネット�
１１．インターネット�
１２．ネットワークセキュリティ�
１３．ネットワークセキュリティ�
１４．情報化社会のルールとマナー�
１５．情報化社会のルールとマナー�
試験

［準備学習］

毎回授業終了時に、次回の授業で行う講義範囲を言うので、教科書を読んで予習してくること。また、
授業で配布した課題プリントは、次回の授業までに作成して提出すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

「はじめての情報ネットワーク」
室本弘道著 森北出版

出席：２０％
提出物：５０％
試験・最終レポート：３０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

ビジネスソフトウェア� （ 講義・演習・実習 ） 米岡 学
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

この授業は、１年次必修科目である「情報基礎論�」の発展科目として位置づけている。「情報基礎論
�」では、広く基礎的な事項を学習した。しかし、まだワープロソフトを十分にマスターした人は少ない
ように思われる。そこで、ビジネス文書の作成、ワープロソフトの詳細設定、応用機能の利用、文書管理
などを学習する。
［授業全体の内容の概要］

最初に、タッチタイピングをマスターして、キーボードを早く正確に打てるようにする。次に、ワープ
ロソフトの基本機能をおさらいし、書式の詳細設定や応用機能を利用し、文書作成処理ができるようにす
る。また、ビジネス文書の基本、ライティング技術、管理、等について学習し、ビジネス文書作成能力を
身に付ける。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

大学でのレポート作成や論文作成に必要不可欠な知識や技術、また、就職して企業実務でも困らない程
度のビジネス文書作成能力の習得を目指している。また、目標の１つとして日本商工会議所主催の「日商
PC検定試験 文書作成 ３級」程度の資格取得ができるようにする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ガイダンス
２．タッチタイピングのマスター
３．ビジネス文書の基本
４．ビジネス文書の文書
５．ワープロソフトの基本機能と操作
６．ワープロソフトの応用機能と操作
７．ビジネス文書の作成方法�
８．ビジネス文書の作成方法�
９．ビジネス文書の作成練習�
１０．ビジネス文書の作成練習�
１１．ビジネス文書の作成演習�
１２．ビジネス文書の作成演習�
１３．ビジネス文書の作成演習�
１４．ビジネス文書の作成演習�
１５．総括
評価

［準備学習］

毎回授業終了時に、次回の授業で行う講義範囲を言うので、教科書を読んで予習してくること。また、
授業中に提出できなかった実習課題等は、次回の授業までに完成させて提出すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

「日商 PC検定試験 文書作成 ３級 完全マスター」
富士通エフ・オー・エム株式会社著 FOM出版

参考文献：第１回目のガイダンスで紹介する。

（試験やレポートの評価基準）
出席：２０％
課題レポート：４０％
実技試験：４０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

ビジネスソフトウェア� （ 講義・演習・実習 ） 米岡 学
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］
この授業は、１年次必修科目である「情報基礎論�」の発展科目として位置づけている。「情報基礎論

�」では、広く基礎的な事項を学習した。しかし、まだ表計算ソフトを十分にマスターした人は少ないよ
うに思われる。ここでは、データ処理（表、グラフ、計算、分析）やデータベースの構築、活用、分析、
管理などを学習する。
［授業全体の内容の概要］
最初に、表計算ソフトの基本機能・操作を一通りおさらいする。データの迅速で正確な入力ができるよ

うにする。そして、�表計算ソフトによりデータを表にまとめ、集計、分類、並べ替え、計算等ができる。
�各種グラフの特徴を理解して、目標に応じたグラフを作成する。�表やグラフにより、データを分析で
きる。�適切なファイル名をつけ保存し、データ管理ができる。等のデータ処理、分析、活用能力を身に
付ける。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］
大学でのレポート作成や論文作成に必要不可欠な知識や技術、また、就職して実務社会でも困らない程

度のデータ活用能力の習得を目指している。また、目標の１つとして日本商工会議所主催の「日商 PC検
定試験 データ活用 ３級」程度の資格取得ができるようにする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ガイダンス
２．表計算ソフトのデータ活用
３．表計算ソフトのデータ活用の基本処理�
４．表計算ソフトのデータ活用の基本処理�
５．表計算ソフトのデータ活用の基本処理�
６．表計算ソフトのデータ活用の基本処理�
７．表計算ソフトのデータ活用の応用処理�
８．表計算ソフトのデータ活用の応用処理�
９．表計算ソフトのデータ活用の応用処理�
１０．表計算ソフトのデータ活用の応用処理�
１１．表計算ソフトのデータ活用演習�
１２．表計算ソフトのデータ活用演習�
１３．表計算ソフトのデータ活用演習�
１４．表計算ソフトのデータ活用演習�
１５．総括
評価

［準備学習］

毎回授業終了時に、次回の授業で行う講義範囲を言うので、教科書を読んで予習してくること。また、
授業中に提出できなかった実習課題等は、次回の授業までに完成させて提出すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

「日商PC検定試験 データ活用 ３級 完全マスター」
富士通エフ・オー・エム株式会社著 FOM出版

参考文献：第１回目のガイダンスで紹介する。

（試験やレポートの評価基準）
出席：２０％
課題レポート：４０％
実技試験：４０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

プレゼンテーションスキル （ 講義・演習・実習 ） 米岡 学
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

情報社会の現代では、プレゼンテーション能力が重要視されている。それは何故かというと、情報社会
の到来により、私達の生活が便利になる反面、私達を取り巻く社会の仕組みが複雑になり、人から人に目
に見えない情報を正確にわかりやすく伝えるためには、プレゼンテーション能力が必要だからである。
この授業では、まずプレゼンテーションの概要を説明し、そのポイントを理解する。次に、プレゼンテ

ーションの資料を作成する Power Pointの基本操作を学び、スライドにデジタルデータ（テキスト、図、
グラフ、表など）を書き入れ、見栄えのよいスライドが作成できるようにする。最後に、パソコンの画面
をプロジェクターに通してスクリーンに映し出し、受講者を相手にして発表をする。
これら一巡の作業を一通りやり、プレゼンテーション能力をつけていくことを目的とする。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

�プレゼンテーションをするのに必要なストーリー作りや、資料収集の方法を修得する。
�Power Pointを十分にマスターし、デジタルデータ作成して、活用できるようにする。
�プレゼンテーションを通して、話し方や言葉遣い、質疑応答のやり方を修得する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ガイダンス
２．プレゼンテーションで重要なこと
３．プレゼンテーションの概要
４．プレゼンテーションのストーリー作成
５．プレゼンテーションの実際
６．Power Pointの基本操作�
７．Power Pointの基本操作�
８．Power Pointの基本操作�
９．Power Pointの基本操作�
１０．Power Pointの基本操作�
１１．プレゼンテーションの課題作成
１２．プレゼンテーションの実施�
１３．プレゼンテーションの課題作成
１４．プレゼンテーションの実施�
１５．総括
レポート等

［準備学習］

毎回授業終了時に、次回の授業で行う講義範囲を言うので、教科書を読んで予習してくること。また、
授業中に提出できなかった実習課題等は、次回の授業までに完成させて提出すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

「３０時間でマスター
プレゼンテーション＋Power Point２００７」

実教出版編修部編 実教出版

出席：２０％
提出物：４０％
プレゼンテーション：４０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

会計実務 （ 講義・演習・実習 ） 吉澤 英一
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

１．会計のはたらき・しくみ・きまりを知る。
２．収益・費用と損益計算書を理解する。
３．資産・負債・純資産と貸借対照表を理解する。
［授業全体の内容の概要］

財務諸表を理解するためには、会計の知識が必要とされる。会計の知識は、もはや今日では、一部の会
計専門家のものではなく、経済社会に生活する誰にとっても必要な共通の知識の一つになったのである。
収益・費用と資産・負債・純資産を中心に説明する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

収益・費用と資産・負債・純資産を学ぶことによって、財務諸表、主に、報告式の損益計算書と貸借対
照表が理解できるようにする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．簿記・会計の歴史�
２．会計のはたらき・会計のしくみ
３．会計のきまり
４．営業損益・営業外損益の計算
５．特別損益等
６．損益計算書のつくり方
７．資産の分類と評価・当座資産
８．棚卸資産
９．有形固定資産・無形固定資産・投資等
１０．減価償却・繰延資産
１１．流動負債・固定負債・引当金
１２．純資産
１３．貸借対照表のつくり方
１４．株主資本等変動計算書
１５．簿記・会計の歴史�
試験・レポート等

［準備学習］

学生の方々が予習してくる事を前提に授業を行いますので、予習は必要です。また授業で学習したこと
を、自ら繰り返し練習することが望ましいです。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
桜井久勝著 日経文庫『会計学入門』

日本経済新聞社
（参考文献）
山田勇治著『たのしく学べる会計』創成社

出席 ３０％
試験・レポート等 ７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

ビジネス実務総論 （ 講義・演習・実習 ） 吉澤 英一
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

将来、ビジネス・プロフェショナルとして活躍するのに必要な資質・習慣・態度を養うとともに基礎的・
基本的知識や思考力を身につけることを目標とする。この科目は、卒業時に、ビジネス実務士の資格が授
与されるための必須科目である。

［授業全体の内容の概要］

ビジネス実務に関する基礎的・基本的知識を学習するとともに、理論的な思考力・表現力の涵養に努め
る。理論のない実践は試行錯誤となり、ムリ・ムラ・ムダを生じ、非効率的になりがちである。実務知識
を「いかに、より合理的・より能率的に実行できるか」を学習し、さらには、ビジネスを創造的に遂行す
る能力の修得に努める。そのため、学習内容についての理論や知識を整理し、自分の考えをまとめるプロ
セスを通して、思考力や表現力を高める訓練をする。また、望ましい学習意欲・態度を養うことによって、
ビジネスに対する意欲・態度を養い、企業等で、即戦力となり得る資質を身につける内容とする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ビジネス実務総論の学習目標と概要
２．ビジネス・プロフェショナルの条件
３．企業の社会的責任
４．企業の組織および事例研究
５．企業の規則および事例研究
６．企業と個人の役割行動
７．ビジネス・マインド
８．マナーの重要性および事例研究
９．服装・態度・行動
１０．応対マナーと敬語
１１．企業活動と個人の役割行動
１２．ビジネス・スキル
１３．経済・経営に関する課題研究
１４．自己創造とキャリア・プラン�
１５．自己創造とキャリア・プラン�
試験・レポート等

［準備学習］

学生の方々が予習してくる事を前提に授業を行いますので、予習は必要です。また授業で学習したこと
を、自ら繰り返し練習することが望ましいです。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
専修学校教育振興会『ビジネス能力検定３級テキス
ト（２０１１年版）』日本能率協会マネジメントセンター
（参考文献）
森脇道子編著『ビジネス実務総論』実教出版

出席 ３０％
試験・レポート等 ７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

ビジネス実務演習� （ 講義・演習・実習 ） 吉澤 英一
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 ２，３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

ビジネス実務総論で学習した知識・理論を実践的に応用して、ビジネスの実務に関する、あらゆる場面
を想定した問題を解くことにより、思考力・判断力・問題解決能力などを練磨する。また、マナーや対人
関係のあり方などについても学習する。卒業時に、ビジネス実務士の資格が授与されるための必須科目で
ある。

［授業全体の内容の概要］

企業等に就職して１年程度の社員に必要とされる資質・企業知識・一般知識・対人関係・技能に関する
知識を中心に体系的に学習した後、臨機応変の応用力や思考・判断・問題解決能力等を総合的に養い、理
解を深化させる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ビジネス・パーソンに必要な資質
２．仕事の基本
３．仕事の進め方
４．社内文書
５．社外文書
６．企業と経済
７．企業の経営組織
８．ビジネス・マナー
９．コミュニケーション�
１０．コミュニケーション�
１１．仕事の基本となる８つの意識
１２．仕事への取り組み
１３．会社のルールと企業倫理
１４．仕事と IT

１５．ビジネス文書
試験・レポート等

［準備学習］

学生の方々が予習してくる事を前提に授業を行いますので、予習は必要です。また授業で学習したこと
を、自ら繰り返し練習することが望ましいです。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
専修学校教育振興会『ビジネス能力検定３級テキス
ト（２０１１年版）』日本能率協会マネジメントセンター
（参考文献）
森脇道子編著『ビジネス実務総論』実教出版

出席 ３０％
試験・レポート等 ７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

ビジネス実務演習� （ 講義・演習・実習 ） 吉澤 英一
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・１単位 ２，３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

ビジネス実務総論およびビジネス実務演習�を基礎とし、より複雑なビジネス実務に関する問題を解く
ことにより、社員としての資質・思考力・判断力・対人関係処理能力などを身につけ、さらに企業経営の
理論・知識についても学習する。卒業時にビジネス実務士の称号が授与されるための必須科目である。

［授業全体の内容の概要］

企業等に就職して２年程度の社員に必要とされる資質・企業知識・一般知識・対人関係・技能に関する
知識の修得を目標として、思考、判断・問題解決能力等を総合的に養い、即戦力として活躍する素地を創
る。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．仕事の実際とビジネス文書
２．人間関係とコミュニケーション
３．情報の収集・処理・作成
４．会社で扱う文書
５．新聞・インターネットと情報収集、分析
６．業種・業界の知識
７．会社の仕組みと売上・利益
８．社会保険と税金
９．現代の企業経営に関する問題
１０．企業形態に関する問題
１１．経営体と経営者に関する問題
１２．マネジメントの基本構造に関する問題
１３．経営管理者と意思決定に関する問題
１４．リーダーシップに関する問題�
１５．リーダーシップに関する問題�
試験・レポート等

［準備学習］

学生の方々が予習してくる事を前提に授業を行いますので、予習は必要です。また授業で学習したこと
を、自ら繰り返し練習することが望ましいです。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
専修学校教育振興会『ビジネス能力検定３級テキス
ト（２０１１年版）』日本能率協会マネジメントセンター
（参考文献）
森脇道子編著『ビジネス実務総論』実教出版

出席 ３０％
試験・レポート等 ７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

ビジネス・インターンシップ （ 講義・演習・実習 ） 石本 裕貴・大橋市次郎
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ９０時間・２単位 ２，３年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

企業における就業体験を通して、企業の職場の現状と職業人としてのマナー、職業意識、職務遂行能力、
職場のチームワーク・ルール等を修得し、労働の価値を認識し、自らのキャリア選択に生かすことを目的
とする。

［授業全体の内容の概要・到達目標］

企業の現状・職業の基本マナー・就業態度と習慣・職業倫理・各配属先企業の特徴・研修ノートの作成
要領等について講義をする。次に各企業に２～３名を配属し、２～３週間の研修を行う。その際担当教員
が企業を巡回して研修効果があがるよう助言を行う。研修終了後に各人に自分の就業体験・反省点・就業
上の成果などをレポートにまとめて公表してもらい、それらの指導を通して、企業や望ましい就業等につ
いて幅広い理解が得られることを課題とする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．事前指導
２月に集中講義を実施し、配属先企業の研究やチームワーク作りを行う。

２．企業研修
各企業に２～３名を配属し、研修期間は２～３週間とする。なお、研修方法は通常

の勤務体系をとる。
３．研修先企業
ビジネス・インターンシップに関する研修承諾書を交わしてある企業等を研修先と

する。
４．巡回指導
研修中は巡回指導体制を整えて、企業側担当者と大学側担当者の協力のもとで研修

の効果があがるように配慮する。研修の巡回はおおむね１週間あたり１回程度とし、
巡回の担当は「ビジネス・インターンシップ」担当教員が行う。
５．事後指導
研修終了後、学内で各企業で研修した体験・反省・成果を発表しあい、企業の知識

や就業等に関しても幅広く共通理解を図る。
６．研修先との連携体制
担当教員は、研修前に研修内容、条件等の打合せを実施し、研修中は、巡回指導時

必要に応じて学生の研修の様子を中心に打合せをする。研修終了後は、企業担当者と
学生の研修期間中の総括をし、研修先との連携の維持に務める。

［準備学習］

ビジネス・インターンシップに参加する企業の事業内容について事前に資料収集をして調査しておく。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

キャリア形成と就職成功へのステップ（実教出版）
就職ハンドブック（中央法規）

（試験やレポートの評価基準など）
日誌記録及び研究レポートを含む成績評価、研修
企業による成績評価等による総合評価とする。
出席 ４０％
日誌記録、レポート等 ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

企業経営論 （ 講義・演習・実習 ） 矢作 正
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３，４年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］
企業は、人を雇い、様々な商品・サービスを提供しています。私たちの生活は、企業に大きく依存して

います。企業経営論では、この企業の仕組みと行動についての理解を深めていきます。
まず、現代の主要な企業形態である株式会社の特徴、資金調達方法、統治の仕組みについて、学んでい

きます。ついで、組織の長期的発展のための経営戦略について学びます。さらに、環境問題を中心として、
企業と社会の問題について考えていきます。日本の企業社会の在り方についても取り上げます。
総じて、現代の日本の企業経営についての理解が深められるような講義をしていきます。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］
まず、企業の仕組みと行動についての理解を確かなものとしたうえで、企業は誰のものかについての疑

問を深め、今後の改革の方向について考える力をつけるようにします。ついで、事業の選択、競争戦略を
中心とした経営戦略について理解したうえで、長期的な組織の発展と個人の自己実現との同時追求につい
て考えてもらいます。さらには、企業が社会に果たすべき責任・貢献について考えていってもらいます。
総じて、一社会人として、企業についての基本的知識を身につけ、経済ニュースに関心を持ち現実の生

きた経営についての理解を深めることを課題とします。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．企業の循環的活動を理解する
２．企業形態の歴史と実態
３．株式会社の特徴・資金調達方法
４．株式会社における所有と支配
５．会社は誰のものか（コーポレート・ガバナンス）
６．公企業と民営化
７．協同組合の課題
８．経営戦略の重要性
９．競争戦略の方法
１０．多角化戦略
１１．企業の社会的責任論
１２．環境倫理と企業経営
１３．日本の経営の特徴
１４．企業社会の問題
１５．国際経営及びグローバリゼーションの問題
試験

［準備学習］

経済ニュースに関心を持ち、疑問を抱くとともに、テキストを予習しておくこと。また、授業後の復習
は必須です。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

佐久間信夫編『よくわかる企業論』ミネルヴァ書房 試験：５０％
レポート：２０％
質問点：２０％
出席：１０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

金融事情 （ 講義・演習・実習 ） 中村 泰治
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３年次・前期，後期 選択
［授業の目的・ねらい］

１．経済全体の中における金融の位置と役割を知ること。
２．種々の金融機関の異同を知ること。
３．金融政策を知ること。
［授業全体の内容の概要］

金融とは基本的に貨幣の貸し借りなので、まず貨幣とその貸借について説明する。次いで様々な金融機
関が様々な金融活動を行っていることを紹介する。そして代表的な金融政策とそれが経済に及ぼす影響に
ついて解説する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

現代では銀行などの金融機関と密接な関係をもたなければ、快適に生活することはできない。そこで将
来どのような職種に就くにせよ、金融機関の種類や役割などに正確な理解をもつことによって、様々な金
融機関と適切な関係を結べるようにする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．市場経済と貨幣
２．貨幣の役割と貨幣の貸借
３．金融の原型
４．金融機関の種類と機能
５．銀行
６．証券
７．保険と信託
８．ノンバンク
９．政府系金融機関
１０．中央銀行の役割
１１．金融政策�
１２．金融政策�
１３．金融政策�
１４．金融業界の課題
１５．まとめ
試験

［準備学習］

テキストは使用しないが、基本的な入門書なら何でも参考文献になり得るので、いくつか読んでみると
よい。また、経済や金融に関するニュースに関心をもって見聞きすることも有益な事前学習となる。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

テキストは使用しない。参考文献として呉文司他『金
融読本』（東洋経済新報社）をあげておく。

出席：２０％
試験：８０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

簿記原理A （ 講義・演習・実習 ） 吉澤 英一
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

簿記を初めて学ぶ人を対象に、楽しく、わかりやすく理解できるように行う。

［授業全体の内容の概要］

財務諸表を理解するためには、簿記の知識が必要とされる。簿記の知識は、もはや今日では、一部の会
計専門家のものではなく、経済社会に生活する誰にとっても必要な共通の知識の一つになったのである。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．複式簿記発達史序論
２．資産・負債・純資産
３．収益・費用
４．取引・勘定記入
５．仕訳・転記
６．仕訳帳・元帳
７．試算表の原理
８．６桁清算表
９．決算手続き�
１０．決算手続き�
１１．現金・預金
１２．小口現金
１３．有価証券
１４．商品勘定と３分法�
１５．商品勘定と３分法�
試験・レポート等

［準備学習］

学生の方々が予習してくる事を前提に授業を行いますので、予習は必要です。また授業で学習したこと
を、自ら繰り返し練習することが望ましいです。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
加古宜士編著『新検定簿記講義３級商業簿記（平成
２３年度版）』中央経済社
（参考文献）
平松一夫編著『商業簿記３級』税務経理協会

出席 ３０％
試験・レポート等 ７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

簿記原理B （ 講義・演習・実習 ） 吉澤 英一
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

簿記原理 Bを初めて学ぶ人を対象に、楽しく、わかりやすく理解できるように行う。

［授業全体の内容の概要］

財務諸表を理解するためには、簿記の知識が必要とされる。簿記の知識は、もはや今日では、一部の会
計専門家のものではなく、経済社会に生活する誰にとっても必要な共通の知識の一つになったのである。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．仕入帳・売上帳
２．商品有高帳
３．売掛金・買掛金
４．手形
５．その他の債権・債務
６．貸倒れと貸倒引当金
７．固定資産と減価償却
８．資本金と引出金
９．収益・費用の繰延と見越
１０．資産表の作成
１１．８・１０桁清算表
１２．伝票
１３．元帳の締め切り
１４．損益計算書と貸借対照表�
１５．損益計算書と貸借対照表�
試験・レポート等

［準備学習］

学生の方々が予習してくる事を前提に授業を行いますので、予習は必要です。また授業で学習したこと
を、自ら繰り返し練習することが望ましいです。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
加古宜士編著『新検定簿記講義３級商業簿記（平成
２３年度版）』中央経済社
（参考文献）
平松一夫編著『商業簿記３級』税務経理協会

出席 ３０％
試験・レポート等 ７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

商業簿記（中級） （ 講義・演習・実習 ） 吉澤 英一
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３年次・前期 選択
［授業の目的・ねらい］

商業簿記（中級）を初めて学ぶ人を対象に、楽しく、わかりやすく理解できるように行う。

［授業全体の内容の概要］

財務諸表を理解するためには、簿記の知識が必要とされる。簿記の知識は、もはや今日では、一部の会
計専門家のものではなく、経済社会に生活する誰にとっても必要な共通の知識の一つになったのである。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．簿記一巡の手続と財務諸表
２．現金預金取引
３．有価証券取引
４．債権・債務取引
５．手形取引
６．引当金取引
７．商品売買取引
８．特殊商品売買取引
９．固定資産取引
１０．損益取引
１１．株式会社会計
１２．税金
１３．決算
１４．本支店会計
１５．帳簿組織
試験・レポート等

［準備学習］

学生の方々が予習してくる事を前提に授業を行いますので、予習は必要です。また授業で学習したこと
を、自ら繰り返し練習することが望ましいです。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
加古宜士編著『新検定簿記講義２級商業簿記（平成
２３年度版）』中央経済社
（参考文献）
伊藤邦雄編著『商業簿記２級』税務経理協会

出席 ３０％
試験・レポート等 ７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

工業簿記 （ 講義・演習・実習 ） 吉澤 英一
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 １，２，３年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

工業簿記を初めて学ぶ人を対象に、楽しく、わかりやすく理解できるように行う。

［授業全体の内容の概要］

財務諸表を理解するためには、簿記の知識が必要とされる。簿記の知識は、もはや今日では、一部の会
計専門家のものではなく、経済社会に生活する誰にとっても必要な共通の知識の一つになったのである。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．工業簿記の本質
２．原価
３．原価計算
４．工業簿記の構造
５．材料費・労務費・経費の計算
６．個別原価計算
７．部門別原価計算
８．単純総合原価計算
９．等級別総合原価計算
１０．組別総合原価計算
１１．工程別総合総合原価計算
１２．標準原価計算
１３．直接原価計算
１４．原価・営業量・利益関係の分析
１５．工場会計の独立
試験・レポート等

［準備学習］

学生の方々が予習してくる事を前提に授業を行いますので、予習は必要です。また授業で学習したこと
を、自ら繰り返し練習することが望ましいです。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
岡本清編著『新検定簿記講義２級工業簿記（平成２３
年度版）』中央経済社
（参考文献）
佐藤紘光編著『工業簿記２級』税務経理協会

出席 ３０％
試験・レポート等 ７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

人事管理実務 （ 講義・演習・実習 ） 吉澤 英一
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

日本の企業・法人の終身雇用制度や年功賃金制度は実質的に崩壊しつつあり、働く場としての企業・法
人は大きく変化する時代である。そのためには、自分のキャリアは自分で考え、自分で作っていかなけれ
ばならない事を認識させ、人事管理の骨組みを理解させる。
［授業全体の内容の概要］

１．人事管理と労働問題 ２．募集・採用・配置・異動の管理
３．人材育成と人事評価 ４．賃金制度・退職金制度と福利厚生
５．労働時間の多様化 ６．労働法と労使関係
７．就業規則の運用
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

企業・法人経営にかかわる「人」の問題について、企業・法人は何を目的に、どのような仕組みを作り、
それがどのように機能しているかという人事管理の実際とその背景にある構造について理解することを課
題とする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．日本経済と労働問題
２．日本型人事管理の特徴
３．組織と人事管理
４．募集と採用の管理
５．配置と異動の管理
６．人材育成と教育訓練
７．人事評価と昇進管理
８．日本の賃金制度の特徴
９．福利厚生と退職金・企業年金
１０．多様化する労働時間と時短
１１．パートタイマーの現状と活用
１２．労働法と労働契約
１３．労働組合と労使関係
１４．懲戒・解雇・退職と就業規則
１５．労働組合への対応
試験・レポート等

［準備学習］

学生の方々が予習してくる事を前提に授業を行いますので、予習は必要です。また授業で学習したこと
を、自ら繰り返し練習することが望ましいです。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
今野浩一郎著『人事管理入門』日本経済新聞出版社
（参考文献）
今野浩一郎・佐藤博樹 マネジメント・テキスト
『人事管理入門』日本経済新聞社

出席 ３０％
試験・レポート等 ７０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

経営組織論 （ 講義・演習・実習 ） 石本 裕貴
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

１５回 ３０時間・２単位 ２，３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

経営組織理論は、ドイツやアメリカさらにはフランスで、十九世紀末に本格的に展開されてきたものと
言える。そこで本講では、経営組織理論のこれまでの蓄積を、より詳細に理解し、また実際の経営におけ
る知識を体系的に修得することを目標に据えて、講義をすすめていくものである。

［授業全体の内容の概要］

現代が「組織の時代」と言われて既に久しい。我々は、企業や国家あるいは学校などさまざまな組織に
所属し、組織構成員として活動を行うと同時に、行動を規制されてもいる。そこで本講では、特に企業組
織の生成と展開を体系的に据えることを主旨とし、主に学説史の視点から重要な理論を取り上げ、その特
質や問題点を検討していくものとする。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．経営組織理論とは何か（�）
２．経営組織理論とは何か（�）
３．経営組織理論を学ぶことの意義（１）
４．経営組織理論を学ぶことの意義（２）
５．経営組織論の諸形態と展開〈１〉
６．経営組織論の諸形態と展開〈２〉
７．経営の組織構造と組織戦略［�］
８．経営の組織構造と組織戦略［�］
９．経営の組織構造と組織戦略［�］
１０．経営環境と経営組織および経営戦略の基本的関係�
１１．経営環境と経営組織および経営戦略の基本的関係�
１２．日本型経営と経営組織理論の整合性について	
１３．日本型経営と経営組織理論の整合性について

１４．経営組織理論総括［�］
１５．経営組織理論総括［�］
試験（小テスト）

［準備学習］

講義の理解度を深める為にも、予習・復習は欠かせないので、これを実行すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
プリント（配布）
基本的重要事項は講義内で扱うので不要
（参考文献）
『経営組織』（基礎コース）、角野信夫、新世社

主として、�出席率（２０％）、�平常点（２０％）、
�レポート（４０％）、�小テスト（２０％）による。
ただし就職活動に関しては、�を考慮する。
［履修者へのメッセージ］
この講義では、特に基本からしっかりと進めてい
くので、頑張ってついてきてもらいたい。
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（ ）
総合福祉科目

社会福祉関連科目
海外セミナー
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

海外福祉交流ハワイセミナー （ 講義・演習・実習 ） 高松 節子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

集中 ３０時間・１単位 １，２，３，４年次・後期 選択
［授業の目的・ねらい］

アメリカ合衆国・ハワイ州ヒロ市にある高齢者施設（ナーシングホーム、アダルトデイケアセンター、
シニアセンターなど）や障害者関連施設（自立センター）、幼稚園などを訪問して、利用者の方々や職員
の皆様、子供たちとの交流を図りながら体験的にアメリカの福祉について学びます。また、ヒロの自然に
親しむ。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

事前学習（学内） ※３コマ（４．５時間）
１．オリエンテーション�
２．オリエンテーション�
３．オリエンテーション�
現地学習（９泊１０日）
４．アメリカ合衆国の福祉（現地講師による講義）
５．アメリカ合衆国の障害者政策（現地講師による講義）
６．ハワイ州の福祉（現地講師による講義）
７．障害者関連施設、見学、交流―ハワイアイランドアダルトデイケアセンター
８．障害者関連施設、見学、交流―東ハワイ障害者自立生活センター
９．高齢者施設訪問、見学、交流―カナマシニアセンター
１０．高齢者施設訪問、見学、交流―ライフケアセンター
１１．幼児教育施設訪問、見学、交流―YWC幼稚園
１２．幼児教育施設訪問、見学、交流―セントジョセフ幼稚園
１３．ハワイの文化・歴史（現地講師による講義、および実習）
事後学習（学内） ※３コマ（４．５時間）
１４．報告書のまとめ
１５．報告書の作成
報告書の発表会
※その他にハワイ火山国立公園やホノルル見学等があります。
実施は２０１２年３月１５日�～３月２４日�の予定です。

［準備学習］

参考文献を読みアメリカの福祉について予習する。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

堤 未果『ルポ貧困大国アメリカ』（岩波新書）
根岸毅宏『アメリカの福祉改革』（日本経済評論社）
プリント配布

事前学習、現地学習、事後学習を総合的に評価し
ます。
事前学習：１５％
現地学習：６０％
事後学習：２５％
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総合福祉科目
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 九里秀一郎
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ３年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

研究活動の目的、方法について基本的な理解を深め、卒業論文としてテーマを確定するための予備的な
研究に取り組み、研究・発表に必要な基本的な技術を習得する。

［授業全体の内容の概要］

研究・発表の基本的な知識と技術を習得するため、ワード、エクセル、インターネットの活用、文献調
査、論文記述の方法などを学習し、研究テーマ確定のための予備調査を行う。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

�研究活動の目的、方法に関する基本的な事項を理解している、�研究論文の形式でレポートが作成で
きる、�卒業論文のテーマと構想が決定している

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．研究論文について�
２．研究論文について�
３．インターネット検索�
４．インターネット検索�
５．インターネット検索�
６．調査法�
７．調査法�
８．調査法�
９．論文の書き方�
１０．論文の書き方�
１１．論文の書き方�
１２．論文の書き方�
１３．論文の書き方	
１４．課題レポート�
１５．課題レポート�

１６．研究テーマの設定�
１７．研究テーマの設定�
１８．研究テーマに関する予備調査�
１９．研究テーマに関する予備調査�
２０．研究テーマに関する予備調査�
２１．研究テーマに関する予備調査�
２２．研究テーマに関する予備調査	
２３．研究テーマまとめ�
２４．研究テーマまとめ�
２５．論文構想�
２６．論文構想�
２７．論文構想�
２８．論文構想�
２９．論文構想	
３０．論文構想まとめ

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

授業中に与えられた課題に対して、授業以外の時間で調査・考察を行い、その結果を報告するための準
備を行う。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

参考文献：
『大学基礎講座』藤田哲也編著、北大路書房

出席：４０％
レポート（卒業論文）：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 海野恵美子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ３年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

１・２年次での社会福祉の基本的理解をもとに、討論や発表等の主体的な学習への取り組みと相互学習
を通して、学生が自ら取り組む課題を見つけることを目的として、演習形式の授業を行う。

［授業全体の内容の概要］

学生の進路の多様性や社会福祉の今後の展開を考慮し、社会福祉、介護、医療・保健・心理等の関連領
域・分野についても視野に入れ、幅広い分野の学習機会を提供する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

「総合福祉」の概念の中から、各自が最も関心の高い分野あるいは２１世紀の福祉社会にとって最重要と
思われる分野を探求する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

〈前期〉
１．オリエンテーション�：�自己・他己紹介、
�年間授業予定、�成績評価等

２．オリエンテーション�：自分が興味を持っているテ
ーマ発表

３．オリエンテーション�：文章表記の仕方・レポート
のまとめ方

４．オリエンテーション�：図書館の利用方法・情報の
収集方法

５．文献の輪読・要約・考察と質疑応答�
６．文献の輪読・要約・考察と質疑応答�
７．文献の輪読・要約・考察と質疑応答�
８．文献の輪読・要約・考察と質疑応答	
９．文献の輪読・要約・考察と質疑応答

１０．文献の輪読・要約・考察と質疑応答�
１１．文献レポート（要約、考察、感想）作成・発表�
１２．文献レポート（要約、考察、感想）作成・発表�
１３．夏期休暇課題のテーマと文献リスト作成�
１４．夏期休暇課題のテーマと文献リスト作成�
１５．夏期休暇中のテーマ・文献リスト発表
※使用文献は別途指示する。
※文献の輪読・要約・考察の回数は、使用文献の分量に
よって変わる。

〈後期〉
１６．夏期休暇課題の発表�
１７．夏期休暇課題の発表�
１８．夏期休暇課題の発表�
１９．３年次課題レポートのテーマ設定：�テーマとテー

マの設定理由、�研究方法、�主要文献リスト作成�
２０．３年次課題レポートのテーマ設定：�テーマとテー

マの設定理由、�研究方法、�主要文献リスト作成�
２１．３年次課題レポートのテーマ設定：�テーマとテー

マの設定理由、�研究方法、�主要文献リスト作成�
２２．各自の研究テーマの発表と質疑応答�
２３．各自の研究テーマの発表と質疑応答�
２４．各自の研究テーマの発表と質疑応答�
２５．卒業研究�のクラス発表会への参加と質疑応答�
２６．卒業研究�のクラス発表会への参加と質疑応答�
２７．卒業研究�のクラス発表会への参加と質疑応答�
２８．課題レポート作成方法
２９．課題レポートのテーマ・概要・参考文献の発表�
３０．課題レポートのテーマ・概要・参考文献の発表�
まとめ

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

予習→授業→復習を繰り返すことにより、明確な問題意識をもって研究テーマを設定し、深め、論文と
してまとめ、発表する力を身に付ける。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

必要に応じて別途指示する。 単位認定の方法―�出席点３０％、�提出の提出状
況や役割の遂行等の日常評価点２０％、�学期末課
題レポートの評価点５０％による総合評価。
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 香川スミ子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ３年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

１・２年次における社会福祉の基本的理解をもとに、討論や発表など、学生の主体的な学習への取り組
みと相互学習を通じて、学生が自ら取り組む課題を見つけることを目的として、演習形式の授業を行う。

［授業全体の内容の概要］

学生の進路の多様性や社会福祉の今後の展開をかんがみ、社会福祉に加え、介護や保健・医療、心理な
どの関連領域、そして情報処理システムの導入や情報活用の可能性など、福祉の関連領域として急速な広
がりが予想される分野についても視野に入れ、幅広い分野の学習機会を提供する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

「総合福祉」の概念の中から、各自が最も関心の高い分野あるいは２１世紀の福祉社会にとって、最重要
と思われる分野を探求する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．「研究」とは何か（講義）
２．「研究の方法」その１（講義）
３．「研究の方法」その２（文献検索の実際）
４．「研究の方法」その３（文献検索の実際）
５．「文献紹介」についての発表、討論、指導（その１）
＊研究テーマ方法、対象者、結果、考察、文献を網羅
６．「文献紹介」についての発表、討論、指導（その２）
７．「文献紹介」についての発表、討論、指導（その３）
８．「文献紹介」についての発表、討論、指導（その４）
９．「文献紹介」についての発表、討論、指導（その５）以上

毎回２～３名発表
１０．「調査テーマ」設定とグループ分け（その１）
１１．「調査テーマ」設定とグループ分け（その２）
１２．調査実施日
１３．「調査結果」発表、討論、指導（その１）
１４．「調査結果」発表、討論、指導（その２）
１５．前期まとめ、全体討論

１６．「卒業研究のテーマ」に関する個人発表、討論、指導（そ
の１）
＊研究テーマと選定の理由

１７．「卒業研究のテーマ」に関する個人発表、討論、指導（そ
の２）

１８．「卒業研究のテーマ」に関する個人発表、討論、指導（そ
の３）

１９．「卒業研究のテーマ」に関する個人発表、討論、指導（そ
の４）以上毎回５名発表

２０．「卒業研究」に関する文献発表、討論、指導（その１）
２１．「卒業研究」に関する文献発表、討論、指導（その２）
２２．「卒業研究」に関する文献発表、討論、指導（その３）
２３．「卒業研究」に関する文献発表、討論、指導（その４）

以上毎回５名発表
２４．「卒業研究」の研究方法に関する発表、討論、指導

（その１）
２５．「卒業研究」の研究方法に関する発表、討論、指導

（その２）
２６．「卒業研究」の研究方法に関する発表、討論、指導

（その３）
２７．「卒業研究」の研究方法に関する発表、討論、指導

（その４）以上毎回５名発表
２８．予備日
２９．まとめ
３０．総評

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

卒業研究のテーマについて、自分の関心のある領域（児童や障害など）の指定教科書を読み、福祉の現
状や課題を正しくとらえておくこと。また、常に新聞やテレビ等で取り上げられる問題に関心を持つこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

配布資料あり
原純輔他『社会調査演習』東京大学出版会

出席 ５０％
提出物 ３０％
参加態度 ２０％

卒
業
研
究

197



授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 宮寺 由佳
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ３年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

１・２年次における社会福祉の基本的理解をもとに、討論や発表など、学生の主体的な学習への取り組
みと相互学習を通じて、学生が自ら取り組む課題を見つけることを目的として、演習形式の授業を行う。

［授業全体の内容の概要］

学生の進路の多様性や社会福祉の今後の展開をかんがみ、社会福祉に加え、介護や保健・医療、心理な
どの関連領域、そして情報処理システムの導入や情報活用の可能性など、福祉の関連領域として急速な広
がりが予想される分野についても視野に入れ、幅広い分野の学習機会を提供する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

「総合福祉」の概念の中から、各自が最も関心の高い分野あるいは２１世紀の福祉社会にとって、最重要
と思われる分野を探求する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．オリエンテーション
２．総合福祉研究の意義
３．研究の方法（その１）
４．研究の方法（その２）
５．研究の方法（その３）
６．学生自身が興味・関心のある社会問題を選定し、グルー

プに分かれて文献・資料の収集を行い発表する（その１）
７．学生自身が興味・関心のある社会問題を選定し、グルー
プに分かれて文献・資料の収集を行い発表する（その２）

８．学生自身が興味・関心のある社会問題を選定し、グルー
プに分かれて文献・資料の収集を行い発表する（その３）

９．学生自身が興味・関心のある社会問題を選定し、グルー
プに分かれて文献・資料の収集を行い発表する（その４）

１０．学生自身が興味・関心のある社会問題を選定し、グルー
プに分かれて文献・資料の収集を行い発表する（その５）

１１．卒業研究のテーマに関する発表、討論、指導（その１）
１２．卒業研究のテーマに関する発表、討論、指導（その２）
１３．卒業研究のテーマに関する発表、討論、指導（その３）
１４．卒業研究のテーマに関する発表、討論、指導（その４）
１５．卒業研究のテーマに関する発表、討論、指導（その５）
レポート

１６．卒業研究に関する文献・資料の発表、討論、指導（その１）
１７．卒業研究に関する文献・資料の発表、討論、指導（その２）
１８．卒業研究に関する文献・資料の発表、討論、指導（その３）
１９．卒業研究に関する文献・資料の発表、討論、指導（その４）
２０．卒業研究に関する文献・資料の発表、討論、指導（その５）
２１．卒業研究に関する調査テーマと設計の発表、討論、指導

（その１）
２２．卒業研究に関する調査テーマと設計の発表、討論、指導

（その２）
２３．卒業研究に関する調査テーマと設計の発表、討論、指導

（その３）
２４．卒業研究に関する調査テーマと設計の発表、討論、指導

（その４）
２５．卒業研究に関する調査テーマと設計の発表、討論、指導

（その５）
２６．卒業研究に関する調査テーマと設計の発表、討論、指導

（その６）
２７．４年生（卒業研究�）の卒論発表会参加（その１）
２８．４年生（卒業研究�）の卒論発表会参加（その２）
２９．卒業研究の研究計画発表、討論、指導（その１）
３０．卒業研究の研究計画発表、討論、指導（その２）
レポート

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

事前学習では自分の興味のある社会問題について、関連ニュースを理解し、テーマに即した文献を集め、
講読すること。事後学習では、前回の授業でとりあげられたテーマについて、その背景や現状を調べ、十
分に理解すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

必要に応じて指示する 出席 ３０％
授業への取り組み態度 ３０％
提出物 ４０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 矢野 知彦
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ３年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

１・２年次における社会福祉の基本的理解をもとに、討論や発表など、学生の主体的な学習への取り組
みと相互学習を通じて、学生が自ら取り組む課題を見つけることを目的として、演習形式の授業を行う。

［授業全体の内容の概要］

学生の進路の多様性や社会福祉の今後の展開をかんがみ、社会福祉に加え、介護や保健・医療、心理な
どの関連領域、そして情報処理システムの導入や情報活用の可能性など、福祉の関連領域として急速な広
がりが予想される分野についても視野に入れ、幅広い分野の学習機会を提供する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

「総合福祉」の概念の中から、各自が最も関心の高い分野あるいは２１世紀の福祉社会にとって、最重要
と思われる分野を探求する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．生活支援者として求められる資質について検討
し、従来タブー視されている「死」を生活の一
部として取り入れた上でのソーシャルワークの
在り方を検討する。

２．いくつかの事例から「生きる」ことと「死ぬこ
と」の意味について検討し意見交換を行う。

３．参加者自身自らの死生観について語る。
４．指定した文献について１名のリポーターから担

当した箇所について発表し参加者全員で意見交
換を行う。�

５．レポート発表と意見交換�
６．レポート発表と意見交換�
７．レポート発表と意見交換�
８．レポート発表と意見交換�
９．レポート発表と意見交換�
１０．サナトロジーについて�
１１．サナトロジーについて�
１２．キュープラ・ロスについて
１３．告知について�
１４．告知について�
１５．前期総括

１６．ターミナルケアについて
１７．シシリー・ソンダースの取り組みについて
１８．我が国のホスピスの現状について
１９．ホスピス病棟の見学

予定として東京都小金井市「桜町ホスピス」に
赴き、医療スタッフからホスピスの取り組みに
ついて学ぶ。

２０．指定した文献について１名のリポーターから担
当した箇所について発表し参加者全員で意見交
換を行う。�

２１．レポート発表と意見交換	
２２．レポート発表と意見交換

２３．レポート発表と意見交換�
２４．脳死の在り方について
２５．尊厳死について
２６．生命倫理について
２７．ディープエコロジーについて�
２８．ディープエコロジーについて�
２９．４年生の卒業論文発表会に参加
３０．全体総括

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

E．キュープラ・ロスの「死ぬ瞬間」を読み、死にいく過程において発生する心理過程を理解しておく
こと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

『死に行く人の１７の権利』デビット・ケスラー著、
集英社
『命のあかりを求めて』矢野知彦著、旬報社

出席 ４０％
提出物 ６０％

卒
業
研
究

199



授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 村橋 功
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ３年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

１・２年次における社会福祉の基本的理解をもとに、討論や発表など、学生の主体的な学習への取り組
みと相互学習を通じて、学生自ら取り組む課題を見つけることを目的として、演習形式の授業を行う。

［授業全体の内容の概要］

学生の進路の多様性や社会福祉の今後の展開をかんがみ、社会福祉に加え、介護や保健・医療、心理な
どの関連領域、そして情報処理システムの導入や情報活用の可能性など、福祉の関連領域として急速な広
がりが予想される分野についても視野に入れ、幅広い分野の学習機会を提供する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

「総合福祉」の概念の中から、各自が最も関心の高い分野あるいは２１世紀の福祉社会にとって、最重要
と思われる分野を探究する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

【授業内容、方法】
学生「テーマ」選択に基づく討論形式での学習
１．総合福祉における研究とは何か�
２．総合福祉における研究とは何か�
３．レポート�「研究」とは何か
４．文章表記の基本�
５．文章表記の基本�
６．研究テーマの選び方�
７．レポート�興味のあるテーマをまとめる
８．研究テーマ検討�
９．研究テーマ検討�
１０．研究テーマ検討�
１１．研究テーマ検討�
１２．レポート�討論を踏まえたテーマの整理
１３．研究計画の立て方進め方�
１４．研究計画の立て方進め方�
１５．研究計画の立て方進め方�

１６．文献レビューの方法�
１７．文献レビューの方法�
１８．レポート�先行研究一覧及び要約
１９．研究方法�量的研究
２０．研究方法�質的研究
２１．研究方法の選択（各自のテーマと結びつけ

る）�
２２．研究方法の選択（各自のテーマと結びつけ

る）�
２３．研究方法の選択（各自のテーマと結びつけ

る）�
２４．レポート�具体的な方法言語化
２５．データ収集の準備� 関与観察、面接など
２６．データ収集の準備�� 質問紙など
２７．進捗状況の確認、今後の計画�
２８．進捗状況の確認、今後の計画�
２９．進捗状況の確認、今後の計画�
３０．総評
レポートによる試験

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

毎授業、各学生が文献を読みまとめた内容に基づいて授業を進めるので、事前学習は必須である。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

参考文献：論文の教室 NHKブックス （試験やレポートの評価基準など）
出席：２０％
提出物：２０％
レポート：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 井岡由美子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ３年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

１・２年次における社会福祉の基本的理解をもとに、討論や発表など学生の主体的な学習への取り組み
と相互学習を通して、学生が自ら取り組む課題を見出すことを目的とし、演習形式の授業を行う。

［授業全体の内容の概要］

「地域福祉」の幅広い領域の中から、学生の進路を視野に入れた実践的な内容を取り入れながら、学生
の関心に応じた情報収集や調査、情報の整理・分析を通して、各自が取り組むテーマを見出すための多様
な学習機会を提供する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

「総合福祉」の概念の中から、各自が最も関心の高い分野あるいは２１世紀の福祉社会にとって重要と思
われる分野を探求する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．オリエンテーション�
２．オリエンテーション� 地域福祉研究の
目的と方法

３．オリエンテーション� 図書館の利用方
法

４．オリエンテーション� 情報収集の方法
５．フィールドワーク� 事前学習
６．フィールドワーク� 実施
７．フィールドワーク� まとめ
８．フィールドワーク� 発表
９．情報収集と文献検索�
１０．情報収集と文献検索�
１１．情報収集と文献検索�
１２．夏季休暇課題 作成方法
１３．夏季休暇課題 テーマ設定
１４．夏季休暇課題 資料収集
１５．まとめ

１６．夏季休暇課題の発表
１７．夏季休暇課題の発表
１８．卒業研究� 概要説明
１９．卒業研究� テーマ設定
２０．卒業研究� 研究方法�
２１．卒業研究� 研究方法�
２２．３年次課題レポート�
２３．３年次課題レポート� テーマ設定
２４．３年次課題レポート� テーマについて

の発表
２５．３年次課題レポート� 情報、資料につ

いての発表
２６．３年次課題レポート� 参考文献につい

ての発表
１７．予備日
２８．卒業研究 研究方法に関する発表�
２９．卒業研究 研究方法に関する発表�
３０．まとめ

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

必要に応じて別途指示 出席：４０％
日常評価：３０％
提出物：３０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 森住 宜司
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ３年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

１・２年次における心理学概論・研究法・基礎実験、その他の講義科目による心理学と社会福祉の基本
的理解をもとに、演習形式の授業および心理学実験実習により、心理学の研究方法を実践的に習得するこ
とを目的とする。
［授業全体の内容の概要］

福祉心理分野の研究テーマと、その問題の基礎にある心理学の基本的テーマについて先行研究をレビュ
ーする。そこで明らかとなった基本的テーマ、たとえば認知や発達や対人関係について、観察研究や実験
的研究、調査的研究を企図・実施・分析し、レポートを作成する。その際、グループないしはゼミ全体で
の実験実習をするなかで、各学生は研究法に習熟するとともに、自らの取り組むべき研究テーマをみつけ、
発表、討論する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

心理学の基本的なテーマについて、先行研究をふまえ、研究を企図・実施する際の方法・手順がわかる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．卒業研究�の本ゼミについてのガイダン
ス

２．子どもの心の問題についてレポート作成�
３．子どもの心の問題についてレポート作成�
４．子どもの心の問題についてレポート発表�
５．子どもの心の問題についてレポート発表�
６．子どもの心の問題ディスカッション

７．認知心理学の基礎的研究実習�
８．認知心理学の基礎的研究実習�
９．認知心理学の基礎的研究実習�
１０．データの収集、分析、レポート作成�
１１．データの収集、分析、レポート作成�
１２．情意行動の基礎的研究実習�
１３．情意行動の基礎的研究実習�
１４．データの収集、分析、レポート作成�
１５．データの収集、分析、レポート作成�

１６．心理学と社会問題について�
１７．心理学と社会問題について�
１８．対人関係、発達等の基礎的研究実習�
１９．対人関係、発達等の基礎的研究実習�
２０．対人関係、発達等の基礎的研究実習�
２１．データの収集、分析、レポート作成�
２２．データの収集、分析、レポート作成�
２３．研究実習総まとめの全体討論

２４．福祉心理分野の研究法について�
２５．福祉心理分野の研究法について�
２６．各自の心理学的研究課題の探求、発表�
２７．各自の心理学的研究課題の探求、発表�
２８．各自の心理学的研究課題の探求、発表�
２９．各自の心理学的研究課題の探求、発表�
３０．総まとめ講評

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

各自の選んだ課題・テーマについて調べ、それらの発表用レジュメを作成して授業に臨む。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
都筑学（２００６）『心理学論文の書き方』有斐閣

（参考文献）
岩田正美他編（２００６）『社会福祉研究法』有斐閣

発表レポート ５０％
研究レポート ３０％
期末試験 ２０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 植屋 悦男
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ３年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

１・２年次における社会福祉の基本的理解をもとに、討論や発表など、学生の主体的な学習への取り組
みと相互学習を通じて、学生が自ら取り組む課題を見つけることを目的として、演習形式の授業を行う。

［授業全体の内容の概要］

学生の進路の多様性や社会福祉の今後の展開をかんがみ、社会福祉に加え、介護や保健・医療、心理な
どの関連領域、そして情報処理システムの導入や情報活用の可能性など、福祉の関連領域として急速な広
がりが予想される分野についても視野に入れ、幅広い分野の学習機会を提供する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

「総合福祉」の概念の中から、各自が最も関心の高い分野あるいは２１世紀の福祉社会にとって、最重要
と思われる分野を探求する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．健康づくり・予防介護の側面から、スポーツ・レクリエ
ーション、キャンプ活動などの体験が、児童、障害（児）
者、高齢者の心や身体にどのような影響を及ぼすのか、
事例を挙げて研究への取り組みを学習させる［１）～７）］。

２．１）問題行動を起こす子どもの心とからだの特性
３．２）児童に対するスポーツ・レクリエーション活動の効果
４．３）障害者（知的・身体）に対する治療的スポーツ・レ

クリエーション活動の効果
５．４）高齢者に対する予防介護としてのスポーツ・レクリ

エーション活動の効果
６．５）痴呆性老人に対する治療的レクリエーション活動の

効果
７．６）キャンプでの自然体験学習が児童、障害児の人間関

係（コミュニケーション）に及ぼす効果
８．７）引きこもり、不登校児童へのレクリエーション・キ

ャンプ活動の効果
９．各自が関心を持つ課題について、話題を提供させ、それ

について協議を行う。（その１）
１０．各自が関心を持つ課題について、話題を提供させ、それ

について協議を行う。（その２）
１１．各自が関心を持つ課題について、話題を提供させ、それ

について協議を行う。（その３）
１２．各自が関心を持つ課題について、話題を提供させ、それ

について協議を行う。（その４）
１３．各自が関心を持つ課題について、話題を提供させ、それ

について協議を行う。（その５）
１４．前期のまとめ
１５．夏休みの自主的研究計画について、発表

１６．夏休みの研究課題への取り組みとその成果報告（その１）
１７．夏休みの研究課題への取り組みとその成果報告（その２）
１８．夏休みの研究課題への取り組みとその成果報告（その３）
１９．卒業研究の実験の仕方、調査の仕方について学ばせる

［１）～４）］
２０．１）心理測定：性格検査、CCNo測定など
２１．２）生理機能測定：心拍測定、運動強度測定、脳波測定、

脈波測定など
２２．３）身体機能の測定法：皮下脂肪測定、筋機能、調整機

能、平衡機能、呼吸機能など
２３．４）アンケートによる調査票（面接法）など
２４．実験・調査に対する解析法�
２５．実験・調査に対する解析法�
２６．パソコンを利用しての統計処理、グラフ作成、画像処理

の学習（その１）
２７．パソコンを利用しての統計処理、グラフ作成、画像処理

の学習（その２）
２８．総合福祉への取り組み方
２９．卒業論文（総合福祉）発表への参加（その１）
３０．卒業論文（総合福祉）発表への参加（その２）１年間の

総括

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

卒業研究�では、社会福祉の基本的理解を基に学生が自ら望む課題を見つけさせ、それを指導する。そ
の為、学生が主体的に取り組む環境を与えるためにも授業で与えられた資料だけではなく、自分の関心事
の資料は事前に収集し、調べておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
授業に合わせ資料を配布

出席点 ２０％
レポート点 ３０％
試験 ５０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 戸村 成男
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ３年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

討論や発表などを通じて、学生が主体的に学習へ取り組むことを目的とする。ゼミは原則としてゼミ生
が自主的に運営していくことを基本とする。

［授業全体の内容の概要］

「高齢者の健康づくり」を研究することで、高齢者の心身の機能や特性、保健・医療・福祉の制度を学
習し、さらに、ゼミ学生や担当教員をはじめとする関係者との交流を深めることで、社会に出ても活躍で
きる人材を育成する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

「高齢者を対象とした健康づくり」について、文献的な考察および現場での実践活動を通じて、その方
法と期待される結果について学習し、健康・疾病にかかわる諸問題を公衆衛生学的立場から理解する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．人体の基本的な構造と機能�
２．人体の基本的な構造と機能�
３．人体の基本的な構造と機能�
４．人口構成の変化
５．疾病構造の変化
６．日常的に遭遇する機会の多い疾患
（common disease）�

７．日常的に遭遇する機会の多い疾患
（common disease）�

８．日常的に遭遇する機会の多い疾患
（common disease）�

９．日常的に遭遇する機会の多い疾患
（common disease）�

１０．日常的に遭遇する機会の多い疾患
（common disease）�

１１．生活習慣の改善と健康教育�
１２．生活習慣の改善と健康教育�
１３．生活習慣の改善と健康教育�
１４．生活習慣の改善と健康教育�
１５．生活習慣の改善と健康教育�

１６．生活習慣病の予防と介護予防�
１７．生活習慣病の予防と介護予防�
１８．生活習慣病の予防と介護予防�
１９．地域保健�
２０．地域保健�
２１．地域医療�
２２．地域医療�
２３．地域医療�
２４．リハビリテーション医療�
２５．リハビリテーション医療�
２６．リハビリテーション医療�
２７．公衆衛生学的立場から見た保健・医療・福祉に

関する諸問題�
２８．公衆衛生学的立場から見た保健・医療・福祉に

関する諸問題�
２９．卒業論文（卒業研究）発表討論会への参加
３０．卒業論文（卒業研究）発表討論会への参加と１

年間の総括

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

学生と担当教員は、相談の上、年間計画を作成し、この研究計画にもとづいて、毎週、研究の進展状況
を報告する他、最新の文献を紹介してもらう。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

・サブトート保健医療・公衆衛生２０１１／メディック
メディア�

・田沼久美子・益田律子・三枝英人／からだの事典
／成美堂出版

・病気がみえる／メディックメディア�

評価基準（出席およびレポートによる総合評価）
出席：４０％
レポート：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 山形 高司
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ３年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

１・２年次における福祉や健康スポーツの基本的理解をもとに、討論や発表など、学生の主体的な学習
への取り組みと相互学習を通じて、学生が自ら取り組む課題を見つけることを目的として、演習形式の授
業を行う。

［授業全体の内容の概要］

前期は測定方法の習得や論文の講読などを通じて、研究の基礎的な知識や技術を学ぶ。
後期はグループ研究を通じて、研究計画・実験・データ解析などの研究手法を実践的に学び、卒業論文

のテーマ選択・実験計画・予備実験を行う。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

健康やスポーツに関する研究に必要な知識や技術を有し、卒業論文の研究計画や実施の方法がわかる。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．オリエンテーション
２．研究とは
３．研究における測定の意義
４．測定方法の習得�
５．測定データの理解�
６．測定方法の習得�
７．測定データの理解�
８．測定方法の習得�
９．測定データの理解�
１０．測定に基づく発表
１１．論文検索方法
１２．論文の講読�
１３．論文の講読�
１４．施設見学
１５．まとめ・夏期休暇課題計画

１６．夏期休暇課題発表
１７．グループ研究テーマ選択
１８．グループ研究実験計画
１９．グループ研究実験
２０．グループ研究実験・データ整理
２１．グループ研究結果発表
２２．卒業論文テーマ関連文献検索
２３．テーマ発表
２４．実験計画�
２５．実験計画�
２６．実験�
２７．実験�
２８．実験�
２９．卒業論文の中間報告
３０．まとめ・次年度の計画
レポート

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

�授業で与えた課題に対しては、情報収集や自己の考えをまとめた上での授業参加を求める。
�発表課題に対しては、資料の収集や発表準備が必要となる。
�実験に対しては、実験準備などを求めることがある。
［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

必要に応じて別途指示する。 出席：２０％
プレゼンテーション：２０％
レポート：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 吉澤 英一
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ３年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

卒業研究�の中に、経営情報分野がある。又経営情報分野の中に、講義科目として会計実務がある。こ
のゼミでは、簿記を初めて学ぶ人を対象に、複式簿記を、楽しく、わかりやすく理解できるように行う。

［授業全体の内容の概要］

財務諸表を理解するためには、簿記の知識が必要とされる。簿記の知識は、もはや今日では、一部の会
計専門家のものではなく、経済社会に生活する誰にとっても必要な共通の知識の一つになったのである。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

複式簿記を学ぶことにより、簿記上の取引の、仕訳と勘定記入、そして決算が理解できるように学ぶ。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．複式簿記発達史序論
２．資産・負債・純資産
３．収益・費用
４．取引・勘定記入
５．仕訳・転記
６．仕訳帳・元帳
７．試算表の原理
８．６桁精算表
９．決算手続き�
１０．決算手続き�
１１．現金・預金
１２．小口現金
１３．有価証券
１４．商品勘定と３分法�
１５．商品勘定と３分法�
試験・レポート等

１６．仕入帳・売上帳
１７．商品有高長
１８．売掛金・買掛金
１９．手形
２０．その他の債権・債務
２１．貸し倒れと貸倒引当金
２２．固定資産と減価償却
２３．資本金と引出金
２４．収益・費用の繰り延べと見越し
２５．試算表の作成
２６．８・１０桁精算表
２７．伝票
２８．元帳の締め切り
２９．損益計算書と貸借対照表�
３０．損益計算書と貸借対照表�
試験・レポート等

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

学生の方々が予習してくる事を前提に授業を行いますので、予習は必要です。また授業で学習したこと
を、自ら繰り返し練習することが望ましいです。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
平松一夫編著『商業簿記３級』税務経理協会
（参考文献）
加古宜士編著『新検定簿記講義３級商業簿記』

中央経済社

出席 ４０％
試験・レポート等 ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 石本 裕貴
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ３年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

『総合福祉』の学習・修得にも密接に関連する「基礎経営学」の理解を狙いとして、学生の自主的・主
体的な相互学習を核として、発表や討論等、主に経営学的課題の発見を目的としての授業・演習を行う。

［授業全体の内容の概要］

学生の進路の多様化や、その後の労働移動や起業・転職の高率化をかんがみ、経済社会や企業社会に対
応するためにも、経営学の基本的な知識は、不可欠である。福祉関連施設や事業所等も広義の経営体であ
り経営組織である。そこで、経営学の基礎を、先ず歴史的重要学説の理解と修得を中心に学習する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

『演習』という特質を考慮し、学生個々人が最も高い学問領域・分野・項目に関心がある事柄に対して
探求する姿勢が確立して行くことを、当演習の言わば到達目標としている。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．合理性を追求する理論体系
２．科学的管理法の発生
３．科学的管理法の展開
４．テーラー理論の全体像
５．フォードの合理的理論体系
６．自動車大量生産化の構造体系
７．流れ作業工程における経営管理
８．アメリカ経営学の基本的体系
９．近代経営学の基本的体系
１０．フランス経営学の生成
１１．フランス経営学の先覚的理論
１２．ファヨール理論の全体像
１３．管理原則論の基本的特質と展開
１４．経営学理論の基本総括�
１５．経営学理論の基本総括�
各ゼミ生・報告問題点報告

１６．人間性重視の理論体系と特質
１７．エルトン・メイヨー理論の生成
１８．人間関係論の展開
１９．作業現場における人間関係像
２０．ハーバード学派の生成と理論
２１．企業内ヒエラルヒーの人間行動
２２．G・Eのダイナミクス論
２３．ブラウン理論の基本的特質
２４．E・ジャックスの経営学説
２５．イギリス経営学の学説的意義
２６．米・英・仏の経営学の相違
２７．ドイツ経営学とアメリカの経営学
２８．ドイツ経営学と日本型経営学
２９．経営学理論の全体像総括（�）
３０．経営学理論の全体像総括（�）
各ゼミ生・発表分野問題点報告

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

講義の理解度を深める為にも、予習・復習は欠かせないので、これを実行すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
北野俊信編『経営学説入門』有斐閣新書 １９９５年

（参考文献）
『現代企業と経営』創成社 １９９９年（執筆者多数）

演習（資料作成・内容・発表）成果と学習参加態
度及びレポート、試験で総合評価する。
演習では、ゼミ生の積極的・主体的な参加が必要
不可欠である。
出席率 ２０％ 平常点 ２０％
レポート ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 福田 健一
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ３年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］
学生の希望をよく聞き、それに基づいて相談しながら今後の研究計画を決めます。また、学生により研究の目的や得意、
不得意の部分が異なりますので、それぞれの能力が引き出されるように、個別指導を中心に行います。論文の書き方も基礎
から指導します。また、いろいろな参考文献なども紹介していきます。学生の希望により、時間をかけて相談していきたい
と考えております。
［授業全体の内容の概要］
指導する範囲
�「福祉に関する分野」ですと、例えば、海外の国々で、福祉でのアファーマティブアクション（弱者格差是正政策）や各
国の福祉政策や国外への人材移動問題、あるいは、日本とフィリピンとの間で締結された FTAにより日本の福祉施設で
働くフィリピン人を取り巻く様々な問題、などがあります。全く国際の部分に関わらない福祉研究ですと福祉分野の先生
を選ばれたほうが良いと思います。
�「国際政治学」では、福祉と全く関係ない分野でもかまいません。戦争、テロ、人権、貧困、環境、感染症、領土問題、
女性の権利、など国際社会は多様で複雑な問題が山積しております。それに対して、国連などが中心になり様々な問題解
決のアプローチが行われています。また、近年では NGO、NPOなどの存在も増大しています。これらのテーマの中で、
皆さんが感心のあるテーマを私と相談しながら、皆さんが選びそれを指導していくことになります。
�「日本政治学」は、同様に福祉と全く関係なくてもよく、選挙、政治家、地域社会の崩壊、世論、テレビなどのマスメデ
ィア、政党、福祉行政、格差社会、フリーター、ワーキングプアー、など日本国内における全ての政治に関係する現象か
ら、関心のあるものを選んでください。
�「ディベート理論」「交渉学理論」は相互に関連しています。つまり、ディベートは交渉を成功に導くための手段であり
ます。日本ではこれらが以前は学問的な考察がされてきませんでしたが、欧米では、例えば、ハーバード大学交渉学研究
所のように学問的に体系化されています。これらの理論と実践を研究することにより、国内外での交渉能力が向上します。
ここでは、これを専門に研究するよりも、例を挙げれば、「日本牛肉輸入交渉」など他のテーマと合わせて研究すること
を前提にしています。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．卒業論文の書き方�
２．卒業論文の書き方�
３．卒業論文の書き方�
４．卒業論文の書き方�
５．卒業論文の書き方�
６．卒業論文の書き方�
７．卒業論文の書き方�
８．卒業論文の書き方	
９．卒業論文の書き方

１０．卒業論文の書き方�
１１．資料収集の仕方�
１２．資料収集の仕方�
１３．資料収集の仕方�
１４．資料収集の仕方�
１５．資料収集の仕方�

１６．資料収集の仕方�
１７．資料収集の仕方�
１８．資料収集の仕方	
１９．資料収集の仕方

２０．資料収集の仕方�
２１．問題構成の方法�
２２．問題構成の方法�
２３．問題構成の方法�
２４．問題構成の方法�
２５．問題構成の方法�
２６．問題構成の方法�
２７．問題構成の方法�
２８．問題構成の方法	
２９．総まとめ
３０．総まとめ

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

卒論を執筆する準備段階として自己の興味のあるテーマを探しそれに対応する書籍や資料を読むように
して下さい。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

授業の中で指示します。 出席：４０％
提出物（レポートなど）、授業参加：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 九里秀一郎
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ４年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

「卒業研究�」で設定したテーマについて研究を行い、卒業論文としてまとめる。

［授業全体の内容の概要］

学生の主体的な研究活動を基本として、調査、報告、討論を積み重ね、研究の目的、意義、方法、考察、
結論を明らかにして卒業論文としてまとめる。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

卒業論文の作成を通じて、研究活動に必要な基本的な知識や技術を習得する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．研究テーマについて
２．研究目的について
３．研究方法について
４．研究報告・討論�
５．研究報告・討論�
６．研究報告・討論�
７．研究報告・討論�
８．研究報告・討論�
９．研究報告・討論�
１０．研究報告・討論	
１１．研究報告・討論

１２．研究報告・討論�
１３．研究報告・討論�
１４．研究整理�
１５．研究整理�

１６．論文構成の検討�
１７．論文構成の検討�
１８．論文作成計画
１９．論文指導�
２０．論文指導�
２１．論文指導�
２２．論文指導�
２３．論文指導�
２４．論文指導�
２５．論文指導	
２６．論文指導

２７．論文指導�
２８．論文指導�
２９．抄録作成�
３０．抄録作成�

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

討論・指導の中で発見された課題に対して、授業以外の時間で調査・検討を行い、次回の討論で報告す
るための準備を行う。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

参考文献：
『大学基礎講座』藤田哲也編著、北大路書房

出席：４０％
レポート（卒業論文）：６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 海野恵美子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ４年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

「卒業研究�」の担当教員が演習形式での継続的な指導を行い、学習を深める。３年次までの学習や学
外実習体験等を総合的にふまえて、各自の課題を明確化し、総合福祉の理念に基づいて自ら選んだ課題を
まとめる能力を築く。

［授業全体の内容の概要］

課題探求を行うための資料収集方法やその具体的展開、まとめ方、発表方法等について、支援・指導を
行う。また、学生同士の討論による学習の広がりと深まりをめざす。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

４年間の成果として、各自の課題についての卒業論文報告を作成し、公開発表する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

〈前期〉
１．オリエンテーション：年間授業予定、卒業研究報告
書等

２．「卒業研究�」の課題レポート発表�
３．「卒業研究�」の課題レポート発表�
４．「卒業研究�」の課題レポート発表�
５．卒業研究報告書のテーマ設定・テーマ設定理由・研究
方法・主要参考文献の作成：個別面談、情報収集等�

６．卒業研究報告書のテーマ設定・テーマ設定理由・研究
方法・主要参考文献の作成：個別面談、情報収集等�

７．卒業研究報告書のテーマ設定・テーマ設定理由・研究
方法・主要参考文献の作成：個別面談、情報収集等�

８．卒業研究報告書のテーマ設定・テーマ設定理由・研
究方法・主要参考文献の発表�

９．卒業研究報告書のテーマ設定・テーマ設定理由・研
究方法・主要参考文献の発表�

１０．卒業研究報告書のテーマ設定・テーマ設定理由・研
究方法・主要参考文献の発表�

１１．卒業研究報告書の作成方法�
１２．卒業研究報告書の作成方法�
１３．卒業研究報告書作成計画の発表�
１４．卒業研究報告書作成計画の発表�
１５．卒業研究報告書作成計画の発表�

〈後期〉
１６．後期オリエンテーション
１７．卒業研究報告書の中間発表�
１８．卒業研究報告書の中間発表�
１９．卒業研究報告書の提出と個別指導�
２０．卒業研究報告書の提出―個別指導�
２１．卒業研究報告書の提出―個別指導�
２２．卒業研究報告書の担当教員への提出

（教務課提出１ヶ月前）
２３．提出した報告書の推敲（個別面談）�
２４．提出した報告書の推敲（個別面談）�
２５．卒業研究報告書の発表と質疑応答�
２６．卒業研究報告書の発表と質疑応答�
２７．卒業研究報告書の発表と質疑応答�
２８．自由研究�
２９．自由研究�
３０．まとめ

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

予習→授業→復習を繰り返すことにより、明確な問題意識をもって研究テーマを設定し深め、論文とし
てまとめ、発表する力を身に付ける。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

必要に応じて別途指示する。 単位認定の方法―�出席点３０％、�提出の提出状
況や役割の遂行等の日常評価点２０％、�学期末課
題レポートの評価点５０％による総合評価。
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 香川スミ子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ４年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

「卒業研究�」の担当教員が演習形式での継続的な指導を行い、さらに、学習を深める。３年次までの
学習や学外実習体験等を総合的にふまえて、各自の課題を明確化させ、総合福祉の理念に基づいて自ら選
んだ課題をまとめる能力を築く。

［授業全体の内容の概要］

その探求を行うための資料収集の方法やその具体的な展開、まとめ方と発表方法などについて支援と指
導を行う。また、学生間の討論による学習の広がりと深まりをめざす。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

４年間の成果として、各自の課題についての卒業論文報告を作成し、公開発表する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．「卒業論文報告書」作成の基本的方針について、指示・
指導

２．「卒業研究」の研究計画について発表、討論、指導
（その１）

３．「卒業研究」の研究計画について発表、討論、指導
（その２）

４．「卒業研究」の研究計画について発表、討論、指導
（その３）

５．「卒業研究」の研究計画について発表、討論、指導
（その４）

６．「卒業研究」の研究計画について発表、討論、指導
（その５）以上毎回２～３名発表

７．「卒業研究」の進行状況についての発表、討論、指導
（その１）

８．「卒業研究」の進行状況についての発表、討論、指導
（その２）

９．「卒業研究」の進行状況についての発表、討論、指導
（その３）

１０．「卒業研究」の進行状況についての発表、討論、指導
（その４）

１１．「卒業研究」の進行状況についての発表、討論、指導
（その５）以上毎回２～３名発表

１２．夏期休暇中の研究計画発表、指導（その１）
１３．夏期休暇中の研究計画発表、指導（その２）
１４．夏期休暇中の研究計画発表、指導（その３）

以上毎回５名発表
１５．まとめ、全体討論

１６．「研究結果（方法、結果を中心に）」に関する発表、討論、
指導（その１）

１７．「研究結果（方法、結果を中心に）」に関する発表、討論、
指導（その２）

１８．「研究結果（方法、結果を中心に）」に関する発表、討論、
指導（その３）

１９．「研究結果（方法、結果を中心に）」に関する発表、討論、
指導（その４）

２０．「研究結果（方法、結果を中心に）」に関する発表、討論、
指導（その５）以上毎回２～３名発表

２１．「卒業論文報告書」骨子発表・討論・指導（その１）
２２．「卒業論文報告書」骨子発表・討論・指導（その２）
２３．「卒業論文報告書」骨子発表・討論・指導（その３）
２４．「卒業論文報告書」骨子発表・討論・指導（その４）
２５．「卒業論文報告書」骨子発表・討論・指導（その５）

以上毎回２～３名発表
２６．予備日（個人指導）
２７．予備日（個人指導）
２８．卒業論文報告書の発表・討論・指導（その１）
２９．卒業論文報告書の発表・討論・指導（その２）
３０．卒業論文報告書の発表・討論・指導（その３）

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

自分の研究テーマについて、より深い洞察を深めるためには、インターネットでの情報や文献検索等を
積極的に活用すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

個別の研究テーマに基づく参考文献の指示あり 出席 ５０％
提出物（発表含む） ２０％
論文作成 ３０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 宮寺 由佳
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ４年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

「卒業研究�」の担当教員が演習形式での継続的な指導を行い、さらに、学習を深める。３年次までの
学習や学外実習体験等を総合的にふまえて、各自の課題を明確化させ、総合福祉の理念に基づいて自ら選
んだ課題をまとめる能力を築く。

［授業全体の内容の概要］

その探求を行うための資料収集の方法やその具体的な展開、まとめ方と発表方法などについて支援と指
導を行う。また、学生間の討論による学習の広がりと深まりをめざす。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

４年間の成果として、各自の課題についての卒業論文報告を作成し、公開発表する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．オリエンテーション
２．卒業研究の研究計画の発表、討論、指導（その１）
３．卒業研究の研究計画の発表、討論、指導（その２）
４．卒業研究の研究計画の発表、討論、指導（その３）
５．卒業研究の研究計画の発表、討論、指導（その４）
６．卒業研究の研究計画の発表、討論、指導（その５）
７．卒業研究の進捗状況についての発表、討論、指

導（その１）
８．卒業研究の進捗状況についての発表、討論、指

導（その２）
９．卒業研究の進捗状況についての発表、討論、指

導（その３）
１０．卒業研究の進捗状況についての発表、討論、指

導（その４）
１１．卒業研究の進捗状況についての発表、討論、指

導（その５）
１２．夏季休暇中の研究計画発表（その１）
１３．夏季休暇中の研究計画発表（その２）
１４．夏季休暇中の研究計画発表（その３）
１５．夏季休暇中の研究計画発表（その４）
レポート

１６．卒業研究（方法、結果）に関する発表、討論、
指導（その１）

１７．卒業研究（方法、結果）に関する発表、討論、
指導（その２）

１８．卒業研究（方法、結果）に関する発表、討論、
指導（その３）

１９．卒業研究（方法、結果）に関する発表、討論、
指導（その４）

２０．卒業研究（方法、結果）に関する発表、討論、
指導（その５）

２１．卒業論文報告書の骨子発表・討論、指導（その１）
２２．卒業論文報告書の骨子発表・討論、指導（その２）
２３．卒業論文報告書の骨子発表・討論、指導（その３）
２４．卒業論文報告書の骨子発表・討論、指導（その４）
２５．卒業論文報告書の骨子発表・討論、指導（その５）
２６．卒業論文報告書の骨子発表・討論、指導（その６）
２７．卒業論文報告書の発表（その１）
２８．卒業論文報告書の発表（その２）
２９．まとめ（その１）
３０．まとめ（その２）
レポート 【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

事前学習では自分の卒業論文のテーマについて、関連ニュースを理解し、テーマに即した文献を集め読
みまとめること。事後学習では、前回の授業で指導を受けた点を復習し、卒業論文の作成に励むこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

必要に応じて指示する 出席 ３０％
授業への取り組み態度 ３０％
提出物 ４０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 矢野 知彦
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ４年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

「卒業研究�」の担当教員が演習形式での継続的な指導を行い、さらに、学習を深める。３年次までの
学習や学外実習体験等を総合的にふまえて、各自の課題を明確化させ、総合福祉の理念に基づいて自ら選
んだ課題をまとめる能力を築く。

［授業全体の内容の概要］

その探求を行うための資料収集の方法やその具体的な展開、まとめ方と発表方法などについて支援と指
導を行う。また、学生間の討論による学習の広がりと深まりをめざす。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

４年間の成果として、各自の課題についての卒業論文報告を作成し、公開発表する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．卒業論文作成について基本的な方針や作
成手順について指導する。

２．学生各自の関心の高い領域について研究
し討議する。（１回３名程度）�

３．学生の関心領域について討議�
４．学生の関心領域について討議�
５．学生の関心領域について討議�
６．学生の関心領域について討議�
７．学生の関心領域について討議�
８．学生の関心領域について討議	
９．学生の関心の高いテーマをいくつかのグ
ループに分け、グループ毎に課題を与え
発表し討議する。（１回１グループ）�

１０．発表と討議�
１１．発表と討議�
１２．発表と討議�
１３．発表と討議�
１４．発表と討議�
１５．前期総括

１６．卒業論文について学生各自に個別的に研
究方法の指導を行う�

１７．個別指導�
１８．個別指導�
１９．個別指導�
２０．個別指導�
２１．個別指導�
２２．卒業論文の骨子の発表と討議と指導
２３．個別指導	
２４．個別指導

２５．個別指導�
２６．個別指導�
２７．個別指導

２８．個別指導�
２９．卒業論文口頭発表
３０．総括

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

卒業論文の章立てを完成すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

特になし 出席 ３０％
提出物 １０％
卒業論文による合否 ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 鈴木みな子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ４年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

「卒業研究�」での学習を発展させ、各学生が研究テーマを設定し研究活動を行う。３年次までの学習
や実習体験等で培った力を総合的に発揮して、現代社会の福祉問題を明らかにしていく研究力、論文作成
力を高める。

［授業全体の内容の概要］

学生の調査・研究活動、論文作成への個別指導を行うとともに、演習形式の授業内で、そのプロセスに
おける発表と討論を繰り返していくことで、相互学習の効果をめざす。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

４年間の成果として、各自のテーマについて卒業論文を作成し、発表する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．オリエンテーション

２．社会福祉研究の意義と研究方法、研究計画

の作成について

３．研究計画の発表、討論、指導 １

４．研究計画の発表、討論、指導 ２

５．研究計画の発表、討論、指導 ３

６．調査活動の計画 １

７．調査活動の計画 ２

８．調査活動の実際 １

９．調査活動の実際 ２

１０．研究経過の発表、討論、指導 １

１１．研究経過の発表、討論、指導 ２

１２．研究経過の発表、討論、指導 ３

１３．研究経過の発表、討論、指導 ４

１４．夏期休暇中の研究計画の発表、指導 １

１５．夏期休暇中の研究計画の発表、指導 ２

１６．卒業論文の作成について

１７．卒業論文構成、骨子の発表、討論、指導 １

１８．卒業論文構成、骨子の発表、討論、指導 ２

１９．卒業論文構成、骨子の発表、討論、指導 ３

２０．卒業論文の個別作成指導 １

２１．卒業論文の個別作成指導 ２

２２．卒業論文の個別作成指導 ３

２３．卒業論文の個別作成指導 ４

２４．中間報告会

２５．卒業論文の個別作成指導 ５

２６．卒業論文の個別作成指導 ６

２７．卒業論文抄録作成指導 １

２８．卒業論文抄録作成指導 ２

２９．卒業論文の発表会 １

３０．卒業論文の発表会 ２

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

学生は調査・研究活動、論文執筆において主体的にスケジュール管理を行い、積極的に担当教員の助言
指導を活用し準備を怠らないようにする。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

各学生の研究テーマにそって、参考文献を紹介する 発表、討論への取り組み：３０％
卒業論文の成果：７０％

卒
業
研
究

214



授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 森住 宜司
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ４年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

「卒業研究�」の担当教員（心理学を専門とする教員）が演習形式での継続的な指導を行い、さらに、
学習を深める。３年次までの心理学関係科目や社会福祉の学習をふまえ、各自の課題を明確化させ、福祉
に係わる心理分野および心理学基礎分野で自ら選んだ課題を研究しまとめる能力を築く。

［授業全体の内容の概要］

卒業論文テーマおよびその実験・調査等の研究方法、データの収集方法について、学生各自の発表をも
とに討論し、指導・支援を行う。また、論文作成に関しても、各学生は経過報告を含め各自発表、討論し、
それらの機会と個別指導によって卒業論文作成を支援する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

４年間の成果として、各自の研究課題についての卒業論文を作成し、公開発表する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．卒業論文作成の基本方針についてのガイ

ダンス

２．各自の心理分野の研究テーマ発表�
３．各自の心理分野の研究テーマ発表�
４．各自の心理分野の研究テーマ発表�
５．各自の心理分野の研究テーマ発表�
６．各自の心理分野の研究テーマ発表�
７．研究テーマ・研究方法についての討論

８．研究テーマ・研究方法についての講義

９．卒業論文テーマ（仮）の発表�
１０．卒業論文テーマ（仮）の発表�
１１．卒業論文テーマ（仮）の発表�
１２．卒業論文テーマ（仮）の発表�
１３．卒業論文テーマ（仮）の発表�
１４．卒業論文テーマ・研究法に関する討論

１５．卒業論文テーマ・研究法に関する講義

１６．卒業論文の実験・調査の経過発表�
１７．卒業論文の実験・調査の経過発表�
１８．卒業論文の実験・調査の経過発表�
１９．卒業論文の実験・調査の経過発表�
２０．卒業論文の実験・調査の経過発表�
２１．卒業論文の実験・調査の経過発表�
２２．卒業論文作成に関する講義

２３．卒業論文骨子発表・討論・指導�
２４．卒業論文骨子発表・討論・指導�
２５．卒業論文骨子発表・討論・指導�
２６．卒業論文骨子発表・討論・指導�
２７．卒業論文骨子発表・討論・指導�
２８．卒業論文骨子発表・討論・指導�
２９．卒業論文の発表会�
３０．卒業論文の発表会�

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

各自の選んだ課題・テーマについて、文献検索等して調べ、研究計画を立て、それらの発表用レジュメ
を作成して授業に臨む。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

特定のテキストはない。
（参考文献）
大野木裕明他編（２００２）『心理学マニュアル研究法
レッスン』北大路書房
その他の参考文献はその都度呈示する

発表・討論参加 ２０％
卒業論文 ８０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 小熊 順子
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ４年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

「卒業研究�」の担当教員（心理学を専門とする教員）が演習形式での継続的な指導を行い、さらに、
学習を深める。３年次までの心理学関係科目や社会福祉の学習をふまえ、各自の課題を明確化させ、福祉
に係わる心理分野および心理学基礎分野で自ら選んだ課題を研究しまとめる能力を築く。

［授業全体の内容の概要］

卒業論文テーマおよびその実験・調査等の研究方法、データの収集方法について、学生各自の発表をも
とに討論し、指導・支援を行う。また、論文作成に関しても、各学生は経過報告を含め各自発表、討論し、
それらの機会と個別指導によって卒業論文作成を支援する。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

４年間の成果として、各自の研究課題についての卒業論文を作成し、公開発表する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．卒業論文作成の基本方針についてのガイ

ダンス

２．各自の心理分野の研究テーマ発表�
３．各自の心理分野の研究テーマ発表�
４．各自の心理分野の研究テーマ発表�
５．各自の心理分野の研究テーマ発表�
６．各自の心理分野の研究テーマ発表�
７．研究テーマ・研究方法についての討論

８．研究テーマ・研究方法についての講義

９．卒業論文テーマ（仮）の発表�
１０．卒業論文テーマ（仮）の発表�
１１．卒業論文テーマ（仮）の発表�
１２．卒業論文テーマ（仮）の発表�
１３．卒業論文テーマ（仮）の発表�
１４．卒業論文テーマ・研究法に関する討論

１５．卒業論文テーマ・研究法に関する講義

１６．卒業論文の実験・調査の経過発表�
１７．卒業論文の実験・調査の経過発表�
１８．卒業論文の実験・調査の経過発表�
１９．卒業論文の実験・調査の経過発表�
２０．卒業論文の実験・調査の経過発表�
２１．卒業論文の実験・調査の経過発表�
２２．卒業論文作成に関する講義

２３．卒業論文骨子発表・討論・指導�
２４．卒業論文骨子発表・討論・指導�
２５．卒業論文骨子発表・討論・指導�
２６．卒業論文骨子発表・討論・指導�
２７．卒業論文骨子発表・討論・指導�
２８．卒業論文骨子発表・討論・指導�
２９．卒業論文の発表会�
３０．卒業論文の発表会�

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

事前に必ずテキストを読んで授業に臨むこと。授業の最初に前回の振り返りをするので復習をして臨む
こと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

特定のテキストはない。

（参考文献）大野木裕明他編「心理学マニュアル研
究法レッスン」北大路書房
その他の参考文献はその都度呈示する。

出席 １０％
提出物 １０％
期末試験（卒業論文） ８０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 植屋 悦男
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ４年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

「卒業研究�」の担当教員が演習形式での継続的な指導を行い、さらに、学習を深める。３年次までの
学習や学外実習体験等を総合的にふまえて、各自の課題を明確化させ、総合福祉の理念に基づいて自ら選
んだ課題をまとめる能力を築く。

［授業全体の内容の概要］

その探求を行うための資料収集の方法やその具体的な展開、まとめ方と発表方法などについて支援と指
導を行う。また、学生間の討論による学習の広がりと深まりをめざす。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

４年間の成果として、各自の課題についての卒業論文報告を作成し、公開発表する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．卒業研究の進め方（基本的事項について説明）
卒業研究の意義を明らかにし、その取り組みを
十分に把握させる。

２．卒業研究の実験・調査の仕方について
心理測定 生理機能測定 身体機能の測定
アンケートによる調査法

３．テーマの決定と研究計画書の作成、それへの報
告（その１）＊

４．テーマの決定と研究計画書の作成、それへの報
告（その２）＊

５．テーマの決定と研究計画書の作成、それへの報
告（その３）＊ ＊［助言指導を行う］

６．先行研究、参考文献の収集法について
７．実験・調査に基づく統計処理処理法�
８．実験・調査に基づく統計処理処理法�
９．実験・調査に基づく統計処理処理法�
１０．図表、画像の作成法
１１．実験・調査開始（その１）＊
１２．実験・調査開始（その２）＊
１３．実験・調査開始（その３）＊
１４．実験・調査開始（その４）＊
１５．卒業研究に対する夏休みの計画についての報告

１６．中間報告（その１）
１７．中間報告（その２）
１８．中間報告（その３）
１９．卒業研究仕上げの準備（その１）＊
２０．卒業研究仕上げの準備（その２）＊
２１．卒業研究仕上げの準備（その３）＊
２２．卒業研究仕上げの準備（その４）＊
２３．卒業研究仕上げの準備（その５）＊

［＊全体討議及び個別指導］
２４．卒業研究の仕上げ（その１）
２５．卒業研究の仕上げ（その２）
２６．卒業研究の仕上げ（その３）
２７．卒業研究の仕上げ（完 成）
２８．卒業研究事前発表会
２９．卒業研究発表会（その１）
３０．卒業研究発表会（その２）、卒業研究への総括

＊計画に基づく個別指導を行う

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

大学での総まとめの研究として卒業研究�がある。自ら取り組んだ課題に向けて研究報告書を作成する
に当り、事前に参考文献としての研究物を図書館、インターネットなどで収集し、結論を導くために資料
を絶えず熟解くして置くこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
・授業に合わせ資料を配布

出席点：２０％
レポート点：３０％
試験：５０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 仙波 洋史
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ４年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

「卒業研究�」の担当教員が演習形式での継続的な指導を行い、さらに、学習を深める。３年次までの
学習や学外実習体験等を総合的にふまえて、各自の課題を明確化させ、総合福祉の理念に基づいて自ら選
んだ課題をまとめる能力を築く。

［授業全体の内容の概要］

その探求を行うための資料収集の方法やその具体的な展開、まとめ方と発表方法などについて支援と指
導を行う。また、学生間の討論による学習の広がりと深まりをめざす。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

４年間の成果として、各自の課題についての卒業論文報告を作成し、公開発表する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．ガイダンス
２．問題の分析と論理化�
３．問題の分析と論理化�
４．問題の分析と論理化�
５．問題の分析と論理化�
６．問題の分析と論理化�
７．発表とディスカッション１
８．問題解決研究とストーリー化�
９．問題解決研究とストーリー化�
１０．問題解決研究とストーリー化�
１１．問題解決研究とストーリー化�
１２．問題解決研究とストーリー化�
１３．発表とディスカッション２
１４．発表とディスカッション３
１５．まとめ

１６．ガイダンス
１７．論文完成に向けて�
１８．論文完成に向けて�
１９．論文完成に向けて�
２０．論文完成に向けて�
２１．論文完成に向けて�
２２．発表とディスカッション４
２３．発表とディスカッション５
２４．論文完成
２５．抄録作成
２６．最終点検
２７．論文作成の復習１
２８．論文作成の復習２
２９．論文作成の復習３
３０．まとめ
試験（小論文）

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

各人のテーマに従って、関係する資料を収集し、目を通しておくこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
指定しない。

（参考書）
井田正道他編『情報リテラシテキスト』培風館

出席：３０％
論文：６０％
プレゼンテーション：１０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 中村 泰治
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ４年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

１．卒業論文のテーマを決めること。
２．文献や資料を収集すること。
３．論文を執筆すること。
［授業全体の内容の概要］

自分の興味あるテーマを設定し、構想を語れるようにする。
構想に沿って文章を作り、発表できるようにする。
論文の完成度を高めるようにする。
以上を目標にした授業となる。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

自分の調べたことを卒業論文としてまとめ、要旨（抄録）とともに提出すること。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．前期のガイダンス

２．論文のテーマと構想�
３．論文のテーマと構想�
４．論文のテーマと構想�
５．論文のテーマと構想�
６．論文のテーマと構想�
７．論文のテーマと構想�
８．論文のテーマと構想�
９．論文の構成と討論�
１０．論文の構成と討論�
１１．論文の構成と討論�
１２．論文の構成と討論�
１３．論文の構成と討論�
１４．論文の構成と討論�
１５．まとめ

１６．後期のガイダンス

１７．論文の構成と討論�
１８．論文の発表と討論�
１９．論文の発表と討論�
２０．論文の発表と討論�
２１．論文の発表と討論�
２２．論文の発表と討論�
２３．論文の発表と討論�
２４．論文の発表と討論�
２５．論文のまとめ�
２６．論文のまとめ�
２７．論文のまとめ�
２８．論文のまとめ�
２９．論文のまとめ�
３０．論文のまとめ�

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

自分の設定したテーマに関してしっかりと文献や資料を収集することが、いい論文の作成につながるの
で、文献や資料の収集に労力を惜しまないこと。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

テキストは使用しない。自分のテーマに関する文献
のほか先輩の卒業論文も参考になるだろう。

出席：２０％
論文の内容：８０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 吉澤 英一
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ４年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

１．会計のはたらき・しくみ・きまりを知る。
２．収益・費用と損益計算書を理解する。
３．資産・負債・純資産と貸借対照表を理解する。
［授業全体の内容の概要］

財務諸表を理解するためには、会計の知識が必要とされる。会計の知識は、もはや今日では、一部の会
計専門家のものではなく、経済社会に生活する誰にとっても必要な共通の知識の一つになったのである。
収益・費用と資産・負債・純資産を中心に研究する。
［授業修了時の達成課題（到達目標）］

収益・費用と資産・負債・純資産を研究することによって、財務諸表、主に、報告式の損益計算書と貸
借対照表が理解できるように、各自の課題について卒業論文を作成し発表する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．簿記・会計の歴史�
２．会計のはたらき・会計のしくみ
３．会計のきまり
４．営業損益・営業外損益の計算
５．特別損益等
６．損益計算書のつくり方
７．資産の分類と評価・当座資産
８．棚卸資産
９．有形固定資産・無形固定資産・投資等
１０．減価償却・繰延資産
１１．流動負債・固定負債・引当金
１２．純資産
１３．貸借対照表のつくり方
１４．株主資本等変動計算書
１５．簿記・会計の歴史�
試験・レポート等

１６．卒業研究報告書の作成について
１７．卒業研究各自課題による発表�
１８．卒業研究各自課題による発表�
１９．卒業研究各自課題による発表�
２０．卒業研究各自課題による発表�
２１．卒業研究各自課題による発表�
２２．卒業論文中間まとめ
２３．卒業研究各自課題による発表�
２４．卒業研究各自課題による発表�
２５．卒業研究各自課題による発表	
２６．卒業研究各自課題による発表

２７．卒業研究各自課題による発表�
２８．卒業論文全体まとめ�
２９．卒業論文全体まとめ�
３０．卒業論文全体まとめ�
試験・レポート等

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

学生の方々が予習してくる事を前提に授業を行いますので、予習は必要です。また授業で学習したこと
を、自ら繰り返し練習することが望ましいです。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

（テキスト）
川村匡由・川村岳人著『改訂福祉系学生のためのレ
ポート＆卒論の書き方』中央法規
（参考文献）
桜井久勝著 日経文庫『会計学入門』

日本経済新聞社

出席 ４０％
提出物 ６０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 石本 裕貴
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ４年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］

『卒業研究�』の担当教員が演習形式での継続的な指導を行い、さらに、学習を深める。３年次までの
学習やゼミ発表体験等を総合的に踏まえて、各自の課題を明確化させ、「基礎経営学説史」「総合福祉」の
これまでの総合的学習に基づいて自ら選択した課題をまとめる能力を築く。

［授業全体の内容の概要］

その探求を行うための資料収集の方法やその具体的な展開、まとめ方と発表方法などについて支援と指
導を行う。また、学生間の討論による学習の広がりと深まりをめざす。

［授業修了時の達成課題（到達目標）］

４年間の成果として、各自の課題についての卒業論文報告を作成し発表する。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．当授業の意義や進め方についてガイダン
ス

２．卒業研究のテーマについて指導
３．卒業研究のテーマに沿って各学生が調査・
研究を進めながら発表�

４．卒業研究のテーマに沿って各人の発表�
５．卒業研究のテーマに沿って各人の発表�
６．卒業研究のテーマに沿って各人の発表�
７．卒業研究のテーマに沿って各人の発表�
８．卒業研究のテーマに沿って各人の発表�
９．卒業研究のテーマに沿って各人の発表	
１０．卒業研究のテーマに沿って各人の発表

１１．卒業研究のテーマに沿って各人の発表�
１２．卒業研究のテーマに沿って各人の発表�
１３．卒業研究のテーマに沿って各人の発表

１４．前期のまとめ（その１）
１５．前期のまとめ（その２）
前期総まとめ

１６．卒業研究の作成について
１７．卒業研究テーマに沿って各学生の発表・

指導�
１８．卒業テーマに沿っての発表・指導�
１９．卒業テーマに沿っての発表・指導�
２０．卒業テーマに沿っての発表・指導�
２１．卒業テーマに沿っての発表・指導�
２２．卒業論文中間報告
２３．卒業研究テーマに沿って各学生の発表・

指導�
２４．卒業研究の発表・指導	
２５．卒業研究の発表・指導

２６．卒業研究の発表・指導�
２７．卒業研究の発表・指導�
２８．卒業研究の発表・指導

２９．卒業研究発表の方法とその指導（�）
３０．卒業研究発表の方法とその指導（�）
各自・卒論要旨報告

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

卒業論文作成の目的の為にも、予習・復習は欠かせないので、これを実行すること。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

別途指示（各学生の卒論テーマに応じ、それぞれ指
示。単一のテキストはない。）

出席状況と卒業研究への取り組み、内容等を総合
的に判断して成績評価を行なう。
出席 ３０％
授業への取り組み態度 ３０％
提出物（卒論含む） ４０％
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授業のタイトル（科目名） 授業の種類 授業担当者

卒業研究� （ 講義・演習・実習 ） 福田 健一
授業の回数 時間数（単位数） 配当年次・時期 必修・選択

３０回 ６０時間・４単位 ４年次・通年 必修
［授業の目的・ねらい］
学生の希望をよく聞き、それに基づいて相談しながら今後の研究計画を決めます。また、学生により研究の目的や得意、
不得意の部分が異なりますので、それぞれの能力が引き出されるように、個別指導を中心に行います。論文の書き方も基礎
から指導します。また、いろいろな参考文献なども紹介していきます。学生の希望により、時間をかけて相談していきたい
と考えております。
［授業全体の内容の概要］
指導する範囲
�「福祉に関する分野」ですと、例えば、海外の国々で、福祉でのアファーマティブアクション（弱者格差是正政策）や各
国の福祉政策や国外への人材移動問題、あるいは、日本とフィリピンとの間で締結された FTAにより日本の福祉施設で
働くフィリピン人を取り巻く様々な問題、などがあります。全く国際の部分に関わらない福祉研究ですと福祉分野の先生
を選ばれた方が良いと思います。
�「国際政治学」では、福祉と全く関係ない分野でもかまいません。戦争、テロ、人権、貧困、環境、感染症、領土問題、
女性の権利、など国際社会は多様で複雑な問題が山積しております。それに対して、国連などが中心になり様々な問題解
決のアプローチが行われています。また、近年では NGO、NPOなどの存在も増大しています。これらのテーマの中で、
皆さんが感心のあるテーマを私と相談しながら、皆さんが選びそれを指導していくことになります。
�「日本政治学」は、同様に福祉と全く関係なくてもよく、選挙、政治家、地域社会の崩壊、世論、テレビなどのマスメデ
ィア、政党、福祉行政、格差社会、フリーター、ワーキングプアー、など日本国内における全ての政治に関係する現象か
ら、関心のあるものを選んでください。
�「ディベート理論」「交渉学理論」は相互に関連しています。つまり、ディベートは交渉を成功に導くための手段であり
ます。日本ではこれらが以前は学問的な考察がされてきませんでしたが、欧米では、例えば、ハーバード大学交渉学研究
所のように学問的に体系化されています。これらの理論と実践を研究することにより、国内外での交渉能力が向上します。
ここでは、これを専門に研究するよりも、例を挙げれば、「日本牛肉輸入交渉」など他のテーマと合わせて研究すること
を前提にしています。

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］
コマ数

１．実際の卒業論文構成�
２．実際の卒業論文構成�
３．実際の卒業論文構成�
４．実際の卒業論文構成�
５．実際の卒業論文構成�
６．実際の卒業論文構成�
７．実際の卒業論文構成�
８．実際の卒業論文構成	
９．実際の卒業論文構成

１０．実際の卒業論文構成�
１１．卒業論文製作�
１２．卒業論文製作�
１３．卒業論文製作�
１４．卒業論文製作�
１５．卒業論文製作�

１６．卒業論文製作�
１７．卒業論文製作�
１８．卒業論文製作	
１９．卒業論文製作

２０．卒業論文製作�
２１．卒業論文完成�
２２．卒業論文完成�
２３．卒業論文完成�
２４．卒業論文完成�
２５．卒業論文完成�
２６．卒業論文完成�
２７．卒業論文完成�
２８．卒業論文完成	
２９．卒業論文完成

３０．卒業論文完成�

【合同企画授業に変更する回がある】

［準備学習］

自己の卒論のテーマになる書籍とそれに関連する資料をよく読み込むことが大切です。なるべく多くの
ものを読み視野を広げてください。

［使用テキスト・参考文献］ ［単位認定の方法及び基準］

授業の中で指示します。 出席：４０％
提出物（レポートなど）、授業参加：６０％
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社会福祉士国家試験受験対策講座

［目的］

在学中に社会福祉士国家試験合格をめざす４年次生に対して、効率的・効果的な受
験学習を継続的に行うことを目的として本講座を開講する。

［目標］

在学中に社会福祉士国家試験合格。

［内容と方法］

社会福祉士国家試験受験に必要な倫理・知識・技術に関する基礎力をはじめ、合格
に必要な広い視野に立った応用力を身につけるため、合格に向けて計画的に受験学
習に取り組む必要がある。
１．受験に関する各種講座の開催
１）受験対策講座 ７０コマ

出題傾向と過去の試験問題の分析による応用力の向上を目指す
委託業者…東京アカデミー（社会福祉士国家試験予備校）による受験対策

講座の開催
�前期受験対策講座 週１回（２コマ）定期開講
�夏期集中講座 夏期休業期間内で開講
�後期受験対策講座 週１回（２コマ）定期開講
�受験直前集中講座 冬期休業期間内集中及び休業明けは受験日まで

週１回（３コマ）開講
※講座開催については学生の費用負担の軽減のため、本学独自の助成を実施

２）学内教員による特別講座の実施と必要に応じた本学教員による授業時間外個
別指導

〈その他〉
より確実な合格を目指すためにも、以下の受講・受験を勧める。
１．受験準備講座…３６コマ ３年次の春期休業期間に実施

（希望すれば２年次生の受講も可）
受験対策講座をより効果的に実施するため、基礎力の再確認
を行う。

２．模擬試験 �中央法規模擬試験受験
�社会福祉士養成校協会模擬試験受験
�東京アカデミー模擬試験受験

［使用テキスト］

受験対策講座：東京アカデミー作成のテキスト及び講師作成レジュメ
本学教員による特別講座：担当教員が必要に応じて作成したレジュメ・資料

［その他］

本講座についての内容についての問い合わせ窓口：福祉教育センター内〔３号館３階〕
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［い］

医学一般�……………………………………８８
医療福祉論 …………………………………１０５

［う］

宇宙と生命……………………………………３２

運動指導の心理学的基礎 …………………１４１

運動障害と予防（医師）……………………１３６

運動生理学 …………………………………１３２

［え］

エアロビクス運動理論と実際 ……………１３５

エアロビクスダンス ………………………１３０

英語コミュニケーション�…………………５７
英語コミュニケーション�…………………５８
栄養と体重調節（栄養士・管理栄養士）…１３８

エッセンシャルスタディ� …………………７

エッセンシャルスタディ�…………………１０

［か］

海外福祉交流ハワイセミナー ……………１９１

会計実務 ……………………………………１７６

介護概論………………………………………８７

介護技術の理論と方法 ……………………１４４

介護予防 ……………………………………１４６

カウンセリング ……………………………１６０

家族心理学 …………………………………１６５

［き］

企業経営論 …………………………………１８１

機能的解剖学 ………………………………１２７

キャリア開発…………………………………７１

キャリアデザイン�…………………………６５
キャリアデザイン�…………………………６８
キャンプ実習…………………………………４７

救急処置（医師）（演習）…………………１４２

教育心理学 …………………………………１５１

キリスト教と社会福祉………………………１６

金融事情 ……………………………………１８２

［く］

グループダイナミクス ……………………１６６

［け］

経営管理論 …………………………………１６９

経営事情 ……………………………………１７１

経営組織論 …………………………………１８８

経済学入門……………………………………２７

健康管理概論（医師）………………………１３３

健康作りと運動プログラム ………………１３４

現代家族論……………………………………２１

現代居住環境論………………………………３５

権利擁護と成年後見制度 …………………１１０

［こ］

工業簿記 ……………………………………１８６

更生保護制度 ………………………………１１２

公的扶助論 …………………………………１０１
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